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研究報告の報告状況  
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一般的名称  報告の概要  

幸乞燥濃縮人血液凝固第8因子  英国において、複数′〈ッチ由来の凝固因子による治療を受  けており、死亡した血  
友病患者から変異型クロイツフェルトヤコブ病異常プリオンが検出された。  

2   日本人の切除不能転移性結腸直腸癌患者32例を対象としてFOLFOX4の実行可  
能性を検討したプロスぺクティブ研究において、1例が問質性肺炎を発現し、呼吸  
不全により死亡した。   

3  リスペリドン   抗精神病薬によるメタポリック症候群の発現と5－セロトニン受容体2C（HTR2C）の  
遺伝子多型の関連性について、横断分析を行った結果、HTR2C：C．1－142948（GT）n  
及びrs1414334Calleleがプール解析によりメタポリック症候群と有意に関連を示  
した。また、クロザピン、リスペリドンの使用によるメタポリック症候群のリスクは  
rs1414334Ca”eleで有意に高かった。   

4  リスペリドン   新規抗精神病薬草剤投与中の統合失調症患者において、リスペリドンを投与され  
た患者ではQT間隔延長が見られた。   

5  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  肝細胞癌に対して、本剤＋シスプラチン（Lip群）15例、微小デンプン球＋シスプラチン  
ル   （DSM群）15例、本剤＋微小デンプン球＋シスプラチン（Lip＋DSM群）15例での無作為  

割付オープン試験を行ったところ、Lip＋DSM群で、Lip群と比較し、有意なALT上昇  
が認められた。   

6  塩酸メトホルミン   MEDLINE検索を行い、心血管系疾患又は全ての原因によるリスクに対するスルフ  
フォニル尿素薬とメトホルミンによる併用療法の関連性を検討した観察研究9報を  
メタアナリシスに用いた結果、スルフォニル尿素薬とメトホルミンの併用療法を処  
方された2型糖尿病患者では心血管系疾患による入院または死亡率が増加した。   

7  クエン酸シルデナフィル   肺動脈高血圧（PAH）の小児に対するシルデナフィルの安全性、有効性について、  

2つの臨床試験（A1481131：228人、A1481156：220人）を行った結果、A1481156試験  
では13例の死亡、中止後に5例の死亡が見られた。死亡例のうち11例は高用量  
群、5例は中用量群、2例は低用量群であった。   

8  バルブロ酸ナトリウム   抗てんかん薬（AEDs）の子宮内暴露と自閉症スペクトラム障害（ASD）のリスクにつ  

いて、632例の生出生児で調査した結果、10例がASDと診断され、うち7例がAEDs  
暴露群であった。AEDs暴露群のうち4例はバルブロ酸ナトリウム（VPA）、1例は  
VPAとラモトI）ギン（LTG）併用、1例はフェニトイン、1例はLTGであり、VPA暴露群  
はControl群に比べてASD発現リスクが高かった。   

9  ナドロール   非心臓手術の周術期におけるβ遮断薬使用の安全性について、33の無作為化コ  
ントロール試験を評価した結果、β遮断薬の使用により術後30日間の非致死的な  
心筋梗塞、心筋虚血のリスクが低下し、非致死的脳卒中のリスクは増加した。ま  
た、β遮断薬の使用により治療を要する周術期の徐脈、低血圧のリスクは増加し  
た。   

10  塩酸プロプラノロール   非心臓手術の周術期におけるβ遮断薬使用の安全性について、33の無作為化コ  

ントロール試験を評価した結果、β遮断薬の使用により術後30日間の非致死的な  

心筋梗塞、心筋虚血のリスクが低下し、非致死的脳卒中のリスクは増加した。ま  
た、β遮断薬の使用により治療を要する周術期の徐脈、低血圧のリスクは増加し  
た。   

アテノロール   非心臓手術の周術期におけるβ遮断薬使用の安全性について、33の無作為化コ  
ントロール試験を評価した結果、β遮断薬の使用により術後30日間の非致死的な  

心筋梗塞、心筋虚血のリスクが低下し、非致死的脳卒中のリスクは増加した。ま  
た、β遮断薬の使用により治療を要する周術期の徐脈、低血圧のリスクは増加し  
た。   
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一般的名称   報告の概要   

12  ベシル酸アムロジピン   大動脈痛手術患者でのジヒドロビリジン系Ca括抗薬の使用と周術期（術後30日）死  

亡について、胸腹部大動脈癌手術患者1000人で調査した結果、周術期死亡は85  
人で、ジヒドロビリジン系Ca括抗薬の使用群は非使用群に比べて有意にリスクが  

高かった。   

13  エストリオール   ホルモン療法と乳癌のリスクについてプロスペクティブ試験を行った結果、エストロ  
ゲン単独で10年以上の使用者は非使用者に比べ、小葉癌のリスクが約50％増加  
した。エストロゲン＋プロゲステン（E＋P）の現使用者は乳管癌、小葉癌ともに、E＋P  
の過去に5年以上の使用者では乳管癌のリスクが、非使用者に比べ増加した。E  
受容体（ER）＋／P受容体（PR）＋、混在型の乳管癌のリスクはE＋P使用により増加し、  
ER＋／PR＋の小葉癌のリスクはE単独、E＋Pともに増加した。   

14  エストラジオール   閉経後ホルモン療法と乳癌のリスクについて、W川試験で調査した結果、ブラセポ  
群に比べてホルモン療法群で乳癌の発現率は高まったが、ホルモン療法中止  
後、リスクは減少した。   

15  エストラジオール   閉経後ホルモン療法と乳癌のリスクについて、W川試験で調査した結果、プラセポ  
群に比べてホルモン療法群で乳癌の発現率は高まったが、ホルモン療法中止  
後、リスクは減少した。   

16  コハク酸プレドニゾロンナトリウム  自己免疫疾患患者におけるニューモシスチスカリニ肺炎（PCP）の発現頻度とPCP  
とグルココルチコイド（GC）の高用量使用との関連について調査した結果、PCPの  
5％に自己免疫疾患が存在し、高用量のGC、短い羅患期間で死亡率が高かっ  
た。   

17  セレコキシブ   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  

かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

18  リッキシマフ（遺伝子組換え）   CD20陽性リンパ腫患者で、本剤投与の前後6ケ月以内に末梢血免疫グロブリンを  
測定した63例を対象に、レトロスペクティブ研究を行った試験において、本剤投与  
後1gM減少、本剤による治療期間が短い、G－CSF投与の3点が重症感染症発症の  
リスク因子であることが示唆された。   

19  インフリキシマブ（遺伝子組換え）  インフリキシマフ、エタネルセプト、アダノムマブ、anakinraを投与した、または疾患  
修飾性抗リウマチ薬から治療を切り替えた患者5040例を対象としたケース・コント  
ロール研究の結果、帯状癌疹が抗TNF－α製剤を投与された患者で39例認められ  
た。   

20  レノグラスチム（遺伝子組換え）  血液悪性疾患に対する同種末梢血幹細胞移植の血縁者ドナー11例にレノグラス  
チムまたはフィルグラスチムを投与し、血球数、血小板指数を調べた試験で、11例  
に平均血小板容積の増加が見られた。   

21  乾燥人血液凝固因子抗体迂回活  英国において、死亡した血友病患者から変異型クロイツフェルトヤコブ病異常プ  
性複合体   リオンが検出された。なお、複数／くッチ由来の凝固因子による治療を受けていた。   

22  酢酸メドロキシプロゲステロン   閉経後ホルモン療法と脳萎縮について、WHIMS試験で調査した結果、プラセボ群  
こ比べてホルモン療法群でより高度な脳萎縮が起こった。また、この脳萎縮の程  
度は、ホルモン療法開始前に認知障害を発言していた患者で最も顕著であった。   

23  酢酸メドロキシプロゲステロン   閉経後ホルモン療法と乳癌のリスクについて、W川試験で調査した結果、プラセボ  

群に比べてホルモン療法群で乳癌の発現率は高まったが、ホルモン療法中止  
後、リスクは減少した。   
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一般的名称   報告の概要   

24  アモキシシリン   ケニアにおいて、喀痍を伴う咳が2週間以下持続している患者660例に対して行わ  
れた三重盲検ランダム化同等性書式験の結果、アモキシシリン群とプラセボ群につ  
いて治癒率に有意差が認められなかった。また、HIV感染者、非感染者について  

層別解析した場合においてもアモキシシリン群とプラセボ群について治癒率に有  
意差が認められなかった。  

25  閉経後ホルモン療法と乳癌のリスクについて、WHI試験で調査した結果、プラセボ  

l群に比べてホルモン療法群で乳癌の発現率は高まったが、ホルモン療法中止 l      群に比べてホルモン療法群で乳癌の発現率は高まったが、ホルモン療法中止 ■  
後、リスクは減少した。   

26  デカン酸ハロペリドール   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

27  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

28  エストリオール   閉経後ホルモン療法と乳癌のリスクについて調査した結果、エストラジオール及び  
progestogen併用療法の3年以上の使用でリスクが増加した。5年以上の周期的投  
与は、連続的投与に比べ乳癌発生リスクが低かった。PrOgeStOgenの成分のうち、  
酢酸ノルエチステロンは酢酸メドロキシプロゲステロンに比べ5年以上の使用で発  
現リスクが高かった。   

29  リン酸デキサメタゾンナトリウム  デキサメタゾン（D）投与による小児の扁桃摘出術後24時間における悪心・嘔吐の  
リスクの低下について無作為化プラセボコントール試験を行った結果、プラセボ群  
で2例／53例、Dの0．05mg／kg．0．15mg／kg，0．5mg／kg投与群では、6例／53例．2例／51  
例．12例／50例で出血が起こり、D群の8例が出血のため緊急の再手術を受けた。  
この試験は安全性の問題から早期に中止された。   

30  ニフエジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  
型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  
TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

31  アスピリン   心臓病予防のために低用量アスピリンを投与された痛風患者105例に対するアン  
ケート調査の結果、2日連続での低用量アスピリン投与による痛風再発のリスクの  
上昇が観察された。   

32  非ピリン系感冒剤（4）   カフェインと喫煙状態に関連した膳胱癌の発生率について前向き研究を行ったと  
ころ、喫煙と膜胱癌リスクの間には用量依存的な強し＼関係が見られ、有意差はな  
いがコーヒーは男性において明らかに膜胱癌と関連があった。   

33  リスペリドン   抗精神病薬（APDs）による低体温について、データベース、文献を調査した結果、  
APDsによる低体温の発現はオッズ比が有意に高かった。また、作用機序からも  
APDsが低体温に関与することが示唆された。   

34  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

35  サラゾスルファビリジン   妊娠中の葉酸括抗薬の使用と経胎盤的な有害事象について、レトロスぺクティブ  
な調査を行った結果、葉酸括抗薬投与群は非投与群に比べて、子痛前症、胎盤  
早期剥離、胎児成長抑制、胎児死亡のリスクが高かった。   
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一般的名称   報告の概要   

36  フエノバルビタール   妊娠中の葉酸括抗薬の使用と経胎盤的な有害事象について、レトロスぺクティブ  
な調査を行った結果、葉酸括抗薬投与群は非投与群に比べて、子痢前症、胎盤  
早期剥離、胎児成長抑制、胎児死亡のリスクが高かった。   

37  エストリオール   閉経後ホルモン療法（PMH）と乳房の良性増殖性障害（BPED）のリスクについて、  
WHt試験で調査した結果、15年以上のPMH使用は、非使用者と比べてBPEDのリ  
スクが2倍に増加した。BPEDのリスク増加はエストロゲン単独に比べプロゲステロ  

ンの併用でより強い関連が認められ、特に異型過形成があるBPEDで顕著だっ  
■○   

38  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

39  プロポフォール   過去15年間に、プロポフォールが使用された小児及び成人重病患者での原因不  
明の死亡に関する文献をレビューした結果、集中治療における本剤の長期高用  
1投与により、Propofol］nfusionSyndorome（心筋障害、心臓血管の不安定性、代  

謝性アシドーシス、高カリウム血症、横紋筋融解症などの症状を呈する症候群）や  
乳酸アシドーシスの進行を伴った脳エネルギー産生不足の症例が認められた。   

40  アセトアミノフエン   成人におけるアセトアミノラェンの使用と鳴息、慢性閉塞性肺疾患（COPD）との関  
連性について調査した結果、アセトアミノフエンの用量依存的に喘息及びCOPDと  

関連性が見られ、用量の増加に伴い肺機能は低下した。   

41  アセトアミノフエン   妊娠後期（20－32W）のアセトアミノフエンの使用と、子供の喘息、喘鳴等の発現との  
関連性について調査した結果、アセトアミノフェン使用群では非使用群に比べて、  
子供が就学年齢（69－81M）時点での喘息、喘鳴の発現及び7歳時点での血中IgE  
の増加との関連性が認められた。   

42  アスピリン・ダイアルミネート   抗凝固薬の感受性に影響を及ぼすビタミンKエポキシド還元酵素、CYP2C9の遺  
伝子多型と胃腸出血のリスクについて、aCenOCOumarOt治療中の患者で調査した  

結果、遺伝子多型がある患者で、15mg／W以上の用量、アミオダロン使用、アスピ  
リン使用で胃腸出血のリスクが高まった。   

43  スルファメトキサゾール・トリメトプリ  妊娠中の葉酸括抗薬の使用と経胎盤的な有害事象について、レトロスぺクティブ  
ム   な調査を行った結果、葉酸括抗薬投与群は非投与群に比べて、子痛前症、胎盤  

早期剥離、胎児成長抑制、胎児死亡のリスクが高かった。   

44  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

45  ベシル酸アムロジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドEjビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  

TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

46  ハロペリドール   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

47  べシル酸アムロジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性についてこカルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  
TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   
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一般的名称   報告の概要   

48  ニフエジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CC8s）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  

TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

49  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非痩用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

50  カルバマゼピン   抗てんかん薬（AED）による皮膚粘膜眼症候群（SJS）、丘疹性皮疹（MPE）とHLA－B  
遺伝子多型（HLA－B＊1502）との関連性について、タイ人で調査した結果、HLA－  
B＊1502とフエニトイン（PHT）及びカルバマゼピン（CBZ）によるSJSの発現は強く関連  

性が示されたが、PHT、CBZによるMPEとは関連性は見られなかった。   

51  ジクロフェナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

52  ホスアンプレナビルカルシウム水和  

物   286例をケースとし、心筋梗塞を発症しなかった患者865例をコントロールとした  
ケースコントロールスタディにより、核酸系逆転写酵素阻害剤とプロテアーゼ阻害  
剤の心筋梗塞のリスクを比較した結果、ロビナビルおよぴアンプレナビル／ホスア  
ンプレナビルの投与による心筋梗塞のリスク増大が示唆された。また、ア／くカビル  
の投与開始により心筋梗塞のリスクが増大したが、長期の暴露では増大しなかっ   

53  硫酸アバカビル   TheDataCollectiononAdverseEventsofAnti－HIVDrugs試験に登録された患者  
333q8例を解析した結果、アバカビル、ジダノシンの投与による心筋梗塞のリスク  
上昇が示唆された。   

54  ／くルプロ酸ナトリウム   母親のバルブロ酸（VPA）使用と先天奇形の発現リスクを、母親のてんかんの分類  

こついて調査した結果、てんかんの種類（特発性遺伝子性てんかん、部分てんか  
ん、その他のてんかん）によらず、VPAの用量とともに先天奇形の発現リスクが上  
昇する傾向にあった。   

55  メフエナム酸   月経過多症患者の使用薬剤と静脈血栓塞栓症（VTE）のリスクについて、ケースコ  
ントロール研究を行った結果、トラネキサム酸の使用では有意ではないもののリス  
クは上昇した。また、メフエナム酸、ノルエチステロンの使用と貧血はVTEのリスク  
上昇と関連が見られた。   

56  リファンピシン   9例の健康成人について、シプロフロキサシンまたはリファンピシン投与後のグリ  

ベンクラミドの単回経口投与の薬物動態に及ぼす影響を検討した試験の結果、リ  
フアンピシンの単回静注によりグリベンクラミドとその代謝産物のAUCの増加が観  

察された。   

57  ベシル酸アムロジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  
TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

58  レポホリナートカルシウム   再発または転移性胃癌40例を対象に、オキサリプラテン／ロイコポリン／5－フルオロ  
ウラシル／セツキシマブ併用療法の有効性及び安全性をプロスペクティブに解析し  

た試験において、死亡が1例認められた。   

59  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  

した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   
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一般的名称   報告の概要   

60  ウルフアリンカリウム   脳出血患者1058例を対象とした国内多施設共同後ろ向き研究の結果、抗血栓薬  

の内服と小脳出血頻度、急性期死亡率に有意な関連が認められた。   

61  ラベフラゾールナトリウム   クロビドグレルとプロトンポンプ阻害薬（PPl）の相互作用について、退院後にクロ  
ピトグレルを使用している急性心疾患（ACS）の患者を対象としたレトロスペクテイ  

ブコホート研究を行った結果、ACSによる死亡、再入院はPP俳併用群の20．8％、  
PPt併用群の29．8％であった。また、PPI併用群において、PPIの併用期間がACSに  
よる死亡や再入院のリスクを高めることが示唆された。   

62  ラベプラゾールナトリウム   プロトンポンプ阻害薬（PPl）の使用と肺炎との関連性について、65歳以上の退役軍  
人においてコホート研究を行った結果、PPI使用群は非使用群に比べて肺炎での  
入院のリスクが高かった。また、細菌性肺炎のリスクは上昇しなかったが、抗生物  
質の使用率は高かった。   

63  ラべプラゾールナトリウム   プロトンポンプ阻害薬（PPl）の使用とクロストリジウムディフィシル感染（CDl）との関  

達について後ろ向きコホート研究を行った結果、149／14719例（1％）にCDl初回感染  
が確認され、PPI暴露はCDIを上昇させた。   

64  デカン酸ハロペリドール   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用量の増加に伴い有意ヒリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

65  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と冠動脈関連死、非致死性心筋梗塞、致死性・非致死性発作につ  
いて解析した結果、非NSAIDs使用者と比べてジクロフエナク、rOfecoxib、セレコキ  

シブの使用は冠動脈関連死のリスク増加と関連が用量依存的にみられた。ジクロ  
フエナクは発作リスクの増加も関連付けられた。   

66  臭化チオトロピウム水和物   慢性閉塞性肺疾患を対象としたプラセボ対照二重盲検試験において、重篤な有  
書事象の発現及び新生物および肺新生物に関する有害事象プラセボ投与群と比  
較してチオトロピウム（ソフトミスト吸入器）投与群で発現率が高かった。   

67  イブプロフェン含有一般用医薬品  NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  

かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

68  リッキシマフ（遺伝子組換え）   自家造血肝細胞移埴後のリンパ増殖疾患患者109例を対象とした侵襲性アスペ  
ルギルス症発症リスクに関する前向きコホート研究の結果、フルダラビン、リツキ  
シマブによる治療と侵襲性アスペルギルス症の発症に有意な関連が認められた。   

69  カフェイン   カフェインと喫煙状態に関連した膜胱癌の発生率について前向き研究を行ったと  
ころ、喫煙と膀胱癌リスクの間には用量依存的な相関が見られ、男性において  
コーヒーと膜胱癌とに相関が見られた。   

70  ヨウ化プラリドキシム   ヨウ化プラリドキシムが血糖検査値に影響を及ぼす原因を調査した試験の結果、  
エンドポイント法ではヨウ化プラリドキシムが有する紫外域の吸収域がpHに応じて  
変化することが原因と考えられた。また、PHの変化が少ないレート法や、可視域  
に測定波長を持つ分析法はヨウ化プラリドキシムの影響を殆ど受けないことが示  
唆された。   

71  酉糾ヒセルロース   酸化セルロース、コラーゲン、カルポキシメチルセルロースについて、コロニー法、  
MEMEIution法による細胞毒性試験の結果、酸化セルロースではいずれの方法に  

おいても細胞毒性が認められた。   

ハノ ▲0♪○   

U′ J′   

丁 ▼‾’I  
」l、山   

て ‾  



一般的名称   報告の概要   

72  メフエナム酸   月経過多症患者の使用薬剤と静脈血栓塞栓症（VTE）のリスクについて、ケースコ  
ントロール研究を行った結果、トラネキサム酸の使用では有意ではないもののリス  
クは上昇した。また、メフエナム酸、ノルエチステロンの使用と貧血はVTEのリスク  
上昇と関連が見られた。   

73  クエン酸ベントキシベリン   ヒト遅延整流性カリウムイオンチャネル遺伝子（hERG）に作用する鎮咳薬と不整脈  
誘発作用について調査した結果、Clobutinoしベントキシベリン、デキストロメトル  

フアン、コデインでhERGイオンチャネル電流阻害作用が認められ、不整脈誘発の  
可能性が示唆された。   

74  セレコキシブ   従来型NSA［Ds（tNSAIDs）、COX－2阻害薬（coxibs）の使用と心血管（CV）リスク及び  

消化管（GI）リスクについて、オランダのデータベースを用いて調査した結果、急性  
心筋梗塞、CVリスクはtNSAIDs、COXibsともに有意に上昇した。GIリスクについて  
は、セレコキシブを除き有意に上昇した。   

75  オメプラゾール   クロビドグレルとプロトンポンプ阻害薬（PPl）の相互作用について、退院後にクロ  
ピトグレルを使用している急性心疾患（ACS）の患者を対象としたレトロスペクテイ  

ブコホート研究を行った結果、ACSによる死亡、再入院はPPl非併用群の20．8％、  
PPl併用群の29，8％であった。また、PP［併用群において、PPlの併用期間がACSに  
よる死亡や再入院のリスクを高めることが示唆された。   

76  塩酸グラニセトロン   シスプラチンを含むがん化学療法と吃逆の発現について調査した結果、がん化学  
療法を行った162例のうち、40例（25％）で吃逆が発現した。吃逆発現群では全例に  
おいてステロイド、5一日T3括抗薬が投与されていた。   

77  リン酸コデイン   コデイン投与を受けている授乳婦と授乳を受けている新生児におけるオピオイド  
毒性についてケースコントロール研究を行った結果、中枢神経抑制作用の見られ  
た新生児は対照群に比べて母親へのコデイン投与量が多かった。また、CYP2D6  
の代謝機能の高い母親が、UGT287＊2／＊2遺伝子型の場合に中枢神経抑制のリ  
スクは高くなった。   

78  エストリオール   経口避妊薬の使用及びホルモン療法と子宮内膜増殖症（EH）の関連性について、  
複雑型又は非定型EH患者で調査した結果、エストロゲンのみ用いたホルモン療  
法群は対照群に比べてEH発現リスクが高かった。   

79  インスリン アスバルト（遺伝子組換  インスリン治療を受けている糖尿病患者に大腸癌、直腸癌の発生リスク上昇が認  

え）   められた。   

80  インスリン アスバルト（遺伝子組換  2型糖尿病の治療法と癌関連死亡について、レトロスペクティブな観察コホート研  

え）   究を行った結果、血糖降下治療を受けていない群に比べて、インスリン単独又は  
分泌促進剤による治療を受けている患者群で癌による死亡のリスクが高かった。   

81  インスリン アス′くルト（遺伝子組換  ウイルス性肝炎患者を対象に、肝細値癌（HCC）の再発と糖尿病の関連について  
え）   調査した結果、糖尿病はHCV関連HCC再発のリスクファクターであることが示唆さ  

れた。   

82  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   喫煙及び糖尿病と外分泌膵癌（PC）の発現についてケースコントロール研究を行っ  
た結果、経口血糖降下薬と比較して、長期間のインスリン治療ではPC発症リスク  
が高いことが示唆された。   

83  インスリン アス／くルト（遺伝子組換  2型糖尿病（T2DM）患者のHbAIcと直腸結腸癌（CRC）の発現について、CRC患者で  

え）   調査した結果、T2DM群と非T2DM群で差は見られなかったが、T2DM患者のうち  
血糖コントロールが不良の患者群では右側CRC、癌の悪性度、外因性インスリン  
の使用が高く、受診時の年齢、5年後生存率が低かった。  
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一般的名称   報告の概要   

寧4  インスリン アスバルト（遺伝子組換  多発性骨髄腫の病歴について、ケースコントロール研究を行った結果、プレドニゾ  
え）   ロン、インスリン、痛風治療によって多発性骨髄腫のリスクが上昇した。   

85  さ酉石酸メトプロロール   β遮断薬服用患者において、CYP2D6の遺伝子多型と血圧、脈拍について調査し  
た結果、CYP2D6＊4／＊4の代謝活性の低い患者はCYP2D6＊1／＊1の代謝活性の高  

い患者に比べて、メトプロロールによる徐脈のリスクが高く、拡張期血圧も低くなっ  
た。   

86  レポホリナートカルシウム   結腸直腸腫瘍による閉塞のない進行性結腸直腸癌で肝転移患者35例をり′トス  
法により治療するパイロット試演において、敗血症により1例が死亡した。   

87  カベルゴリン   麦角誘導体の心臓弁への影響について、パーキンソン病（PD）患者で調査した結  
果、弁逆流はコントロール（健康成人）群に比べてPD群で有意に高かった。カベル  
ゴリンとペルゴリドの各単剤投与と併用投与については発現頻度に差は見られな  
かった。   

88  エストラジオール   閉経後のエストラジオール（E2トブロゲストゲン療法と乳癌のリスクについて調査し  

た結果、3年以上の経口及び経皮E2－プロゲストゲン療法により乳癌発現リスクが  
上昇した。   

89  メトトレキサート   原発性中枢神経系リンパ腫患者79例を対象に、1次化学療法として高用量メトトレ  
キサート（HD－MTX）単剤療法と、HD－MTXおよび高用量シタラビンの併用療法を  
比較した無作為化第Ⅱ相試零剣こおいて、単剤療法群の患者1例およぴ、併用群の  
患者3例が死亡した。   

90  オメプラゾール   プロトンポンプ阻害薬（PPl）の使用と骨密度への影響について、維持血液透析患  
看で調査した結果、PPI使用群は非使用群に比べて骨塩密度が低値を示した。ま  
た、18ケ月以上のオメプラゾールの使用は骨密度低下と関連が見られた。   

91  レノグラスチム（遺伝子組換え）  冠動脈緒染により心筋梗塞を発現させた後、3時間生存したラットに対し、G－CSF  
を投与した試験の結果、G－CSF投与群では、生理食塩水投与群に比べ心筋の繊  
維化が進行し、梗塞部位が大きくなる傾向が見られた。   

92  インジゴカルミン   染料に含まれるインジゴカルミン（lC：2級アミン）、ファストグリーンFCF（FGFCF：4級  

アミン）、亜硝酸ナトリウムをマウスに単回腹膜内投与を行った結果、陰性対照に  
比べて骨髄で姉妹染色体交換が有意に観察された。また、ICに比べてFGFCFで  
毒性が高かった。   

93  ブスルフアン   小児造血幹細胞移植を受けた18歳未満の患者791例について、1969年から2007  

年の間長期フォローアップした試験において、前処置レジメンとしてシクロホスフア  
ミド単剤投与群は甲状腺機能不全症の発症リスクを低減させたが、ブスルフアン  
ベースの前処置群および全身放射線照射群は発症リスクを増加させた。   

94  メシル酸ペルゴリド   パーキンソン病患者における麦角誘導ド′くミン作動薬の使用と心臓弁疾患のリス  
クファクターを特定するため、ケースコントロール研究を行った結果、ペルゴリド又  
はカベルゴリンの使用、高齢、男性、高血圧により弁逆流のリスクが上昇し、特  
に、カベルゴリン、ペルゴリドの使用、高齢（70歳以上）、高血圧で著しくリスクが上  

昇した。   

95  オメプラゾール   クロビドグレルとプロトンポンプ阻害薬（PPI）の相互作用について、退院後にクロ  
ピトゲレルを使用している急性心疾患（ACS）の患者を対象としたレトロスペクテイ  

ブコホート研究を行った結果、ACSによる死亡、再入院はPPl非併用群の20．8％、  
PP（併用群の29．8％であった。また、PPl併用群において、PP［の併用期間がACSに  

よる死亡や再入院のリスクを高めることが示唆された。   
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一般的名称   報告の概要   

96  メトトレキサート   急性リンパ芽球性白血病患者4741例を対象に、デキサメタゾン投与群（DEX群）と  
プレドニゾロン投与群（PDN群）のいずれかに無作為に割り付けた試験において、  
DEX群で4例、PDN群で3例死亡した。   

97  イブプロフェン含有一般用医薬品  NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSA【Dsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  

かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

98  アミノ安息香酸エチル   局所麻酔薬によるメトヘモグロビン血症について、文献検索を行った結果、242例  
の報告があり、小児のprilocaine使用例、成人及び小児のベンゾカイン使用例等  
の報告があった。メトヘモグロビン血症によって低酸素脳症、心筋梗塞、死亡に  
至った報告も見られた。   

99  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   2型糖尿病患者の血糖降下治療法（経口剤、インスリン、その併用）及び糖尿病罷  
患期間と総死亡、心血管死亡について、コホート研究を行った結果、総死亡及び  
心血管死亡のリスクは経口血糖降下薬（OGLD）使用群に比べてインスリン使用群  
及びインスリン＋OGLD併用群で高くなった。また、羅患期間が長くなるにつれて  
死亡のリスクは上昇した。   

100  ランソプラゾール   クロビドグレルとプロトンポンプ阻害薬（PPりの相互作用について、退院後にクロ  
ピトグレルを使用している急性心疾患（ACS）の患者を対象としたレトロスペクテイ  

ブコホート研究を行った結果、ACSによる死亡、再入院はPP俳併用群の20．8％、  
PPI併用群の29．8％であった。また、PPI併用群において、PPIの併用期間がACSに  
よる死亡や再入院のリスクを高めることが示唆された。   

101  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   インスリン治療と体重増加及び心血管（CV）死亡率、羅病率について、2型糖尿病  

患者の急性心筋梗塞（DIGAMI2）研究を行った結果、心筋梗塞後に新規にインスリ  
ンを開始した群では体重増加が認められ、非致死的再梗塞のリスクも高かった。  
また、CV死亡のリスクは梗塞以前からインスリンを使用していた群で高かった。   

102  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   肝細胞癌患者のリスクファクターについて調査した結果、喫煙、アルコール大量摂  
取（男性）、経口避妊薬使用（女性）、糖尿病又は肝細胞癌の既往で有意に関連が  
見られた。糖尿病患者のうち、特にインスリン治療でリスク上昇が見られた。   

103  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   invitroの実験において、インスリングラルギン及びインスリンデテミルは大腸癌、  
前立腺癌、乳癌細胞の細胞増殖作用及び抗アポトーシス作用を示した。   

104  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   糖尿病と膵臓癌の発現について、ケースコントロール研究を行った結果、膵臓癌  
患者群では対照群に比べて糖尿病患者の割合が高かった。また、対照群の糖尿  
病患者と比べて、膵臓癌患者群では羅病期間が短く、インスリンの使用によリリス  
クが高かった。   

105  カベルゴリン   麦角誘導ドパミン作動薬（ペルゴリド、カベルゴリン）と心臓弁疾患について、プロラ  

クチノーマ患者で調査した結果、重篤な心臓弁疾患の発現は患者群と対照群で  
違いは見られなかったが、カベルゴリン非投与群に比べ、カベルゴリン投与群で  
は発現率が高かった。また、軽度の三尖弁逆流、動脈弁硬化の発現率は対照群  
に比べ、患者群で高かった。   

－06  エストラジオール   経口避妊薬（OC）及びエストロゲン、ホルモン補充療法（HRT）と皮膚黒色腫（CM）と  
の関連性について、ケースコントロール研究を行った結果、エストロゲンの使用に  
より総投与量依存的にCM発現リスクが有意に上昇した。また、OC、HRTの使用に  
よってもCM発現リスクが有意に上昇した。   

107  エストラジオール   閉経後のエストラジオール（E2トプロゲストゲン療法と乳癌のリスクについて調査し  

た結果、3年以上の経口及び経皮E2－プロゲストゲン療法により乳癌発現リスクが  
上昇した。   
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一般的名称   報告の概要   

108  オメフラゾール   プロトンポンプ阻害薬（PPI）の使用と骨密度への影響について、維持血液透析患  

看で調査した結果、PPI使用群は非使用群に比べて骨塩密度が低値を示した。ま  
た、18ケ月以上のオメプラゾールの使用は骨密度低下と関連が見られた。   

109  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  

かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

110  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  
ル   術（TACE）の併用療法の有効性、安全性について調査した結果、RFA群で1例に中  

程度の腹膜内出血、TACE群で1例が肝不全で死亡、11例で中程度の骨髄抑制、  
併用群で1例に血胸が発現した。また、胃腸不快感はTACE群で、肝酵素の上昇  
はRFA群で多く見られた。   

＝1  エストラジオール   閉経後のエストラジオール（E2）－プロゲストゲン療法と乳癌のリスクについて調査し  

た結果、3年以上の経口及び経皮E2－プロゲストゲン療法により乳癌発現リスクが  
上昇した。   

112  オキサリプラチン   オキサリプラテン／カペシタビン（Xelox）レジメンとセツキシマブを併用した患者群で  

は、Xelox単独投与群に比べ、グレード3以上の下痢、悪心・嘔吐、嗜眠の相対リス  
クが増加した。   

113  ガバペンチン   抗てんかん薬（AEDs）の使用と自殺行動、自殺念慮の発現について、2008年5月ま  
でにLarebに15例（6例：自殺念慮、7例：自殺未遂、2例：自殺既遂）の報告があった。  
服用していたAEDはIevetiraceamが6例、Pregabalin、カルバマゼピンが4例、′くル  
プロ酸が3例、フエニトインが2例、クロナゼパム、エトスクシミド、ラモトリギン、  
vigabatrinが1例であった。   

114  カベルゴリン   特発性パーキンソン病（lPD）患者において、麦角誘導ドパミン作動薬（EDDA）と心  
臓弁疾患について調査した結果、EDDA投与群は非EDDA投与群に比べて有意に  
moderate以上の弁逆流のリスクが高かった。   

115  酢酸メドロキシフロゲステロン   閉経後のエストラジオール（E2）－プロゲストゲン療法と乳癌のリスクについて調査し  

た結果、3年以上の経口及び経皮E2－プロゲストゲン療法により乳癌発現リスクが  
上昇した。   

116  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝  再発・難治性CD33陽性の急性骨髄性白血病患者7例に対し、ゲムツズマフオゾ  
子組換え）   ガマイシンによる再寛解導入療法を施行した試験において、全例で血液毒性、1  

例で肺炎を発症した。   

117  ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝  再発・難治性CD33陽性の急性骨髄性白血病患者7例に対し、ゲムツズマブオゾ  
子組換え）   ガマイシンによる再寛解導入療法を施行した試験lこおいて、4例で発熱性好中球  

減少症を発症した。   

118  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   転移性結腸直腸癌に対する化学療法に、べ／くシズマブまたはpanitumumabを併  
用した療法の安全性、有効性を評価した試験において、Panitumumab併用群で  

は、無増殖生存期間が短くなり、Grade3／4の皮膚毒性、下痢、感染、肺塞栓症の  
発現率が有意に高かった。   

119  クロラムフェニコール・コリスチンメタ  心臓手術のため（CUで治療を行った患者において多剤耐性（MDR）緑膿菌に対し、  
ンスルホン酸ナトリウム   コリステンの有効性、安全性について調査した結果、MDR緑膿菌に感染した10患  

者のうち、3人で腎機能の悪化が見られ（腎不全の既往のある患者）、4人は敗血  
症、多臓器不全により死亡した。  
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一般的名称   報告の概要   

120  ベシル酸アムロジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  
TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

121  ランソプラゾール   クロビドグレルとプロトンポンプ阻害薬（PPl）の相互作用について、退院後にクロ  

ピトゲレルを使用している急性心疾患（ACS）の患者を対象としたレトロスペクテイ  

ブコホート研究を行った結果、ACSによる死亡、再入院はPP俳併用群の20．8％、  
PP］併用群の29．8％であった。また、PPI併用群において、PP［の併用期間がACSに  

よる死亡や再入院のリスクを高めることが示唆された。   

122  塩酸リトドリン   在胎32遇0日から36週0日までの早産児60名を対象に、血清K値への塩酸リトドリ  

ンと硫酸マグネシウムの影響を検討したところ、切迫早産治療薬非投与群（N群）に  
比べ、塩酸リトドリン投与群（R群）、リトドリン及び硫酸マグネシウム併用群（M群）は  
生後12～24時間、24～48時間の血清K値が高値を示した。   

123  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

124  ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝  56例の急性骨髄性白血病患者を無作為に、投与群A（ゲムツズマブオゾガマイシ  
子組換え）   ン‥GO3mg／m2をDayl，3，5I＝投与）と投与群B（GO6mg／m2をDayl、GO3mg／m2を  

Day8（こ投与）、対照群に割り付けた試験において、Grade3以上の感染症、重度の  
出血の発現率は投与群Bで若干高かった。6週間以内の早期死亡は、投与群Aで  
17％、投与群Bで11％であった。   

125  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝  新規に診断された急性骨髄性白血病患者340例を対象に、ゲムツズマブオゾガマ  
子組換え）   イシンを含む化学療法で治療を行った試験において、死亡例が認められた。   

126  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血菅I）スクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAtDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

127  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

128  エストラジオール   経口避妊薬（OC）及びエストロゲン、ホルモン補充療法（HRT）と皮膚黒色腫（CM）と  
の関連性について、ケースコントロール研究を行った結果、エストロゲンの使用に  
より総投与量依存的にCM発現リスクが有意に上昇した。また、OC、HRTの使用に  
よってもCM発現リスクが有意に上昇した。   

129  ウルフアリンカリウム   ワルファリンの投与を受け、脳内出血を発症し入院した患者24例を対象とし、コン  
トロール群48例と比較したロジスティック回帰分析の結果、潜在的な脳内の微小  
出血が重篤な脳内出血のリスク因子となることが示唆された。   

130  ニフエジピン   ニューロンNOシンターゼ（nNOS）の調節を行うNOSIAP（rslO494366）の遺伝子多  

型と心血管死の関連性について、カルシウムチャネル阻害剤（CCBs）使用患者で  
調査した結果、ジヒドロビリジン系CCBs使用患者群において、TTアレルに比べて  
TG、GGで全死亡及び心血管死のリスクが高かった。   

131  アスピリン・ダイアルミネート   過去1年間に痛風発作を経験し、心臓発作予防のために低投与量アスピリンを投  
与している患者99例を対象としたロジスティック回帰分析の結果、2日間連続でア  
スピリンを投与することにより痛風発作のリスクが上昇することが示唆された。  
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一般的名称   報告の概要   

132  メシル酸イマチニブ   新生仔ラットの心筋細胞にイマチニブを投与した試験において、イマテニブが心筋  
細胞においてオートファジーを誘発することが示唆された。   

133  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  

COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

134  葉酸含有一般用医薬品   葉酸の摂取と前立腺癌のリスクについて、無作為化ブラセポ対照臨床試験を行っ  
た結果、葉酸の投与により前立腺癌の発現リスクが有意に高くなった。   

135  エストロゲン〔結合型〕   エストロゲンを含むホルモン療法と乳癌のリスクについて、USデータベースを用い  

てケースコントロール碗究を行った結果、プラセボ群に比べ、エストロゲン＋プロゲ  

ステン群で乳癌のリスクが上昇し、4年以上の使用によるリスクはプラセボ群の約  
3倍であった。   

136  イブブロフエン   ヒトにおけるイブプロフエンの胎児動脈管収縮作用を文献データからPK／PDモデ  
ル解析手法を用いて定量的に予測した結果、胎児の動脈管は強く収縮し、連続投  
与によりその効果は持続することが予測され、その程度は妊婦に禁忌とされるジ  
クロフエナクと同等であることが示唆された。   

137  イブプロフェン含有一般用医薬品  NSA［Dsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

138  塩酸リトドリン   切迫早産の治療に陣痛抑制剤を使用した妊婦を対象に、プロスペクティブコホー  
ト試験を行ったところ、重篤または軽度に分類された副作用が、各14例認められ  
た。Atosibanと比較した副作用の相対リスクは、リトドI）ンまたはフエノテロールの  
単剤投与で22．0であった。複数の陣痛抑制剤の使用では5件の重篤副作用が見  
られた。   

139  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシフ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

140  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  

した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  

かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

141  アスピリン   心疾患患者、または心疾患リスクのある患者15595例を対象としたランダム化二  
重盲検比較試験の結果、100mg以上のアスピリン及びクロビドグレル併用群にお  

いて出血等の有害事象の発生率が有意に高い傾向が観察された。   

142  オメプラゾール   プロトンポンプ阻害薬（PPI）と骨折のリスクについて、3つの大規模レトロスペクテイ  

ブ研究により、PPIの使用（長期、高用量）と骨折（特に股関節骨折）に有意に関連  
が見られた。   

143  リン酸オセルタミビル   ラットを用いたY型迷路試験の結果、エフェドリンおよびカフェインの投与により、オ  

セルタミビルとエタノールによる活動性の低下が回復するが、新奇性追求行動に  
生じた変化は持続することが確認された。  
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一般的名称   報告の概要   

144  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   化学療法未実施の去勢治療抵抗性の転移性前立腺癌男性患者でビスホスフオ  
ネート剤を投与がみとめられている患者におけるべ′くシズマブ、ドセタキセル、サ  
リドマイド、プレドニンの併用療法の第Ⅱ相臨床試験lこ登録された60例のうち、11  
例に顎骨壊死が認められ、ビスホスフォネート投与中の患者で発現率が高かっ  
た。   

145  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   糖尿病（DM）患者におけるシロリムス溶出ステント（SES）の使用について、プロスペ  
クティブコホート研究を行った結果、DMのインスtル治療群で主要な心臓イベント  
（MACE）の発現率が有意に高かった。   

146  インスリン アス／くルト（遺伝子組換  糖尿病（DM）患者l＝おけるシロリムス溶出ステント（SES）の使用について、プロスペ  

え）   クティブコホート研究を行った結果、DMのインスリン治療群で主要な心臓イベント  
（MACE）の発現率が有意に高かった。   

147  プロポフォール   頭蓋内手術を行う患者において、プロポフォールとセボフルランが酸塩基、血流に  
及ぼす影響について調査した結果、プロポフォール投与群は代謝性アシドーシ  
ス、高血圧の発現率が高く、セボフルラン投与群では動脈性低血圧の発現率が  
高かった。プロポフォール総投与量、手術時間と血中乳酸濃度には相関が見られ  
た。   

148  ノルエチステロン・工チニルエストラ  経口避妊薬（OCPs）の使用と喘息の発現について、5791人の女性に聞き取り調査  
ジオール   を行った結果、OCPの使用と喘息、高熱を伴う喘息、頻呼吸による喘鳴、高熱、  

3ケ月以上の喘息症状の発現は有意に関連が見られた。   

149  ノルエチステロン・エチニルエストラ  経口避妊薬（OC）及びエストロゲン、ホルモン補充療法（HRT）と皮膚黒色腫（CM）と  
ジオール   の関連性について、ケースコントロール研究を行った結果、エストロゲンの使用に  

より総投与量依存的にCM発現リスクが有意に上昇した。また、OC、HRTの使用に  
よってもCM発現リスクが有意に上昇した。   

150  炭酸リチウム   リチウムの細胞毒性、遺伝子毒性についてinvitro試験を行った結果、AA8CHO  
細胞においてリチウムは遺伝子毒性は示さなかったが、用量依存的に細胞毒性  
を示した。リチウムは染色体の異数性の発現に寄与した。   

151  メロキシカム   CYP2C9及びCYP3A4を阻害するポリコナゾールとCYP3A4を阻害するイトラコナ  
ゾールがメロキシカムの薬物動態に及ぼす影響について、12人の健康成人でクロ  
スオーバー試験を行った結果、ポリコナゾール前処置群はコントロール群に比べ  
てAUC、tl／2が有意に上昇した。イトラコナゾール前処置群ではAUC、Cmaxが有  

意に減少したが、tl／2、Cmaxに達するまでの時間は延長した。   

152  ジクロフエナクナトリウム   NSAtDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナウ使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

153  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナウ使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

154  塩酸テトラサイクリン   Wistar系雄ラットを用い、テトラサイクリンを単独で経口投与、又は白虎加人参湯  
顆粒を同時に経口投与、又は白虎加人参湯顆粒経口投与2時間後にテトラサイク  

リンを経口投与した実験で、2剤を同時に経口投与したときのみテトラサイクリンの  

最大血中濃度、AUC、尿中排泄率が低下した。   

155  硫酸マグネシウム・ブドウ糖   在胎32週0日から36週0日までの早産児60名を対象に、血清K値への塩酸リトドリ  

ンと硫酸マグネシウムの影響を検討したところ、切迫早産治療薬非投与群（N群）に  

比べ、塩酸リトドリン投与群（R群）、リトドリン及び硫酸マグネシウム併用群（M群）は  
生後12～24時間、24～48時間の血清K値が高値を示した。   
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一般的名称   報告の概要   

156  オマリズマフ（遺伝子組換え）   中等から重症持続型の喘息患者に対するオマリズマフの有効性と長期投与の安  
全性について、オマリズマブ投与群5041例、非投与群2500例に対して行われた臨  

床試験において、163例で初発悪性腫瘍が認められ、呼吸器感染、喘息の増悪は  
オマリズマブ投与群で頻度が高く、死亡例は81例だった。   

157  リスペリドン   抗精神病薬の使用と心突然死の関連性について、レトロスペクティブコホート研究  
を行った結果、定型及び非定型抗精神病薬使用中の患者は非使用者に比べて  
心突然死のリスクが高かった。定型、非定型ともに用土の増加に伴い有意にリス  
クが上昇した。また、定型に比べ、非定型でリスクは高かった。   

158  乾燥濃縮人活性化プロテインC  drotreGOgih・a他の安全性及び有効性を評価する非盲模試験において、重度の敗  

血症又は2つ以上の敗血症由来臓器障害を有する成人患者97例中8例に  
drotrocogina胞投与後に重篤な有害事象が認められ、うち4例が重篤な出血だっ  
た。   

159  乾燥まむしウマ抗毒素   マムシ呟傷患者28例についてカルテ記録を調査した結果、14例で抗マムシ毒素  
血清が用いられ、うち2例においてアナフィラキシーショックが認められた。   

160  塩酸リトドリン   在胎32過0日から36週0日までの早産児60名を対象に、血清K値への塩酸リトドリ  

ンと硫酸マグネシウムの影響を検討したところ、切迫早産治療薬非投与群（N群）に  
比べ、塩酸リトドリン投与群くR群）、リトドリン及び硫酸マグネシウム併用群（M群）は  
生後12～24時間、24～48時間の血清K値が高値を示した。   

161  デキサメタゾン   急性リンパ性白血病成人患者の二次性悪性腫瘍の発現について、hyper－  
CVAD（シクロホスファミド、ビンクリスチン、ドキソルビシン、デキサメタゾン）レジメ  
ンおよぴその変形レジメンによる治療を受けた641例について解析した結果、6例  

の二次性の急性骨髄性白血病と10例の骨髄異形成症候群の発症がみられた。   

162  イオバミドール   造影剤による急性腎障害（AKI）の発現とその予後について、5年間の追跡調査を  

行った結果、可逆性のAKI発現群はAKIの発現しなかった群に比べて、5年間の追  
跡調査中の死亡率が有意に高かった。   

163  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  

した結果、NSAIDsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に高  
かった。また、死亡及び入院のリスクは用量依存的に高くなった。   

164  ジクロフェナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  

COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  
死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

165  ラベプラソールナトリウム   腹水の発現している肝硬変患者における特発性細菌性腹膜炎（SBP）の発現とプ  
ロトンポンプ阻害薬（PPI）の使用との関連性について、レトロスペクティブなケース  
コントロール研究を行った結果、SBP群は非SBP群に比べて有意I＝PPIの使用率  
が高かった。   

166  ウルフアリンカリウム   脳出血急任期病態に発症前の抗血小板薬（AP）、ワルファリン（W）が及ぼす影響  

こついて、国内多施設共同のBAT後ろ向き研究を行った結果、血腫量＞50mLに  
はAP服用が、小脳出血、急性期死亡にはAP及びW服用が有意に関連を示した。   

167  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシフ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用i依存的にリ  
スクが高くなった。  
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一般的名称   報告の概要   

168  炭酸リチウム   向精神薬の使用とQTc間隔延長作用について、プロスペクティブなコホート研究を  

行った結果、三環系抗うつ薬（アミトリプチリン、マプロチリン、ノルトリプチリン）及  

びリチウムの使用により有意にQTc間隔の延長が見られた。   

169  リッキシマブ（遺伝子組換え）   1997年～2007年に化学療法を受けたHBsAg陽性Bリンパ腫患者47例のうち、リツ  

キシマブ単独治療群5例、化学療法のみ投与群22例、リッキシマブ＋化学療法併  
用群20例を対象にHBV再燃について調査したところ、リッキシマブ単独治療1例、  

リッキシマブ＋化学療法群3例で再燃を認めた。   

170  塩酸ドキソルビシン   アジュバントdose－dence療法による乳癌治療継続患者34例に対し、ドキソルビシ  
ン／シクロホスファミドを14日間毎に4回、バクリタキセルを1週間毎に12回投与した  
試験において、呼吸困難5例が見られた。   

171  アロプリノール   スティーブンス・ジョンソン症候群（SJS）、中毒性表皮壊死症（TEN）を含む重症薬  
疹患者のHLA遺伝子型について、日本人81人で調査した結果、アロプリノールに  
よる重症薬疹患者においては、日本人のデータバンクのデータに比べてHLA－  

B＊5801保有頻度が有意に高かった。   

172  メルファラン   本態性血小板血症と診断された331例を対象とし、無治療群、ヒドロキシ尿素剤単  
独群、アルキル化剤群、アルキル化剤からヒドロキシ尿素剤に変更群に分類し、  
血液および非血液悪性腫瘍の発現をレトロスペクティブに調査した試験におい  
て、アルキル化剤であるメルファラン投与群で、急性骨髄性白血病4例、非ホジキ  
ンリン／i腫1例、ぴまん性大細胞性B細胞性リンパ腫1例が発生した。   

173  塩酸ミトキサントロン   253例の再発性または原発性の難治性急性骨髄性白血病患者に対するMito一  
FLAG療法の一部としてのシタラビン注入スケジュールを検討するため、プロスペ  

クティブランダム化多施設共同試験を実施した結果、11例が死亡した。   

174  プロピルチオウラシル   小児のグレーブス病に対し、薬物治療を行った際の肝不全の報告について、文  
献、FDAの有害事象報告等を調査した結果、メチマゾールでの肝不全の報告はな  
かったが、プロピルチオウラシルでは多くの報告が見られた。   

175  塩酸ピオグリタゾン   糖尿病患者におけるグリタゾン系薬剤の使用と糖尿病性黄斑浮腫（DME）との関  
連性について、プロスペクティブなコホート研究を行った結果、グリタゾン使用によ  
りMEの発症リスクが高まった。また、血糖コントロールがなされている群において  
もリスクは高かった。   

176  バルブロ酸ナトリウム   バルブロ酸ナトリウムによる先天奇形については、1980年から72報告があり、二  

分脊椎1細叫、骨髄髄膜瘡4例、中枢神経系を含む多発奇形が13例報告されてい  
る。母親の服用理由はてんかんが最も多かったが、双極性障害に使用した2例も  
含まれていた。   

177  リン酸コデイン含有一般用医薬品  コデイン投与を受けている授乳婦と授乳を受けている新生児におけるオヒオイド  
毒性についてケースコントロール研究を行った結果、中枢神経抑制作用の見られ  
た新生児は対照群に比べて母親へのコデイン投与量が多かった。また、CYP2D6  

の代謝機能の高い母親が、UGT2日7＊2／＊2遺伝子型の場合に中枢神経抑制のリ  

スクは高くなった。   

178  レポホリナートカルシウム   転移性結腸直腸癌の第一選択治療として、ベハシズマフと化学療法（オキサリプ  
ラテンベースまたはイリノテカンベース）へのpanitumumab追加について、患者823  

■■′   例と230例をそれぞれオキサリプラテンペースとイリノテカンベースにランダムに割  
り付けた試験において、286例死亡した。  

179  レポホリナートカルシウム   人■■      233例の転移性結腸直腸癌患者を対象に、転移性結腸直腸癌の弟一選択治療と  
して、セツキシマブとFOLFOX－4の併用療法が、FOLFOX－4単独より全奏功率が  
優れているか検証した試験lこおいて、111例が死亡した。  
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一般的名称   報告の概要   

180  メトトレキサート   リンパ節転移陽性乳癌患者777例を対象に、シクロホスファミド、メトトレキサート、  
フルオロウラシル併用療法、佐用iエビルビシン、高用土エビルビシン、シクロホ  

スファミド併用療法の3群にランダムに割りつけ、有効性、安全性を検証した15年  
間のデータを検証した試毒針こおいて、67例の二次発癌が認められた。   

181  メトトレキサート   未分化大細胞リンパ腫小児患者352例を対象に、メトトレキサートの用1／投与ス  
ケジュールの有効性、安全性を比較したランダム化試験において、11例死亡し  
た。   

182  レポホリナートカルシウム   局所進行性の下部食道または胃噴門部腹痛患者126例を対象に、導入化学療法  

後に手術を施行する群（A群）および化学療法に続いて化学放射線療法を実施し  
その後手術を施行する群（B群）の2つの群にランダムに割り付け、放射線療法の  
追加により3年生存率が増加するか検証した試験において、肺炎により3例、非代  
償性心疾患により1例が死亡した。   

183  硫酸イソプロテレノール・臭化メチル  2000年から2004年に出生した極低体重出生児2358例を対象とした無作為プロス  
アトロピン配合剤   ペクティブコホ「ト試験の結果、高用1のステロイド投与と神経発達障害との間に  

相関が見られた。   

184  リッキシマブ（遺伝子組換え）   未治療マントル細胞リンパ腫患者156例を、フルダラビン／シクロホスファミド投与  

群に78例、リッキシマブ／フルダラビン／シクロホスファミド投与群に78例割りつけた  
試験において、白血球減少の発現頻度がリッキシマブ投与群で有意に高かった。   

185  メサラジン   炎症性腸疾患（lBD）に対するアザチオブリン単独療法及びメサラジン併用時の有  
効性、安全性についてレトロスペクティブ研究を行った結果、アザチオブリン中止  
後の有害事象（嘔気、嘔吐、下痢、腹痛、感染症、骨髄抑制、肝機能異常、膵炎、  
アレルギー症状等）発現率及びIBDの再発率はアザチオブリン単独療法群に比べ  
て、メサラジン併用群で高かった。   

186  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   切除術を受けたステージⅡまたはステージⅢの結腸腺患者に対し、mFOLFOX±  
ベ′くシズマブを投与した無作為化第Ⅲ相試験において、無病生存期間の延長効  
果を指標としたprimarγendpointが達成できなかった。   

187  リスペリドン   抗精神病薬の使用と体重増加にレプチン受容体（LEPR）の遺伝子多型が及ぼす  
影響について、3ケ月以上抗精神病薬を使用している精神疾患患者で横断研究を  
行った結果、女性においてはLEPR223QQの患者はLEPR223RRの患者に比べて  
大幅な体重増加が見られた。   

188  プロピルチオウラシル   小児のグレーブス病に対し、薬物治療を行った際の肝不全の報告について、文  
献、FDAの有害事象報告等を調査した結果、メチマゾールでの肝不全の報告はな  
かったが、プロピルチオウラシルでは多くの報告が見られた。   

189  ランソプラゾール   妊娠中の胃酸抑制薬の服用と子供のアレルギーの発現について、観察コホート  
研究を行った結果、妊娠中の母親の胃酸抑制薬の服用により、子供の喘息の発  
現リスクが高まった。   

190  ランソプラゾール   プロトンポンプ阻害薬（PPI）の使用と肺炎との関連性について、65歳以上の退役軍  

人においてコホート研究を行った結果、PPI使用群は非使用群に比べて肺炎での  

入院のリスクが高かった。また、細菌性肺炎のリスクは上昇しなかったが、抗生物  
質の使用率は高かった。   

191  テオフイリン   心臓奇形症例502例をケース、1066例をコントロールとし、母親の喘息薬使用と子  
の先天性心臓奇形の関連についてケースコントロール研究を行った結果、喘息を  
有し、薬物治療を行った母親と、子の心臓奇形との間に関連が認められた。  
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一般的名称   報告の概要   

192  乾燥イオン交換樹脂処理人免疫グ  オーストラリア政府により、注射用免疫グロブリン製剤による副作用集積状況が  
ロブリン   公表され、全356例中、5例は脳梗塞、心筋梗塞等による死亡であった。また、発  

疹、等麻疹、掻痔が71例、浮腫、呼吸障害が33例、アナフィラキシー、アナフィラキ  
シー様症状が14例、発熱が58例、悪寒が41例、溶血または貧血が32例、髄膜炎  

が20例、好中球減少が12例、肝機能障害が11例、腎不全、腎機能障害が8例報  
告された。   

193  ′くルプロ酸ナトリウム   抗てんかん薬の胎児への暴露が認知機能に及ぼす影響について、妊娠中にカル  
バマゼピン、ラモトリギン、フエニトイン、バルブロ酸の単剤投与を受けた患者でプ  
ロスペクティブな多施設観察研究を行った結果、3歳時点でのtQ値がバルブロ酸  
投与群では他の抗てんかん薬投与群に比べて有意に低く、用量依存的にIQ値の  
低下が見られた。   

194  ノル工チステロン・エチニルエストラ  旅行者の静脈血栓症について、血液凝固因子とリスクファクターについて大規模  
ジオール   ケースコントロール研究を行った結果、凝固因子Ⅱ、凝固因子Ⅷ（FⅦl）が高値の群  

で、静脈血栓症のリスクが高かった。また、女性においては、経口避妊薬の使用  
＋FⅧ高値によってリスクが上昇した。   

195  ブスルフアン   同一施設で末梢幹細胞移植または骨髄移植を施行された165例の小児患者を対  
象に、出血性膀胱炎の発現率、リスクファクター、BKウイルスの関与についてレト  
ロスペクティブな分析を行った試験lこおいて、ブスルフアン単独またはブスルプア  
ン＋シクロホスファミドによる移植前処置が出血性膀胱炎のリスクファクターであ  

ることが示唆された。   

196  リッキシマブ（遺伝子組換え）   再発／治療抵抗性ろ胞性非ホジキンリンパ腫患者465例を対象に、リッキシマフ維  
持療法群と観察群を比較した試験において、リッキシマフ維持療法群でGrade3～  

4の感染症発現率の上昇が認められた。   

197  アセトアミノフエン   生後1年のアセトアミノフェンの使用と6～7歳での喘息等のアレルギー疾患の発現  
との関連性について、212181人の子供の保護者に聞き取り調査をした結果、6～7  
歳時点での喘息症状、鼻粘膜炎、湿疹の発現と生後1年以内のアセトアミノフェン  
の使用は有意に関連が見られた。   

198  メロキシカム   CYP2C9及びCYP3A4を阻害するポリコナゾールとCYP3A4を阻害するイトラコナ  
ゾールがメロキシカムの薬物動態に及ぼす影響について、12人の健康成人でクロ  
スオーバー試験を行った結果、ポリコナゾール前処置群はコントロール群に比べ  
てAUC、tl／2が有意に上昇した。イトラコナゾール前処置群ではAUC、Cmaxが有  

意に減少したが、tl／2、Cmaxに達するまでの時間は延長した。   

199  塩酸バンコマイシン   長期間のバンコマイシン投与を受けた患者89例をKruskaトWallis分析、ロジス  
ティツク回帰分析により解析した結果、高齢患者においてバンコマイシンを単独投  
与した場合に高周波数難聴の発生率が有意に高かった。   

200  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  
COX－2選択的阻害薬（セレコキシブ、rOfecoxib）及びジクロフエナク使用群では、  

死亡及び心筋梗塞の発生リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリ  
スクが高くなった。   

201  リスペリドン   抗精神病薬によるメタポリツク症候群の発現と5－セロトニン受容体2C（HTR2C）の  
遺伝子多型の関連性について、横断分析を行った結果、HTR2C二C，1－142948（GT）n  
及びrs1414334CalIeleがプール解析によりメタポリツク症候群と有意に関連を示  
した。また、クロザピン、リスペリドンの使用によるメタポリツク症候群のリスクは  
rs1414334Calleleで有意に高かった。   

202  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  肝細胞癌（HCC）に対して微粉末化シスプラチン製剤（lAC）肝動注療法又はIACと本  

ル   剤併用による治療を行った患者（36例）において、本剤併用群はIAC単剤群に比べ  
て奏功率が高かった。Grade3以上の有害事象は血小板減少1例、総ビリルビン上  
昇1例、ALT上昇6例、食欲不振1例であった。転帰死亡は18例で、死因は肝不全  
16例、癌破裂2例であった。   

203  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   2型糖尿病（DM2）と肝細胞癌（HCC）との関連性について大規模ケースコントロール  
研究を行った結果、対照群に比べ、HCC患者群とアルコール依存症のHCC患者  
群でDM2の有病率が有意に高かった。また、男性のHCC患者群ではインスリン治  
療を行っている患者の割合が高かった。  
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一般的名称   報告の概要   

204  酢酸リュープロレリン   アンドロゲン抑制療法（ADT）としてリューフロレリンもしくはゴセレリンを投与された  

50歳以上の前立腺がん患者12655例を対象に、治療期間と骨折リスクの関係に  
ついてのレトロスペクティブな観察コホートを行った結果、ADT3年以上では1年未  

満と比較してADT開始10年後における骨折リスクが33％増加した。   

205  シンパスタテン   問質性肺疾患症状を持ち、シンパスタテン投与中の虚血性血管障害患者25例を  
対象に調査したところ、シンパスタテン投与中止後に、一部及び完全緩解が見ら  
れたのは25例中4例であった。   

206  ／くルフロ酸ナトリウム   抗てんかん薬の胎児への暴露が認知機能に及ぼす影響について、妊娠中にカル  
バマゼピン、ラモトリギン、フエニトイン、′くルプロ酸の単剤投与を受けた患者でプ  
ロスペクティブな多施設観察研究を行った結果、3歳時点でのIQ値が′くルプロ酸  

投与群では他の抗てんかん薬投与群に比べて有意に低く、用量依存的にIQ値の  
低下が見られた。   

207  ワルファリンカリウム   透析患者108例について微小脳出血（MBs）の発現に対する抗血小板剤・抗凝固剤  

による影響を検討したところ、72例のMBsが認められたが、抗血小板剤・抗凝固剤  
の内服の有無や多剤併用はMBs出現の危険因子にならなかった。また、症候性  
頭蓋内出血17例について抗血小板剤・抗凝固剤による影響を検討したところ、発  
症約1カ月以内の死亡割合は単剤・内服なしと比較し多剤内服例で高かった。   

208  ′くルフロ酸ナトリウム   抗てんかん薬の胎児への暴露が認知機能に及ぼす影響について、妊娠中にカル  
バマゼピン、ラモトリギン、フェニトイン、′くルプロ酸の単剤投与を受けた患者でプ  
ロスペクティブな多施設観察研究を行った結果、3歳時点でのIQ値が′くルプロ酸  
投与群では他の抗てんかん薬投与群に比べて有意に低く、用量依存的にIQ値の  
低下が見られた。   

209  メトトレキサート   HIV関連バーキットリンパ腫患者29例を対象に、シクロホスファミド／ビンクリスチン  
／ドキソルビシン／メトトレキサート／イホスファミド／エトポシド／シタラビンおよび嵩活  

性抗レトロウイルス療法による治療後の転帰を分析したところ、感染によリ3例、出  
血により2例の死亡が認められた。   

210  ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝  化学療法とゲムツズマブオゾガマイシンの併用療法を受けた造血幹細胞移植患  
子組換え）   者44例を対象としたレトロスペクティブコホート研究において、原病進行13例、真  

菌症1例、急性移植片対宿主病2例、慢性移植片対宿主病1例、多臓器不全3例、  
急性呼吸窮迫症候群1例、静脈閉塞症1例の死亡が認められた。   

211  メトトレキサート   原発性中枢神経系リンパ腫患者65例を対象に、遅延放射線療法を伴う全身およ  
び脳室内化学療法後の奏功率、奏功期間、全生存期間および毒性を評価する  
フェーズ2パイロット吉式験において、6例が死亡した。   

212  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝  急性骨髄性白血病及び高リスク骨髄異形成症候群患者37例に対して、  
子組換え）   Decitabineとゲムツズマブオゾガマイシンの併用療法を行った第Ⅱ相試験におい  

て、8例の死亡が認められた。また、Grade3～4の血球減少症、感染症、注入反応  
でが認められた。   

213  メトトレキサート   中枢神経系移植後リンパ増殖性疾患24例についてレトロスペクティブ研究を行っ  

た試験lこおいて、原病進行9例、早期敗血症2例、突然死3例、脳トキソプラズマ症  
1例、敗血症1例の死亡が認められた。   

214  メトトレキサート   川∨感染を伴わないバーキットリンパ腫、バーキット様リンパ腫またはB細胞性悪  

性リンパ腫の患者47例を対象に、多分割シクロホスファミド、ビンクリスチン、ドキ  
ソルビシンおよぴデキサメタゾンをメトトレキサートおよぴシタラビンと交替で投与  
する療法およぴリッキシマブによる長期の化学免疫療法を行った試験において、6  
例の死亡が認められ、うち3例は感染により死亡した。   

215  メトトレキサート   257例の小児リンパ芽球性リンパ腫の患者を対象として、高用量メトトレキサートを  
含まないレジメンの治療効果を検討するランダム化試験において、敗血症により3  
例、脳出血により1例で死亡が認められた。  
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一般的名称   報告の概要   

216  メトトレキサート   74例の患者を対象として、原発性中枢神経系リンパ腫治療における高用量メトト  
レキサートを基盤とした放射線強化療法の有効性と毒性を、分析した試験におい  
て、脳症により5例が死亡した。   

217  メトトレキサート   バーキットリンパ腫患者24例を対象に、リッキシマフとシクロホスファミド／ピンクリ  

ステン／ドキソルビシン／メトトレキサート／イホスファミド／エトポシド／シタラビンの併  

用療法の結果を検証したところ、HIV陰性の患者において、感染による死亡が2例  
認められた。   

218  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝  コア結合因子関連急性骨髄性白血病の新規患者17例に対して、ゲムツズマブオ  

子組換え）   ゾガマイシン、フルダラビン、シタラビン、顆粒球コロニー刺激因子により完解導入  

療法と地固め療法を行った結果、完全完解症例のうち2例で感染症により死亡し  

219  メトトレキサート   固形臓器移植後の原発性中枢神経系リン／く腫患者9例を対象に、高用量メトトレ  
キサート治療についてまとめた試験において、リンパ腫の進行2例、敗血症2例、  
胃癌1例の死亡が認められた。   

220  ゲムツズマブオゾガマイシン（遺伝  骨髄異形成症候群もしくは急性骨髄性白血病の44症例を対象に、シタラビン、ノ  
子細換え）   ギテカン、ゲムツズマブオゾガマイシンの併用療法を行った結果、菌血症15例、可  

逆的なグレード3のせん妄2例、静脈閉塞性疾患1例、肝トランスアミナーゼ上昇8  

例が認められた。また、感染症2例、中枢神経系出血1例、突然死1例の死亡が認  
められた。   

221  メトトレキサート   急性前骨髄性白血病患者を対象として、三酸化ヒ素による再導入療法に関連す  
る第Ⅱ相試験において、肝内の鎌状赤血球クリーゼによる死亡が認められた。   

222  メトトレキサート   再発性のフィラデルフィア陽性急性リンパ芽球性白血病およびイマテニブ耐性リン  
パ芽球性急性転化期の慢性骨髄性白血病の患者を対象とし、ダサチニブを含む  
シクロホスファミド、ビンクリスチン、ドキソルビシン、デキサメタゾンとメトトレキ  
サート、シタラビンによるレジメン（hyperCVAD）を用いて臨床誌験を行った結果、  

感染によリ2例死亡した。   

223  メトトレキサート   中程度悪性リンパ腫患者160例を対象とした、化学免疫療法および中枢神経系予  
防法の効果を検証する試験において、2例が死亡した。   

224  メトトレキサート   フィラデルフィア陽性の急性リンパ芽球性白血病の高齢患者を対象としたダサチ  
ニブとメトトレキサートを含む化学療法の臨床試験において、侵襲性アスペルギル  
ス症1例、肺塞栓症2例、肺炎1例の死亡が認められた。   

225  メトトレキサート   マントル細胞リン′く腫患者32例を対象とした高用量メトトレキサートとシタラビンを  
導入したシクロホスファミド、ビンクリスチン、ドキソルビシン、デキサメタゾン  
（hyperCVAD）とリッキシマブの併用療法（R－CVAD）の臨床試験において、敗血症  
性ショック1例、肺アスペルギルス症1例の死亡が認められた。   

226  組換え沈降B型肝炎ワクチン（酵母  小児の急性中枢神経系（CNS）炎症性脱髄疾患の発症に関するケースコントロー  
由来）   ル研究において、多発性硬化症の患者では、HBワクチン接種によるCNS炎症性  

脱髄疾患のリスクの上昇が示唆された。   

227  ノル工チステロン・エチニルエストラ  経口避妊薬による血栓症のリスク増加とプロテインCの遺伝子多型の関連性につ  
ジオール   いて遺伝子評価（MEGA）試験を行ったところ、CC／GG遺伝子多型を保有する経口  

避妊薬使用者は、TT／AA遺伝子型を保有する経口避妊薬非使用者と比較して、  
静脈血栓症のリスクが5．2倍に増加した。  
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一般的名称   報告の概要   

228  レポホリナートカルシウム   再発大腸癌患者124症例を対象に、mFOLFOX、FOLFOX4、FOLFIRlあるいは5－フ  
ルオロウラシル、レポホリナートおよぴべ′くシズマブを併用した化学療法の安全性  
を検討した試験において、高血圧が高率でみられた。また、癌による死亡が14例  

認められた。   

229  ジフエンヒドラミン・ジプロフィリン  抗ヒスタミン薬と先天異常のリスクについて、レトロスペクティブ症例対照研究を  
行った結果、妊娠初期の抗ヒスタミンの使用は先天異常のリスクを大きく増加しな  
かった。8つの先天異常（神経管欠損、二分脊椎、口腔の披裂、兎唇、横断性四肢  
欠損、頭蓋骨早期癒合、胃壁裂、右室流失路閉塞異常）はジフエンヒドラミンの服  
用と関連が見られた。   

230  ジフエンヒドラミン・ジプロフィリン  抗ヒスタミン薬と先天異常のリスクについて、レトロスペクティブ症例対照研究を  
行った結果、妊娠初期の抗ヒスタミンの使用は先天異常のリスクを大きく増加しな  
かった。8つの先天異常（神経管欠損、二分脊椎、口腔の披裂、兎唇、横断性四肢  
欠損、頭蓋骨早期癒合、胃壁裂、石室流失路閉塞異常）はジフエンヒドラミンの服  
用と関連が見られた。   

231  バクリタキセル   新生仔ラットのバクリタキセル（PTX）に対する眼毒性を検討するため、出生0日の  
雌雄Sprague－DawLayラットにPTXを腹腔内投与した結果、PTX投与群において白  
内陣、網膜異形成が認められた。   

232  
風トキソイド結合体）   性（Hib）髄膜炎が36例確認され、うち19例で抗Hibワクチン接種が認められた。19  

例中5例はワクチン接種スケジュールの不備、8例は追加免疫を受ける前のHib髄  
膜炎発症であった。   

233  クラリスロマイシン   ビルルビンを投与した非小細胞肺癌患者を対象にクラリスロマイシン併用に閲す  
るレトロスペクティブコホート研究を行った結果、グレード3または4の好中球減少  
がクラリスロマイシン併用群で63．2％、ピノレルビン単独群で27．5％認められ、グ  
レード4の好中球減少発現率はクラリスロマイシン併用群で高かった。   

234  クラリスロマイシン   ピノレルビンを投与した非小細胞肺癌患者を対象にクラリスロマイシン併用に関す  
るレトロスペクティブコホート研究を行った結果、グレード3または4の好中球減少  
がクラリスロマイシン併用群で63．2％、ピノレルビン単独群で27．5％認められ、グ  
レード4の好中球減少発現率はクラリスロマイシン併用群で高かった。   

235  ベンズブロマロン   再審査終了後の企業の自主的な調査の結果、新たな肝機能関連副作用の発現  
頻度が確認された。4659例中、副作用が発現した症例が113例あり、内60例が肝  

機能関連の副作用であった。   

23（；  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  ェピルビシン／本剤肝動脈塞栓術（TACE）抵抗性肝細胞癌に対して施行したシスプ  
ル   ラテン／本剤TACEの治療成績についてPairedt一ヒestを用いて検定した。その結  

果、Grade3以上の有害事象としてシスプラチン／本剤TACE群でT．BiI上昇1例、  
AST上昇7例、ALT上昇5例、白血球減少1例、血小板減少1例が見られ、エビルビ  

i／ン／本剤TACE群と比較し有意に多かった。   

237  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  
ル   選択的肝動脈塞栓術（TACE）を施行した20例（IAC群）と、エビルビシン及びLpを用  

いた選択的TACEを施行した40例（EPI）を比較したところ、Grade3以上の有害事象  
はIAC群ではAST上昇55％、ALT上昇40％、血小板減少5％、ALP上昇5％が、EPI群で  

はAST上昇40％、ALT上昇13％、血小板減少5％、総ビリルビン上昇3％であった。   

238  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  肝動脈塞栓術（TACE）での動脈の狭小化や閉塞を減少する目的で開発された可  
ル   溶性ゼラチンスポンジ（GS）の有効性について、生体豚3頭を用いて検討したとこ  

ろ、再開通時間は可溶性GS単独と比較し、可溶性GS、本剤、エビルビシン併用に  
より延長が見られた。   

239  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  小児肝芽腫6例の術前の肝動脈閉塞術（TACE）の安全性と治療成績について調  
ル   重したところ、有害事象は下副腎動脈からの血管外漏出像1例、一過性肝機能陣  

害4例であった。  
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一般的名称   報告の概要   

240  ロスバスタテンカルシウム   スタテン系薬剤と空腹時血策ブドウ糖（FPG）の関連性について、345417例の患者  
を対象にVeteransAffairsVISN16databaseを用いて解析したところ、糖尿病羅患  

の有無に関わらず、スタテン投与によりFPGが増加した。   

241  ランソプラゾール   ステント治療後にクロビドグレルを服用中の患者における心血菅イベントとプロト  
ンポンプ阻害薬（PPI）投与との関連についてレトロスペクティブコホート研究を実施  

した結果、PPI投与群ではPP俳投与群と比較して1年間の観察期間内における心  
血管イベントのリスクが51％上昇した。   

242  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  進行した肝細胞癌（HCC）に対して、動注用CDDP（（シスプラチン＝IAC）・本剤（Lp）  
ル   併用療法）を行った26例について調査したところ、予後は生存11例死亡15例であ  

り、有害事象として消化器症状や骨髄抑制が認められた。   

243  マレイン酸チモロール   ドルゾラミド・チモロール合剤が投与された開放隅角緑内障、高眼圧症患者217例  

のうち、重篤な副作用として、全身性アレルギー反応のため、入院した症例が1例  

報告された。   

244  工ブタコグ アルファ（活性型）（遺伝  135例の小児を対象に、エブタゴク アルファの適応外使用に対するレトロスペク  
子組換え）   ティブ試験において、26例の死亡が認められた。   

245  オメプラゾール   ラルテゲラビルとオメプラゾールの併用投与の際の安全性・耐薬量・薬物動態を  
評価するため、健常な男性7名と女性7名を対象に一重盲検無作為2期クロスオー  

バー試験を実施した結果、ラルテゲラビルとオメプラゾールの併用により、血奨中  
ラルテゲラビル濃度が有意に上昇した。   

246  ダルベポ工テン アルファ（遺伝子  癌または化学療法に関連する貧血へのエリスロポエチン製剤（ESA）の臨床的な  
組換え）   有益性および有害性の系統的な再調査を行った結果、ESA投与群では対照群に  

比べて、死亡率は有意に高かった。また、ESA投与群では対照群に比べて、重篤  
有害事象発現率も有意に高かった。   

247  ウロキナーゼ   重症虚血肢と糖尿病性足部潰瘍がある2型糖尿病患者77名を対象にりロキナー  
ゼの治療効果を調査するため、オープン、プロスペクティブ試験を実施した結果、  
脳出血1名、一時的な低血圧1名、両下肢出血1名の本剤に関連する有害事象が  
生じた。   

248  塩酸エホニジピン   妊娠中の高血圧に対するカルシウム括抗薬の使用実態について産婦人科医及  
び内科医にアンケート調査したところ、カルシウム括抗薬使用時の有害事象とし  
て、母休の血圧低下が最も多く、頻脈、顔面紅潮の報告がある。また、産婦人科  
医108例のうち胎児仮死症候群を8例の産婦人科医が経験していた。   

249  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   進行非小細胞肺癌のペパシズマブ、カルボプラチン、バクリタキセルによる一次治  
療についての臨床試験をレトロスペクティブ解析し、肺出血発現における画像所  
見・臨床所見上のリスク因子を評価した結果、重篤な肺出血が13例認められ、腫  
瘍空洞化の画像所見がリスク因子であることが示唆された。   

250  インターフェロン ベータ   妊娠時、本人またはパートナーがインターフェロンβを投与していた発性硬化症患  
者432例の妊娠の転帰についてコホート研究を行った結果、母親については、イン  

ターフエロンβ投与群は非投与群に比べ、早産の頻度上昇、新生児の低体重、低  
身長と有意に関連することが示唆された。   

251  クラリスロマイシン   ピノレルビンを投与した非小細胞肺癌患者を対象にクラリスロマイシン併用に閲す  
るレトロスペクティブコホート研究を行った結果、グレード3または4の好中球減少  
がクラリスロマイシン併用群で63．2％、ピノレルビン単独群で27．5％認められ、グ  

レード4の好中球減少発現率はクラリスロマイシン併用群で高かった。  
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一般的名称   報告の概要   

252  酒石酸メトフロロール   メトブロロールの治療効果とCYP2D6遺伝子型の関連性についてプEjスペクティブ  
二重盲検試験を行ったところ、CYP2D6の代謝活性が低い患者はメトプロロールに  

よる持続した心拍数、拡張期血圧、平均動脈圧の減少が認められた。   

253  プロキシフィリン・エフェドリン配合剤  救急外来を受診した乳幼児突発性危急事態（ALTE）の兆候・症状を呈する596例  
の乳幼児を対象として、ALTE発症の原因薬剤について調査した前向き・記述的  
研究において、エフェドリン含有薬剤で11例、パルピッール酸系薬剤で1例の陽性  

が認められた。   

254  ルリコナゾール   糖尿病合併の有無による角質増殖型足白痴24症例のルリコナゾール1％による治  

療成績を比較検討した結果、糖尿病群において皮膚症状改善度は非糖尿病群と  
比べ同等であったが、直接鏡検による真菌学的効果で劣ったため、総合臨床結  
果は有意に低い結果となったい   

255  クエン酸クロミフェン   不妊治療クリニックを受診した女性54362人を対象に、大規模コホート研究を行  
い、卵巣癌のリスクに関して4種類の排卵誘発剤（ゴナドトロピン、クエン酸クロミ  
フエン、ヒト絨毛性ゴナドトロピン、ゴナドトロピン放出ホルモン）の影響を検討した  

結果、本剤の使用者では、本剤未使用者と比較して渠液性卵巣癌のリスクが67％  
増加することがわかった。   

256  塩酸オクスフレノロール   妊娠中の薬物治療と出生児の口唇裂■口蓋裂（CレP）及び後口蓋裂の発生との  
関連について、ケースコントロール試験を行ったところ、CレP発現群では対照群  
に比べ、アモキシシリン、ジアゼパム、thiethylperazine、オクスプレノE］－ル、フエ  
ニトインの使用が多かった。PCP発現群では対照群に比べ、オキシテトラサイクリ  
ン、カルバマゼピンの使用が多かった。   

257  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と冠動脈関連死、非致死性心筋梗塞、致死性・非致死性発作につ  
いて解析した結果、非NSAJDs使用者と比べてジクロフエナウ、rOfecoxib、セレコキ  

シブの使用は冠動脈関連死のリスク増加と関連が用量依存的にみられた。ジクロ  
フエナクは発作リスクの増加も関連付けられた。   

258  ジクロフエナウナトリウム   心停止登録者データベースでNSAIDsと心停止のリスクの関連をケースクロスオー  

バー分析した結果、ジクロフエナク群、rOfecoxib群およぴセレコキシフ群は、用量  
依存的に心停止のリスク上昇の有意性が見られた。   

259  ペリンドフリルエルブミン   心臓移植患者における、アンジオテンシン変換酵素（ACE）阻害剤とエペロリムス  
併用時の血管浮腫の確患率について前向き無作為化試験を行ったところ、併用し  
た患者71例のうち13例で血管浮腫が認められ、エペロリムスの併用によりACE阻  

害剤による血管浮腫の羅患率が上昇した。   

260  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   様々な固形がん症例12，294例を対象に、標準治療を対照とし、ペパシズマブ併用  
治療と比較したプロスペクティブ無作為化比較試験のメタアナリシスを行ったとこ  
ろ、対照群と比較してペパシズマブ併用治療群の消化管穿孔の発現率が有意に  
上昇した。   

261  塩酸ピロカルビン   日本人における放射線治療後口内乾燥患者39例においてピロカルビン5mgの1日  

3回投与の認用性について調査した結果、副作用のために12週間服用継続でき  
なかった症例が19例であった。主な副作用は発汗（64％）であった。   

262  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と冠動脈関連死、非致死性心筋梗塞、致死性・非致死性発作につ  
いて解析した結果、非NSAIDs使用者と比べてジクロフエナク、rOfecoxib、セレコキ  

シブの使用は冠動脈関連死のリスク増加と関連が用量依存的にみられた。ジクロ  
フエナクは発作リスクの増加も関連付けられた。   

263  ジクロフエナクナトリウム   心停止登録者データベースでNSAIDsと心停止のリスクの関連をケースクロスオー  
バー分析した結果、ジクロフエナウ群、rOfecoxib群およぴセレコキシブ群は、用量  

依存的に心停止のリスク上昇の有意性が見られた。  
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一般的名称   報告の概要   

264  クラリスロマイシン   ピノレルビンを投与した非小細胞肺癌患者を対象にクラリスロマイシン併用に閲す  
るレトロスペクティブコホート研究を行った結果、グレード3または4の好中球減少  
がクラリスロマイシン併用群で63．2％、ピノレルビン単独群で27．5％認められ、グ  

レード4の好中球減少発現率はクラリスロマイシン併用群で高かった。   

265  オメプラゾール   ピロリ菌感染スナネズミに対しオメプラゾール100mg／kg／dayを6ケ月間投与した際  

の胃粘膜の変化を検討した結果、腺癌が6割の個体に認められ、プロトンポンプ  
阻害剤長期投与により萎縮性胃炎が生じ、腺癌発症を促進する可能性が示唆さ  
れた。   

266  オメプラゾール   妊娠中の胃酸抑制薬の服用と子供のアレルギーの発現について、観察コホート  
研究を行った結果、妊娠中の母親の胃酸抑制薬の服用により、子供の喘息の発  
現リスクが高まった。   

267  オメプラゾール   地域集団ベースのケースコントロール研究を行った結果、プロトンポンプ阻害剤  
（PPI）の処方は、コントロール群と比較して、肺炎のリスクを1．55由増加させた。   

268  ノルエチステロン・エチニルエストラ  胆道癌患者411例、胆石患者893例、健常人786例を対象に、ホルモンと胆管癌・  
ジオール   胆石発生リスクとの関連について集団ベースのケースコントロール研究を行った  

結果、 
型rs6259と胆道癌および胆石発症との有意な関連性が認められた。   

269  ノルエチステロン・工チニルエストラ  経口避妊薬の服用と出生時の有害事象についてコホート研究を行った結果、最  
ジオール   終月経前30日以内に経口避妊薬を使用している群で、非使用群に比べ超低出生  

体重、低出生体重及び早産のリスクが増加した。   

270  アザチオブリン   アザチオブリン／6－メルカプトプリンの投与を副作用により中止された16症例にお  

いて、ThiopururineS－methyJtransferase（TPMT）及びInosinetriphosphate  
pyrophosphohydrolase（TTPA）遺伝子を解析した結果、TPMT遺伝子は全例がwild  
typeであったが、汀PA遺伝子の94C）A変異遺伝子頻度は31．3％と、健常者103名に  
おける対立遺伝子頻度15％と比較して有意に高頻度であったことから、日本人に  
おける副作用発現に、ITPAの遺伝子変異が関係していることが示唆された。   

271  ポリコナゾール   肺移植を受けた患者149例を対象に、ポリコナソール投与による皮膚癌の発症リ  
スクに関する調査を行った結果、扁平上皮癌・基底細胞癌の発生はポリコナゾー  
ル投与群で42．9％であったのに対し、抗真菌剤非投与・他抗真菌剤投与群では  
9．9％であった。   

272  オメプラゾール   妊娠中の胃酸抑制薬の服用と子供のアレルギーの発現について、観察コホート  
研究を行った結果、妊娠中の母親の胃酸抑制薬の服用により、子供の喘息の発  
現リスクが高まった。   

273  オメプラゾール   地域集団ベースのケースコントロール研究を行った結果、プロトンポンプ阻害剤  
（PPI）の処方は、コントロール群と比較して、肺炎のリスクを1．55倍増加させた。   

274  リスペリドン   アルツハイマー病の患者において、第二世代抗精神病薬の使用と代謝異常との  
関連について臨床試験を行った結果、女性、オランザピン投与、クエチアピン投与  
は体重増加と有意に関連していた。プラセボ群と比較し、オランザピン投与はHDL  
コレステロールの低下、胴囲の増加に有意に関連していた。   

275  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの過敏症に対し、複数薬剤の機序と関与の情報を得るために182症例を  
検討した結果、2剤以上のNSA［Dsによる症状がある場合（交差不耐性：CI）は  
71．4％、1剤のみに症状がある場合（選択的反応者：SR）は28．6％であった。関連薬剤  
は、イブプロフェン、ピラゾロン製剤、アスピリン、ジクロフェナクであった。アナフイ  
ラキシーはSRの25％（こ発現したが、Clでは15％であった。  
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一般的名称   報告の概要   

276  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsと急性腎不全（ARF）の関連について症例対照研究を行った結果、NSAID  

s使用者ではNSAtDs非使用者に比べてARFを初めて発症するリスクが3倍高く、  

高用量の使用、心不全の既往、高血圧、糖尿病、過去一年間の入院および受診  
回数はすべてARFリスクの上昇に関連していた。   

277  ジクロフエナクナトリウム   心停止登録者データベースでNSAIDsと心停止のリスクの関連をケースクロスオー  
バー分析した結果、ジクロフエナウ群、rOfecoxib群およぴセレコキシフ群は、用土  

依存的に心停止のリスク上昇の有意性が見られた。   

278  エストラジオール   浸潤性子宮内膜癌401例とコントロール675例を対象としたネスティドケースコント  
ロール研究において、エストロゲンのみを用いた閉経期ホルモン療涛もしくはエス  
トロゲン及びプロゲステン併用療法は子宮内膜癌のリスク上昇と有意な相関が見  
られた。   

279  エストラジオール   閉経前および閉経後の女性60417例を対象とした、ホルモン補充療法（HT）と乳癌  
発症リスクの関連性に関するプロスペクティブコホート研究において、非HT群に比  
べ、エストロゲン療法およぴエストロゲンープロゲスチン療法群において、投与期間  
依存的な浸潤性乳癌発症リスクの増加が認められた。   

280  クラリスロマイシン   ピノレルビンを投与した非小細胞肺癌患者を対象にクラリスロマイシン併用に閲す  
るレトロスペクティブコホート研究を行った結果、グレード3または4の好中球減少  
がクラリスロマイシン併用群で63．2％、ピノレルビン単独群で27．5％認められ、グ  
レード4の好中球減少発現率はクラリスロマイシン併用群で高かった。   

281  アスピリン・ダイアルミネート   アスピリンとナプロキセンの併用による血小板凝集抑制作用について、12例の健  

常人でクロスオーバー試験を行った結果、両薬剤の併用によりアスピリンの血小  
板凝集抑制作用が低下した。   

282  オメプラゾール   プロトンポンプ阻害剤の併用がクロビドグレルの血小板凝集抑制作用に与える影  
響を検討するため、クロビドグレルによる治療中に冠動脈血管造影が予定されて  
いた患者を対象とした調査を行った結果、オメプラゾールはクロビドグレルの血小  
板凝集抑制作用を減弱させたが、PantOPraZOl、eSOmePraZOIはクロビドグレルの血  
小枝凝集抑制作用に影響を与えなかった。   

283  ウルフアリンカリウム   ウルフアリンとフィブラート系薬剤もしくはスタテン系薬剤の併用による胃出血のリ  
スクについて、312334例のウルフアリン投与を受けている患者でケースコントロー  
ル試験を行った。その結果、gemfibrozi鳴しくはシン／くスタチンの投与により胃出  
血による入院のリスクが上昇した。   

284  ジクロフエナクナトリウム   心停止登録者データベースでNSAIDsと心停止のリスクの関連をケースクロスオー  

バー分析した結果、ジクロフエナク群、rOfecoxib群およぴセレコキシフ群は、用量  

依存的に心停止のリスク上昇の有意性が見られた。   

285  ランソプラゾール   報告施設に3日間以上入院した18歳以上の患者を対象として、胃酸分泌抑制剤  
（プロトンポンプ阻害薬（PPI）、H2受容体阻害薬）の使用による院内肺炎の発現リ  
スクに関してプロスペクティブコホート研究を実施した結果、酸分泌抑制剤投与群  
では、非授与群に比べて高い累積羅患率を示した。PPI投与群では有意な院内肺  
炎リスクの上昇が示された。   

286  酒石酸バレニクリン   FDAが公開している2008年の7－9月の副作用報告によると、バレニクリンの副作  

用報告数は1－3月、4－6月より減少したが、重篤副作用数は全医薬品中4番‡引こ  

多かった。他者への攻撃性の副作用数も増えてきていること、けいれんや記憶・  
視覚障害など交通事故につながる恐れのある副作用も報告されてきていることか  
ら、攻撃性や事故の可能性についてさらに注意喚起すべきである。   

287  ラベプラゾールナトリウム   報告施設に3日間以上入院した18歳以上の患者を対象として、胃酸分泌抑制剤  

（プロトンポンプ阻害薬（PPI）、H2受容体阻害薬）の使用による院内肺炎の発現リ  
スクに関してプロスペクティブコホート研究を実施した結果、酸分泌抑制剤投与群  
では、非投与群に比べて高い累積羅患率を示した。PPl投与群では有意な院内肺  
炎リスクの上昇が示された。  
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一般的名称   報告の概要   

288  レノグラスチム（遺伝子組換え）  同種骨髄移植後のG－CSF授与の影響について、GVHDモデルマウスを用いて検  
討した結果、コントロールマウスに比べ骨髄移植直後にG－CSFを投与されたマr）  
スで急性GVHDによる死亡率が有意に上昇した。   

289  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  

ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   

290  オマリズマブ（遺伝子組換え）   オマリズマフの中等症から重症の喘息患者を対象とした有効性と長期の安全性  
を評価するため、5041例の本剤投与群と2886例の非投与群を5年間追跡調査し  
た試験において、「死亡の恐れのある心血管・脳血管事象」、「脳血管事象」、「肺  
高血圧」が重点イベントとして規定された。   

291  ノルエチステロン・エチニルエストラ  経口避妊薬（OC）の使用と尿失禁の発現について、閉経前女性を対象に多変量  
ジオール   解析を行った結果、OC使用者は非使用者と比べて週1回以上の尿失禁のオッズ  

比が27％高かった。   

292  ノルエチステロン・エチニルエストラ  経口避妊薬（OC）の使用と全身性エリテマトーデス（SLE）のリスクについてケース  
ジオール   コントロール研究を行った結果、OCの使用によりSしEのリスクが増大する可能性  

が示唆された。SLEの発現は、使用歴の長いOC現使用者に比べ短い現使用者で  
発症率が高く、また、第一世代及び第二世代のOCの現使用者で発症率が高かっ  

293  ノルエチステロン・エチニルエストラ  子宮頚癌患者150例、健常女性197例を対象にN臼megenbreakagesyndromelの  
ジオール   遺伝子多型（GhJ185Gln）を解析し、喫煙、経口避妊薬投与と子宮頚癌の発症リス  

クに関するケースコントロール研究を行った結果、G山／Gln遺伝子型を有する経口  
避妊薬使用者における子宮頚癌発現リスクはコントロール群の2．4倍であることが  
示唆された。   

294  ノルエチステロン・エチニルエストラ  経口避妊薬（OC）の使用と女性生殖器官疾患の関連性について、17032例の女  
ジオール   性を対象に調査した結果、OCの使用により子官頚管炎及び子宮頚部びらんのリ  

スクを増加する可能性が示唆された。   

295  塩酸プラミペキソール水和物   抗パーキンソン病薬による眠気（傾眠）および突発性睡眠について、健康男性被  

験者12例を対象に睡眠潜時反復試験を行った結果、プラミペキソール投与群は、  
プラセボ投与群と比べて平均睡眠潜時が有意に減少し、総睡眠時間が増加した。   

296  キシナホ酸サルメテロール   持続性の喘息患者の長時間作動型β刺激薬（り帽A）安全性について、92のラン  
ダム化臨床試験を対象にシステマテイツクレビューを行った結果、LA8A単独投与  
群はプラセボ群に比べ、喘息関連死の有意な増加が認められ、uBA単独投与、  
吸入ステロイド併用においては、小児・サルメテロール使用患者・12週以上の持続  

投与患者で重篤な有害事象の発現リスク増加が示唆された。   

297  ラフチジン   股関節骨折の患者のうちプロトンポンプ阻害薬（P円）やH2受容体阻害薬を服用し  
ている33，752例を対象に、matChed control試験を行った輯果、2年以上PPIの治  

療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比べて30％高かった。また、  

2年以上H2受容体阻害薬で治療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照  
群に比べて18％高かった。   

298  ニコランジル   ニコランジルによる上部消化管合併症の発生率について、低用量アスピリン投与  
を受けている心血管患者907例を対象として後ろ向き研究を行った結果、コント  
ロール群と比較して、ニコランジル投与群はオッズ比が2．13であり、ニコランジル  

併用によって心血管疾患患者のアスピリンによる出血性十二指腸傷害のリスクが  
増加した。   

299  ノルエビネフリン  ポルトガルのICU入室患者において、敗血症性ショックの死亡率に対する昇圧剤  
選択の影響を評価した結果、ノルエビネプリンを投与した敗血症性ショック患者の  
死亡率はドパミンを投与した患者群に比べて優意に高かった。  



一般的名称   報告の概要   

300  ジクロフエナクナトリウム   心停止登録者データベースでNSAIDsと心停止のリスクの関連をケースクロスオー  

バー分析した結果、ジクロフェナク群、rOfecoxib群およぴセレコキシブ群は、用量  
依存的に心停止のリスク上昇の有意性が見られた。   

301  ノルエチステロン・エチニルエストラ  267400例の女性を対象として経口避妊薬（OC）と12種の癌の発生頻度に関してコ  
ジオール   ホート研究を行った結果、OC使用経験者では、子宮体癌発症リスクの減少傾向  

がみられた一方で、大腸・直腸癌発症リスクの増加が示唆された。   

302  ラフチジン   股関節骨折の患者のうちプロトンポンプ阻害薬（PPl）やH2受容体阻害薬を服用し  
ている33，752例を対象に、matChed controI書式験を行った結果、2年以上PPIの治  

療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比べて30，i高かった。また、  

2年以上H2受容体阻害薬で治療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照  
群に比べて18％高からた。   

303  塩酸イリノテカン   イリノテカンによる治療を受けている日本人癌患者135例を対象に、重症な好中球  
減少の発現とUDP－グルクロン酸転移酵素（UGT）の遺伝子多型の関連性について  
プロスペクティブな解析を行った結果、UGTIAl＊6と重症好中球減少症との間に有  
意な関連性が認められた。   

304  リン酸コデイン   コデイン投与を受けている授乳婦と授乳を受けている新生児におけるオピオイド  
毒性についてケースコントロール研究を行った結果、中枢神経抑制作用の見られ  
た新生児は対照群に比べて母親へのコデイン投与量が多かった。また、CYP2D6  
の代謝機能の高い母親が、UGT2B7＊2／＊2遺伝子型の場合に中枢神経抑制のリ  
スクは高くなった。   

305  ジクロフエナクナトリウム   ジクロフェナクとetoricoxibの長期使用による心血管系またその他のリスクについ  

て骨関節炎患者、関節リウマチ患者でコホート研究を行った。その結果血栓性心  
血管リスクは同等だったが、ジクロフエナウはetoricoxibに比べ腎血管リスクは低  

く、消化管・肝臓リスクは高かった。   

30（；  オメプラゾール   股関節骨折の患者のうちプロトンポンプ阻害薬（PPt）やH2受容体阻害薬を服用し  
ている患者についてmatched control試験を行った結果、2年以上PPIの治療を受  

けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比べて30％高かった。また、2年以  

上目2受容体阻害薬で治療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比  
べて18％高かった。   

307  メトトレキサート   再発性頭頚部貞平上皮癌に対するゲフィチニブ、あるいは標準的なメトトレキサー  
ト静脈内投与による治療の比較試験において、メトトレキサート治療群で死亡が  
認められた。   

308  ペパシズマブ（遺伝子組換え）   ペパシズマブを併用したmFOLFOX6療法あるいはFOLF［u療法を行った26例にお  
いて、レニンアンギオテンシン系薬投与群と非授与群で比較解析を行った結果、  
ペパシズマブの副作用である高血圧と蛋白尿の発現に有意な差は見られなかっ  
た。   

309  リン酸コデイン   コデイン投与を受けている授乳婦と授乳を受けている新生児におけるオピオイド  
毒性についてケースコントロール研究を行った結果、中枢神経抑制作用の見られ  
た新生児は対照群に比べて母親へのコデイン投与量が多かった。また、CYP2D6  
の代謝機能の高い母親が、UGT2B7＊2／＊2遺伝子型の場合に中枢神経抑制のリ  
スクは高くなった。   

310  インフルエンザウイルス体外診断用  3つの地域の異なる母集団を対象にインフルエンザ迅速診断キットについて調査  

医薬品   した結果、RT－PCR及びウイルス分離培養法と比較し、本製品は全ての集団で感  
度が低かった。なお、いずれも特異度は高かった。   

311  ジクロフエナクナトリウム   腹腔鏡結腸直腸手術後の吻合部漏出発現リスクとジクロフエナクとの関連を、  
ケースコントロール研究において単変皇ロジスティック回帰分析した結果、ジクロ  
フエナクのみが吻合部漏出七有意に関連する要因であった。  
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一般的名称   報告の概要   

312  ベロ毒素測定用体外診断用医薬品  8施設の医療機関で、陰性検体ベロトキシン2の判定ゾーンに偽陽性の報告が  
あった。同一検体について行政検査機関、販売元で再試験を実施したが、陰性を  
示し問題はなかった。また、原材料及び製造記録についても、全て規格内であり  
異常は認められなかった。   

313  オメプラゾール   股関節骨折の患者のうちプロトンポンプ阻害薬（PPI）やH2受容体阻害薬を服用し  
ている患者についてmatchedcontroI試験を行った結果、2年以上PP［の治療を受  
けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比べて30％高かった。また、2年以  
上目2受容体阻害薬で治療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比  
ぺて柑％高かった。   

314  塩酸イリノテカン   子宮頸癌6例、子宮癌24例の日本人患者を対象に、イリノテカン・シスプラチン併  
用療法とUDP－UDP－グルクロン酸転移酵素1Al（UGTIAl）の遺伝子型との関連性  
こついて調査した結果、UGTIAl＊6のヘテロ接合体の患者においてグレード3／4の  
好中球減少および下痢の発現に有意な相関が見られた。   

315  メシル酸ドキサゾシン   良性前立腺肥大症治療に用いられるα遮断薬に関連する骨折のリスクについ  
て、685例の患者を対象にロジスティック回帰分析を行った結果、α遮断薬の使用  
こより低血圧関連の副作用（失神、転倒、意識喪失）に伴う二次的な骨折のリスク  
が高まった。   

316  インターフェロン ベーター1a（遺伝  多発性硬化症（MS）患者の妊娠220例のうち、妊娠初期にインターフェロンβ（INF一  
子組換え）   β）を服用した患者の妊娠17例をプロスペクティブに調査した。その結果流産2例、  

残る15例は健康体であり、催奇形性リスクは増大せず流産率は健常人の範囲内  
だった。またIFN－β投与群患者の子の出生時体重は、非投与群の子の出生時体  
重の範囲内であった。   

317  インターフェロン ベーター1a（遺伝  日本人の多発性硬化症（MS）患者127人の一次性及び慢性二次性頭痛頻度を調  

子組換え）   査した。その結果、MS患者の頭痛、特に片頭痛頻度は日本人平均より高く、また  
MS患者においてはインターフェロンβ（IFN－β）投与群は頭痛、特に前兆のない片  
頭痛の頻度が有意に高かった。   

318  カベルゴリン   パーキンソン病患者へのドパミンアゴニスト（DA）投与による心臓弁疾患の発現リ  

スクについて、麦角DA（ペルゴリド、カベルゴリン）、非麦角DA（ロビニロール、プラ  
ミペキソール）投与群と対照群で評価した。その結果、中等度の弁逆流の発現率  
は麦角DA投与群で22％、非麦角DA投与群で3％、対照群で0％であった。   

319  酒石酸バレニクリン   2008年第4四半期において、FDAのAERSより、バレニクリンでは、血管浮腫、重  
篤な皮膚反応、視覚障害、事故による外傷のシグナルが検出された。   

320  オメプラゾール   腹水の発現している肝硬変患者における特発性細菌性腹膜炎（SBP）の発現とプ  
ロトンポンプ阻害薬（PPI）の使用との関連性について、レトロスペクティブなケース  
コントロール研究を行った結果、SBP群は非SBP群に比べて有意にPPlの使用率  
が高かった。   

321  セレコキシブ   セレコキシフ、rOfecoxibおよび非選択的非ステロイド系抗炎症薬（t－NSAIDs）につ  
いてMedica＝‡xpenditurePanelSurveyのデータを用いて解析した結果、セレコキ  
シフ群は急性心筋梗塞とは有意な関連性は認められなかったが、脳卒中およぴ  
消化管出血と有意な関連性が認められた。   

322  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  
ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   

323  オキサリプラテン   オキサリプラチンによる門脈圧先進症のマーカーとして脾臓肥大が利用できると  
推測し、結腸直腸癌切除患者を対象に、術後補助化学療法としてのFOLFOXおよ  
び5－フルオロウラシル／レポホリナートを施行したときの牌指数（Sl）をレトロスペク  

ティブに比較したところ、それぞれについてのSlは平均で45．7％および16，3％増加  
し、FOLFOXは補助的5－フルオロウラシル／レポホリナートに比べ、結腸直腸癌切  
除患者咽毛布酎三上零させた。  
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一般的名称   報告の概要   

324  臭化水素酸デキストロメトルファン  セロトニン取り込み阻害薬（SSRI）はデキストロメトルファンの主要な代謝酵素であ  
るシトクロムP450CYP2D6を阻害し、セロトニン伝達に対するSSR止デキストロメト  

ルフアンの相加効果によってセロトニン症候群が生じることが示唆された。   

325  リスペリドン   上市から2008年11月30日時点までl＝HealthCanadaは、オランザピン、クエチアビ  

ンおよぴリスペリドンの使用との関連が疑われる顆粒球減少症，好中球減少症お  
よび無顆粒球症の報告を69件受けている。多くの症例で、併存疾患、併用薬が報  
告されていた。   

326  カベルゴリン   ドパミンアゴニスト（DA）と線維化事象（心内膜線維症、Ib藤井逆流、心膜線維症、  

心膜炎、胸膜線維症、胸膜炎、肺の変化、後腹膿線維症）について不均衡分析を  
用いて解析した。その結果、線維化事象として報告された9576例うち、268例が麦  
角DA、24例が非麦角DA、6例が2種類以上のDAと関連していた。   

327  カベルゴリン   パーキンソン病患者へのドパミンアゴニスト（DA）投与による心腹弁膜症の発現リ  

スクについてネステッドケースコントロール研究を行った。その結果、ペルゴリドま  
たはカベルゴリンを投与されている患者では心腹弁膜症の発現リスクが上昇し、  
さらに高血圧症を有する高齢患者の場合、高血圧症ではない非高齢患者と比較  
し発現リスクが上昇した。   

328  デフエラシロクス   FDAから要請を受け、安全性情報に関する再調査を実施した。EわadePati8nt  
AssistanceansSupportService（EPASS）システムを利用した16514例における本  
調査の結果、中止理由が死亡であった1903例を特定した。   

329  ジクロフエナクナトリウム   腹腔鏡結腸直腸手術後の吻合部漏出発現リスクとジクロフエナクとの関連を、  
ケースコントロール研究において単変星口ジスティツク回帰分析した結果、ジクロ  
フエナクのみが吻合部漏出と有意に関連する要因であった。   

330  エポエチンβ（遺伝子組換え）   血液透析血管アクセス障害におけるエリスロポエチン製剤投与経路の影響を検  
討する無作為化比較試験において、静脈内投与に比較して皮下投与は血液透析  
患者の血管アクセス障害のリスクが高い可能性が示唆された。   

331  葉酸   男性643例を対象に、葉酸群またはプラセボ群にランダムに割付けた無作為化プ  
ラセポ対照臨床試験を行った結果、10年間で前立腺癌と診断される推定確率は、  
葉酸群で9．7％、プラセボ群で3．3％となることが示された。   

332  塩酸イリノテカン   転移性結腸直腸癌患者250例を対象にフルオロウラシル、ロイコポリンおよぴイリ  
ノテカンの併用療法を行い、UGTIAl＊28、＊60、＊93、UGTIA7＊3およぴ  

UGTIA7＊22の遺伝子多型と重度の血液毒性の関連性を評価したところ、  

UGTIA7＊3／＊3において、初回投与後の重度な血液毒性発現が有意に高かった。   

333  塩酸イリノテカン   進行性小細胞肺癌患者651例を対象に、エトポシド／シスプラチン（EP）療法とイリノ  
テカン／シスプラチン（lP）療法を比較した第Ⅲ相試験lこおいて、重度の下痢（グレー  
ド3以上）の発現はIP療法で、血小板減少・好中球減少はEP療法で多くみられた。  
また、169例の薬理ゲノム解析により、ABCトランスポーターの（C3435T）（T／T）、  
UDP－グルクロン酸転移酵素1Alの（G3156A）（A／A）は、それぞれIP療法による下  

痢、好中球減少の発現に関与していることが示唆された。   

334  白虎加人参湯   Caなど種々のカチオン金属を含有する白虎加人参湯を用い、カチオン金属とキ  
レート形成するシプロフロキサシン、テトラサイクリンの／くイオアベイラビリティ（BA）  
に対する影響を20人の健常成人男性においてオープンラベル無作為クロスオー  
バー試験で評価した結果、白虎加人参湯はシプロフロキサシン、テトラサイクリン  
の尿中排泄には影響しなかったが、Caイオンと不溶性のキレートを形成し、消化  
菅吸収を低下させることでBAを低下させた。   

335  ラペプラゾールナトリウム   股関節骨折の患者のうちプロトンポンプ阻害薬（PPけやH2受容体阻害薬を服用し  
ている患者についてrnatched control試験を行った結果、2年以上PPIの治療を受  

ナた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比べて30％高かった。また、2年以  

上目2受容体阻害薬で治療を受けた患者では股関節骨折の発現率が対照群に比  
ぺて18％高かった。  
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一般的名称   報告の概要   

336  ロビナビルリトナビル   抗レトロウイルス剤と心筋梗塞（MI）発現との関連性に閲し、個々の薬剤のリスクに  
ついて11コホートから33308例のデータを解析した結果、アバカビル、ジダノシンの  
投与、インジナビル、ロビナビル／リトナビルの累積投与とMI発現リスク増加に有  
意な関連性が認められた。   

337  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  
ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   

338  オメプラゾール   報告施設に入院した患者の処方について、後向き検討を行った結果、プロトンポ  
ンプ阻害薬（PPl）投与によりクロストリジウム・デイブイシレ関連下痢、胸部感染、  
及び骨租環症の発現が増加することが示された。また、PPlの過剰な処方が明ら  
かであった。   

339  オメプラゾール   腹水の発現している肝硬変患者における特発性細菌性腹膜炎（SBP）の発現とプ  
ロトンポンプ阻害薬（PPI）の使用との関連性について、レトロスペクティブなケース  
コントロール研究を行った結果、SBP群は非SBP群に比べて有意にPP］の使用率  
が高かった。   

340  クエン酸クロミフェン   クロミフェン治療を受けた女性と、排卵誘発治療を受けなかった女性を比較して、  
癌の発生率のハザード比を解析したところ、乳癌、子宮癌、悪性黒色腫、非ホジ  
キンリンパ腫において有意なリスクの上昇が認められた。   

341  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  
ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   

342  塩酸ベラバミル   Tedisamilとベラバミルの薬物相互作用について、12例の健常人を対象に無作為  
化クロスオーバー試験を行ったところ、プラセボ群と比較し、PR間隔はベラバミル  
単独投与群で23．6ms、ベラバミル、tedisamiI併用群で12．2ms延長した。また、QT  
間隔はベラバミル単独投与群で13．5ms、ベラバミル、tedisamil併用群で45・7ms延  
長した。   

343  プロポフォール   過去15年間に、プロポフォールが使用された小児及び成人重病患者での原因不  
明の死亡に関する文献をレビューした結果、集中治療における本剤の長期高用  
量投与により、PropofollnfusionSyndorome（心筋障害、心臓血管の不安定性、代  
謝性アシドーシス、高カリウム血症、横紋筋融解症などの症状を呈する症候群）や  
乳酸アシドーシスの進行を伴った脳エネルギー産生不足の症例が認められた。   

344  内視鏡消毒剤を使用する医療従事者を調査した結果、アレルギーの既往歴があ  
る作業者においては、非常に低いフタール濃度にも関わらず、フタール暴露によ  
るとみられる症状の発現が認められた結果が示された。  

345   FDAが公表したAERSの四半期（10－12月）において、トルテロジンのスティーブン  
ス・ジョンソン症候群に対するリスクのシグナルが検出された   

346  塩酸メチルフエニデート   興奮薬（アセトアミノフエン、dextroamphetamine、メタンフエタミン、メチルフエニデー  
卜）と突然死の関連についてケースコントロール研究を行った結果、7歳－19歳の原  
因不明の突然死のうち10例（1．8％）は、メチルフエニデートを使用しており、小児お  
よび青少年における原因不明の突然死と興奮薬の使用は有意な関連が認められ  
た。また自動車事故死亡者のうち2名（0．4％）が、興奮薬を使用していた。   

347  リン酸コデイン   コデイン投与を受けている授乳婦と授乳を受けている新生児におけるオヒオイド  
毒性についてケースコントロール研究を行った結果、中枢神経抑制作用の見られ  
た新生児は対照群に比べて母親へのコデイン投与量が多かった。また、CYP2D6  
の代謝機能の高い母親が、UGT2B7＊2／＊2遺伝子型の場合に中枢神経抑制のリ  
スクは高くなった。   
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一般的名称   報告の概要   

348  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  

ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   

349  ジクロフエナクナトリウム   名城大学が作成したデータベースをもとに、薬剤性腎障害の多変iロジスティック  

回帰分析を行いリスクファクタを解析した。患者背景では、腎障害、感染症、関節  
リウマチ、原因薬剤ではジクロフエナク、ロキソプロフエン、ブシラミン、ペニシラミ  
ン、自覚症状は浮腫、乏尿・尿閉であった。   

350  ラベプラゾールナトリウム   健康管理情報データベースを利用し、プロトンポンプ阻害剤（PPI）と胃癌発症リス  

クとの関連性を調査した結果、PP［投与群及びH2RA投与群は非投与群と比較して  
胃癌の発現率が有意ヒ高かった。   

351  ポリコナゾール   91例の入院患者の血清サンプルを分析し、ポリコナゾールの血中濃度を測定した  
結果、14例のtemazepam投与患者およぴ9例のロラゼパム投与患者における平均  
血中ポリコナゾール漉度は、ベンゾジアゼピン系薬物非投与の患者に比べて低値  
を示した。   

352  レノグラスチム（遺伝子組換え）  肝障害モデルマウスに対するG－CSF投与の効果について検討した結果、G－CSF  
の投与により、肝のIL－1β産生を介して肝再生を抑制し、致死性の肝障害が引き  
起こされた。G－CSF群の生存率は50％であり、コントロール群の生存率は82．3％  
であった。   

353  ランソプラゾール   報告施設に3日間以上入院した18歳以上の患者を対象として、胃酸分泌抑制剤  
（プロトンポンプ阻害薬（PPI）、H2受容体阻害薬）の使用による院内肺炎の発現リ  
スクに関してプロスペクティブコホート研究を実施した結果、酸分泌抑制剤投与群  
では、非投与群に比べて高い累積羅患率を示した。PPI投与群では有意な院内肺  
炎リスクの上昇が示された。   

354  塩酸イリノテカン   転移性結腸直腸癌患者250例を対象にフルオロウラシル、ロイコポリンおよぴイリ  
ノテカンの併用療法を行い、UGTIAl＊28、＊60、＊93、UGTIA7＊3および  
UGTIA7＊22の遺伝子多型と重度の血液毒性の関連性を評価したところ、  
UGTIA7＊3／＊3において、初回投与後の重度な血液毒性発現が有意に高かった。   

355  酒石酸バレニクリン   WHOUppsalaMonitoringCenterのVig旧as8で本剤を服用した患者でセロトニン症  
候群を発現した症例が6例認められた。そのうち5例でセロトニン症候群の報告さ  
れている抗うつ薬が併用されていた。またセロトニン症候群は本剤の投与量が増  
呈する第二週に集中して認められた。   

356  ニフエジピン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

357  オメプラゾール   報告施設に入院した患者の処方について、後向き検討を行った結果、プロトンポ  
ンプ阻害薬（PPl）投与によりクロストリジウム・ディフィシレ関連下痢、胸部感染、  
及び骨粗髭症の発現が増加することが示された。また、PPtの過剰な処方が明ら  
かであった。   

358  プロポフォール   1歳－6歳の小児において、ハロタンおよぴプロポフォールと覚醒時興奮発生率の  
関連について前向き無作為2重盲検試験を行った結果、プロポフォール群はハロ  
タン群に比べて覚醒時興奮の発生率が高かった。   

359  塩酸イリノテカン   進行性小細胞肺癌患者651例を対象に、土トポシド／シスプラチン（EP）療法とイリノ  

テカシ／シスプラチン（lP）療法を比較した第Ⅱ相試験において、重度の下痢（グレー  
ド3以上）の発現はIP療法で、血小板減少・好中球減少はEP療法で多くみられた。  
また、169例の薬理ゲノム解析により、ABCトランスポーターの（C3435T）（T／T）、  

UDP－グルクロン酸転移酵素1Alの（G3156A）（A／A）は、それぞれ1P療法による下  

痢、好中鹿河戟の養親l；関与していることが示唆された。   ヽ′ヽ．′′‾▼■＿▼ ノー   
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一般的名称   報告の概要   

360  塩酸イリノテカン   転移性結腸直腸癌患者250例を対象にフルオロウラシル、ロイコポリンおよぴイリ  
ノテカンの併用療法を行い、UGTIAl＊28、＊60、＊93、UGTIA7＊3およぴ  
UGTIA7＊22の遺伝子多型と重度の血液毒性の関連性を評価したところ、  
UGTIA7＊3／＊3において、初回投与後の重度な血液毒性発現が有意に高かった。   

361  オメプラゾール   報告施設に3日間以上入院した18歳以上の患者を対象として、胃酸分泌抑制剤  
（プロトンポンプ阻害薬（PPI）、H2受容体阻害薬）の使用による院内肺炎の発現リ  
スクに関してプロスペクティブコホート研究を実施した結果、酸分泌抑制剤投与群  
では、非投与群に比べて高い累積羅患率を示した。PPI投与群では有意な院内肺  
炎リスクの上昇が示された。   

362  ジクロフエナクナトリウム   高齢の変形性関節症患者925人でセレコキシブとジクロフエナクの有害事象との  
関連について二重盲検比較を行った。有害事象、臨床的異常又は死亡により投  
薬中止となった患者はセレコキシフで31％、ジクロフエナクでは27％だった。心血菅  
系、腎臓及び肝臓の有害事象はセレコキシブの方が有意に少なかった。   

363  ニフエジピン   妊娠中の降圧薬の使用と先天奇形及び子宮内発育遅延（SGA）のリスクについ  
て、61758人の妊婦を対象にケースコントロール研究を行ったところ、対照群と比  

較し、妊娠中期または後期における降圧薬の使用はSGAの発現リスクと関連が  
見られた。   

364  ロスバスタテンカルシウム   ロスバスタチン（RSV）とtipranavir（TPV）／リトナビル（RTV）との相互作用について、  

川∨陰性の被験者（男性83％、アフリカ系アメリカ人76％）29例で評価を行った結  
果、TPV／RTV併用によりRSVのAUCは37％、Cmaxは123％増加し、クリアランス  

は27％低下した。   

365  オメプラゾール   報告施設に入院した患者の処方について、後向き検討を行った結果、プロトンポ  
ンプ阻害薬（PPI）投与によリクロストリジウム・ディフィシレ関連下痢、胸部感染、  
及び骨粗軽症の発現が増加することが示された。また、PPIの過剰な処方が明ら  
かであった。   

366  カペシタビン   55例の転移性乳癌患者を対象に筋肉減少症とカペシタビン投与による毒性発現・  
腫瘍無増悪期間（TTP）への影響をプロスペクティブに検証した試験において、手  

足症候群・下痢・口内炎・悪心嘔吐・好中球減少症の発現は、筋肉減少症患者群  
で有意に高かった。   

367  デキサメタゾン   多発性骨髄腫の高齢患者におけるサリドマイド、デキサメタゾンの併用とメルフア  
ラン、プレドニゾロンの併用を比較した結果、サリドマイド、デキサメタゾンを併用し  
た患者群では高い寛解率が得られたが、一年死亡率はメルファラン、プレドニゾロ  
ンを併用した患者群よりも高く、生存期間は著しく短かった。また、サリドマイド、デ  
キサメタゾンを併用した患者群において、心疾患で9人が死亡した。   

368  塩酸タムスロシン   白内障手術を行った患者における術中虹彩緊張低下症候群（肝IS）発症に関連す  
る因子について、患者660例を対象に調査した結果、タムスロシンの使用によリ  
IFIS発症率が増加した。また、過去にα遮断薬の使用歴のある患者および高血圧  
症の患者において発症率が高かった。   

369  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   ドイツで1998年1月～2005年6月に悪性腫瘍がない患者で、糖尿病の初回治療と  
してヒトインスリン、アスバルト、リスプロまたはゲラルギン単独療法を受けたこと  
のある患者のデータをもとにコホート研究を行ったところ、インスリン投与量と癌の  
間に全体的に相関性が認められ、ゲラルギンではヒトインスリンと比較して、癌の  
発現率が高かった。   

370  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   経口抗糖尿病薬、ヒトインスリンおよぴインスリンアナログが固形癌の発症リスク  
に与える影響を検討するため、62，809例の患者を対象に、メトホルミンまたはスル  
ホニル尿素の単独療法、併用療法、インスリン療法の4群間で比較したレトロスペ  
クティブコホート研究において、スルホニル尿素の単独療法およびインスリン療法  
はメトホルミンの単独療法と比較して、大腸癌及び膵癌の発症リスクが増加した。   

371  塩酸タムスロシン   白内障手術後の高齢男性におけるタムスロシンと重篤な眼有害事象の関連性に  
ついてレトロスペクティブコホート研究を行った。その結果、手術14日以内のタムス  

ロシン投与群で、重篤な眼有害事象（網膜剥離、水晶体の損傷・断裂、眼内炎）と  
有意な関連性が認められた。なお、他のα遮断薬投与群では有意な関連性は認  
められなかった。   
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一般的名称   報告の概要   

372  オメプラゾール   健康管理情報データベースを利用し、プロトンポンプ阻害剤（PPI）と胃癌発症リス  

クとの関連性を調査した結果、PPI投与群及びH2RA投与群は非授与群と比較して  
胃癌の発現率が有意に高かった。   

373  塩酸テラゾシン   良性前立腺肥大症治療に用いられるα遮断薬に関連する骨折のリスクについ  
て、685例の患者を対象にロジスティック回帰分析を行った結果、α遮断薬の使用  
こより低血圧関連の副作用（失神、転倒、意識喪失）に伴う二次的な骨折のリスク  
が高まった。   

374  塩酸ニカルジピン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

375  ジクロフエナクナトリウム   心筋梗塞、心血管再建又は不安定狭心症により入院した48566人で非ステロイド  

性抗炎症薬（NSA［Ds）の安全性について後向きコホート研究を行った。NSAIDs非  
服用者に比べ、イブプロフエン、ジクロフエナク、セレコキシブ、rOf8COXibにより心血  

菅系リスクは増加したが、ナプロキセンでは増加は見られなかった。ナプロキセン  
と比べジクロフエナクでは心血管系死亡リスクが増加し、イブプロフェンでは急性  
心筋梗塞、死亡のリスクが増加した。   

376  インターフェロン ベーター1a（遺伝  日本では再発性の視神経脊髄炎（NMO）は、多発性硬化症（MS）の一群と考え視  
子組換え）   神経脊髄型MS（OSMS）と呼ばれてきたが、NMO／OSMSは、その臨床的特徴とアク  

アポリン4抗体の存在から、MSと異なる疾患であると考えられた。MSの再発予防  
に関してはインターフェロンベータ療法は有用性を示すが、NMOに関してはイン  
ターフエロンベータの有用性は明らかでなく、むしろ再発の誘発や大脳病変の合  
併などの報告がある。   

377  エポエテンβ（遺伝子組換え）   22例の抗エリスロポエチン（EPO）抗体陽性の赤芽球療（PRCA）が抽出され、HLA  
タイピングを実施したところ、抗EPO抗体とHLA－DRBl＊09－DQBl＊0309の関連が  
示された。   

378  プロポフォール   過去15年間に、プロポフォールが使用された小児及び成人重病患者での原因不  
明の痩亡に関する文献をレビューした結果、集中治療における本剤の長期高用  
量投与により、Propofo＝nfusionSyndorome（心筋障害、心臓血管の不安定性、代  

謝性アシドーシス、高カリウム血症、横紋筋融解症などの症状を呈する症候群）や  
乳酸アシドーシスの進行を伴った脳エネルギー産生不足の症例が認められた。   

379  オメプラゾール   報告施設に3日間以上入院した18歳以上の患者を対象として、胃酸分泌抑制剤  
（プロトンポンプ阻害薬（PPI）、H2受容休阻害薬）の使用による院内肺炎の発現リ  

スクに関してプロスペクティブコホート研究を実施した結果、酸分泌抑制剤投与群  
では、非投与群に比べて高い累積擢患率を示した。PPl投与群では有意な院内肺  
炎リスクの上昇が示された。   

380  塩酸イリノテカン   イリノテカンによる治療を受けている結腸直腸癌患者96例を対象とした、  
UGTIAl＊28及びc．－3156G〉Aの遺伝子多型と重度の下痢との関連に関するプロス  

ペクティブコホート研究において、UGTIAl＊28を2コピーもしくはc．－3156G〉Aを2コ  
ピー有する患者において下痢のリスクが有意に高かった。   

381  エポエチンβ（遺伝子組換え）   マウスにエリスロポエチン製剤を投与したところ固形腫瘍が増大した。エリスロボ  
エチン製剤は血管新生を冗進させることにより固形腫瘍を増大させることが示さ  
れた。   

382  乾燥ヘモフィルスb型ワクチン（破傷  1950－2008年に報告された学術論文、米国医学研究所におけるレビュー、1990－  
風トキソイド結合体）   2007年にアメリカワクチン有害事象報告システムに報告された副反応情報を調査  

した結果、ヘモフィルスb型ワクチンによるGBSが5例報告されていることが確認さ  

れた。   

383  エストラジオール   50－70歳の16，608症例の多民族の更年期女性を対象とし、肺癌発現率および死亡  
率に関して、結合型ウマエストロゲンー酢酸メドロキシプロゲステロン併用連日投  
与のWH［（Women・sHealthlnitiative）無作為叱プラセボコントロール試験の二次分  

析を行った結果、5年以上の結合型ウマエストロゲンー酢酸メドロキシプロゲステロ  

ン併用使用により、非小細胞肺癌の死亡リスクは増加することが示された。  

′ヽ ′■′ヽ▲○ ＿、◆  
ヽ′■＿′「■＿，′′   

・ 、 J   



一般的名称   報告の概要   

384  塩酸ビリドキシン   低用量ビリドキシンと神経毒性との関連について、2008年5月から10月の間に感  
覚ニューロパチーを訴えた患者8例を対象に診断的評価を行った結果、全ての患  
者においてビリドキシンを含有するOTCサプリメントを服用しており、8例中6例で  
異常所見が認められた。ビリドキシンの血寮中濃度が高いことを除いて原因は不  
明であった。   

385  塩酸セルトラリン   1298例の乳癌患者を対象に、CYP2D6阻害活性を有する薬剤とタモキシフエンの  

併用と、乳癌再発率との関連性をレトロスペクティブに解析した結果、タモキシフェ  
ン単独群に比べ、CYP2D6阻害剤併用群で2年間乳癌再発率が1．9倍高かった。  
CYP2D6阻害剤併用群のうち、中程度丁強力なCYP2D6阻害作用を有する選択的  
セロトニン再取り込み阻害剤（セルトラリン・バロキセテン・仙oxetine）併用群の乳  

癌再発率はタモキシフエン単独群の2．2倍であった。   

386  塩酸タムスロシン   白内障手術中の術中虹彩緊張低下症候群（IFIS）の発症とタムスロシンの使用と  

の関連性について、白内障手術を受ける患者579例を対象に調査した結果、IFIS  
を発症した患者15例のうち12例（80％）がタムスロシンを服用していた。また、タム  
スロシンを服用していた患者23例のうち12例（52％）がIFISを発症した。   

387  塩酸ベラバミル   P一糖タンパクの基質であるフエキソフエナジンとP一塘タンパク阻害剤であるベラパ  

ミルの薬物相互作用について、12例の健常人（日本人）を対象に無作為化交差試  
験を行った。その結果、併用によりフエキソフエナジンのR（＋）体とS（－）体のAUCが  
それぞれ2．2倍と3．5倍に増加した。   

388  リッキシマブ（遺伝子組換え）   182例のリンパ腫患者を対象に、リッキシマブ併用化学療法における低ガンマグロ  
プリン血症と非好中球減少性感染症との関連性について調査した結果、136例の  
リッキシマブ併用群のうち、17例の重度低ガンマグロブリン血症が認められた。   

389  ロキシスロマイシン   ロキシスロマイシンを投与された患者において、可逆性後白質脳症の主徴である  
痙攣発作、視力障害をきたし、MRIにおいて後白質の障害を示す画像所見が得ら  
れた症例が2例認められた。   

390  オメプラゾール   健康管理情報データベースを利用し、プロトンポンプ阻害剤（PPI）と胃癌発症リス  
クとの関連性を調査した結果、PPI投与群及びH2RA投与群は非投与群と比較して  
胃癌の発現率が有意に高かった。   

391  硫酸マグネシウム・ブドウ糖   高容量硫酸マグネシウムと神経発達細胞のアポトーシスの関連について、仔マウ  
スに250mg／kgまたは生食を投与した。生後3．7日の投与群では、脳細胞のアポ  
トーシスが誘引され、生後14日の投与群では誘引されなかった。   

392  ケトプロフエン   65歳以上の認知症に羅患していない2736人において、非ステロイド性抗炎症薬  
（NSAIDs）と認知症及びアルツハイマー型認知症（AD）との関連について人口コ  
ホート研究を行った。高用量NSA（Ds使用者では、認知症のハザード比は1．66、AD  
のハザード比は1．57に上昇した。   

393  ミコナゾール   ミコナゾールを含む52種類の薬剤について、クロザピンの代謝への影響をラットの  
肝ミクロソームを用いて検討した結果、ミコナゾールはクロザピンの代謝物である  
デスメチルクロザピンの生成をコントロールに比べ97％抑制した。   

394  塩酸バロキセテン水和物   バロキセチンを投与した成人男性を対象に、血清ホルモンレベル、精液分析、精  
子の断片化、性機能評価質問票について検討した結果、精子の断片化の平均値  
は、バロキセチン投与により有意に増加した。35％の男性に勃起機能の有意な変  

化、47％の男性に射精困難が認められたが、投与中止後回復した。   

395  アトル／くスタチンカルシウム水和物  IFNβ－1aによる治療で安定している再発寛解型多発性硬化症（MS）患者へのアト  
ル′くスタチン併用投与においてプラセボと比較した。結果、併用投与はMS活性リ  
スクを増大させ、新規MS病変発現と臨床的再発が有意に高かった。   
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一般的名称   報告の概要   

396   乾燥水酸化アルミニウムゲル   ダサチニブと制酸剤が同時に投与された場合、ダサチニブのCmaxは58％．、AUCは  
55％減少したが、ダサチニブの2時間前に制酸剤を投与した場合、ダサチニブの暴  
霞に変化は見られなかった。   

397  アスピリン・ダイアルミネート   シロリムス溶出性ステント留置手術後にアスピリン及び低用量チクロピジンの併  
用療法を受けた日本人2054人において、心血菅系の有害事象を1年間追跡調査  
した。心血菅イベントは7．3％で、血液透析は心臓死及び心筋梗塞、標的病変血行  

再建術の危険因子であった。   

398  リン酸オセルタミビル   7日齢の幼君ラットにオセルタミビルを単回経口投与したところ、中枢神経系特異  
的な行動所見は認められなかった。血液および脳におけるオセルタミビルおよぴ  
オセルタミビルカルポキシレート濃度を測定した試験では、幼若ラットは成熟ラット  
と比較して、オセルタミビルで2．3倍、活性代謝物で4．4倍であった。   

399  セレコキシフ   腺腫予防に対する本剤の有効性および安全性を検証する試験において、アテ  
ローム硬化性心疾患を有する患者において本剤投与群で心血管および血栓のリ  
スクが高まることが示唆された。   

400  塩酸ニロチニブ水和物   塩酸ニロチニブ水和物を少なくとも一度は投与しており、死亡のために再投与さ  
れなかった例は15例あり、そのうち13例は原病進行による死亡であった。メシル酸  

イマチニブ使用症例において投与中止の理由が死亡であるものは126例であっ  
ー（〉   

401  フマル酸ピソプロロール   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

402  メトトレキサート   1999－2008のニュージーランド保健省の全国ミニマムデータセットを用いて、メトト  
レキサートによる問質性肺炎の発症と緯度との関連性を調査したところ、緯度1度  
の増加あたり、MTXによる問質性肺炎の発現率が16％上昇することが示された。   

403  インスリン グラルギン（遺伝子租換  ドイツで1998年1月～2005年6月に既知の悪性腫瘍がない患者で、糖尿病の初回  
え）   治療としてヒトインスリン、アスバルト、リスプロまたはゲラルギン単独療法を受け  

たことのある患者のデータをもとにコホtト研究を行ったところ、インスリン投与量  
と癌の聞に全体的に相関性が認められ、ゲラルギンではヒトインスリンと比較し  
て、癌の発現率が高かった。   

404  インスリン ゲラルギン（遺伝子組換  インスリンの処方を受けた患者114，841例を追跡し悪性腫瘍の発現率を2年間観  
え）   察したところ、インスリングラルギン単独使用者では他のインスリン使用者と比較  

して乳癌リスクが高かづた。また、他のインスリンを併用♭ている インスリンゲラル  
ギン使用者で他のインスリンを併用している者に関しては相対リスクに差がなかっ  
ー○   

405  クラリスロマイシン   10例の健常人を対象に、クラリスロマイシンのトラゾドン・ゾルビデムに対する薬物  

動態学的・薬力学的相互作用について調べた結果、クラリスロマイシンとトラゾド  
ンの同時投与によって、トラゾドンのAUC，Cmaxの上昇と半減期の延長が生じ、ト  
ラゾドンの作用が強く現れることが示された。   

406  インスリン ゲラルギン（遺伝子組換  経口抗糖尿病薬、ヒトインスリンおよぴインスリンアナログが固形癌の発症リスク  
え）   に与える影響を検討するため、62，809例の患者を対象に、メトホルミンまたはスル  

ホニル尿素の単独療法、併用療法、インスリン療法の4群間で比較したレトロスペ  
クティブコホート研究において、スルホニル尿素の単独療法およぴインスリン療法  
はメトホルミンの単独療法と比較して、大腸癌及び膵癌の発症リスクが増加した。   

407  インスリン ゲラルギン（遺伝子組換  スコットランドにおける糖尿病臨床データベースを使用したコホート研究において、  

え）   インスリングラルギンのみ使用した患者群では他のインスリンのみを使用した患  
者群に比べて癌発生率が高く、特に乳癌発生率が高かった。一方、インスリングラ  
ルギンを他のインスリンと併用した場合の癌発生率はゲラルギン非使用群よりわ  
ずかな低値を示した。   
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一般的名称   報告の概要   

408  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   経口抗糖尿病薬、ヒトインスリンおよぴインスリンアナログが固形癌の発症リスク  
こ与える影響を検討するため、62．809例の患者を対象に、メトホルミンまたはスル  
ホニル尿素の単独療法、併用療法、インスリン療法の4群間で比較したレトロスペ  
クティブコホート研究において、スルホニル尿素の単独療法およぴインスリン療法  
はメトホルミンの単独療法と比較して、大腸癌及び陣癌の発症リスクが増加した。   

409  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   1991年～1996年にメトホルミンあるいはSU剤を新規に使用開始した患者12．272例  
を対象とし、メトホルミン使用開始群とSU剤使用開始群にわけてすべての症例に  
ついて最大9年間の追跡調査を行ったところ、メトホルミン使用群に比べSU剤使用  

群において癌関連死亡の危険率が高かった。また、両集団においてインスリン使  
用はインスリン未使用と比較して癌関連死亡の危険率が有意に高かった。   

410  塩酸テモカプリル   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

411  塩酸キナプリル   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β－遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

412  塩酸イミダブリル   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一連断薬、カルシウム桔抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

413  ベシル酸アムロジピン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム桔抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

414  ニトレンジピン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β－遮断薬、カルシウム桔抗薬）  
の使用により心血菅奇形のリスクの増加が認められた。   

415  塩酸ジルチアゼム   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティプなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム桔抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

416  塩酸テラゾシン   妊娠初期における降圧薬の使用上出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β－遮断薬、カルシウム措抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

417  メシル酸ドキサゾシン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  
研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β－遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

418  塩酸ベタキソロール   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β－遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。   

419  塩酸ブフエトロール   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム括抗薬）  
の使用により心血管奇形のリスクの増加が認められた。  
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一般的名称   報告の概要   

420  塩酸ペニジピン   妊娠初期における降圧薬の使用と出生児の先天性奇形との関連性について、妊  
娠初期に降圧薬を使用していた女性1418例を対象にレトロスペクティブなコホート  

研究を行った。その結果、降圧薬（ACE阻害薬、β一遮断薬、カルシウム措抗薬）  
の使用により心血菅奇形のリスクの増加が認められた。   

421  デュタステリド   デュタステリドの二つの大規模無作為化試験において、デュタステリドとαブロツ  
カーを併用した場合、心不全の発現率が高くなる結果が得られた。   

422  塩酸メトホルミン   2000年を境としてスウェーデン毒物情報センターの緊急電話応答サービスに寄せ  
られたメトホルミンによる中毒症状（乳酸アシドーシス）に関する問い合わせ件数  

が増加しており、2000年に．は9件であったものが2008年には102件となった。   

423  リスペリドン   オランザピン、クエチアピン、リスペリドン投与開始した統合失調症患者における  
ブドウ糖代謝の変化を無作為化可変用量試験で比較した結果、24週目の経口ブ  
トウ糖負荷試験における血糖値0－2時間曲線下面穣は、ベースラインからオラン  
ザピン群とリスペリドン群で有意に増加した。またインスリン感受性指数l．ま、オラン  
ザピン群及びリスペリドン群で有意に低下した。   

424  シクロスポリン   腎移植後においてシクロスポリンを投与された女性患者50例、腎移植後にシクロ  

スポリンを投与されていない女性患者51例および腎移植実施歴のない女性181例  
の3群を比較した結果、乳腺線雑腺腫の発現はそれぞれ14％、2％、2．8％であり、シ  
クロスボリン投与群の有病率は他群と比較して有意に高かった。   

425  バクリタキセル   閉経前乳癌患者に対して行われた単剤術前化学療法100例について、術前化学  
療法が無月経および閉経に及ぼす影響について調べた結果、無月経発生率は、  
バクリタキセル91．2％、エビルビシン57．1％、ドセタキセル91．1％であり、関連する有意  

な因子は年齢、薬剤、術前化学療法の完遂であった。   

426  アダリムマブ（遺伝子租換え）   非感染性眼炎症患者7957例を対象に、免疫抑制剤の投与による死亡率及び癌  
死亡率め関連性についてレトロスペクティブコホート研究を行った結果、TNF阻害  
剤投与群において死亡率・癌死亡率の有意な上昇が認められた。   

427  プランルカスト水和物   プランルカスト水和物を服用した妊婦における胎児への影響を調査したところ、器  
官形成期の妊婦24例中、停留皐丸1例、心室中隔欠損1例が認められた。   

428  クラリスロマイシン  10例の健常人を対象に、クラリスロマイシンのトラゾドン・ゾルビデムに対する薬物  
動態学的・薬力学的相互作用について調べた結果、クラリスロマイシンとトラゾド  
ンの同時投与によって、トラゾドンのAUC、Cmaxの上昇と半減期の延長が生じ、ト  
ラゾドンの作用が強く現れることが示された。   

●  

429  アムロジピンベシル酸塩・アトルバ  lFNβ－1aによる治療で安定している再発寛解型多発性硬化症（MS）患者へのアト  
スタテンカルシウム水和物配合剤  ル／くスタチン併用投与の安全性について、プラセボと比較した結果、併用投与は  

MS活性リスクを増大させ、新規MS病変発現および臨床的再発が有意に高かっ  
た。   

430  塩酸イリノテカン   イリノテカンによる治療を受けている結腸直腸癌患者96例を対象とした、  
UGTIAl＊28及びc．－3156G〉Aの遺伝子多型と重度の下痢との関連に関するプロス  
ペクティブコホート研究において、UGTIAl＊28を2コピーもしくはc．－3156G〉Aを2コ  
ピー有する患者において下痢のリスクが有意に高かった。   

431  リファンピシン   CYP3AおよぴCYP2D6により肝臓で代謝されるオキシコドンをリファンピシンと併用  

した場合に、オキシコドンの薬理学的効果を検討する試験において、リフアンピシ  
ンはオキシコドンのAUC曲線を53％、86％減少させ、経口投与でのバイオアベイラビ  

リティは69％から21別こ減少した。   
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一般的名称   報告の概要   

432  ジクロフエナクナトリウム   NSAIDsの使用と心血管イベントのリスクについてコホート研究を行った結果、  

COX－2選択的阻害薬及びジクロフエナク使用群では、死亡及び心筋梗塞の発生  
リスクが非使用群に比べて高く、また、用量依存的にリスクが高くなった。   

433  エポエテンβ（遺伝子組換え）   頭頚部癌患者に対し化学療法の併用を含む放射線療法とエリスロポエチン製剤  
を使用した場合の予後についてメタアナリシス解析した結果、エリスロポエチン併  
用群では放射線療法のみの群と比較して全生存期間およびLoca‡regional  
progressionfreesurvivalが有意に悪化した。   

434  メトトレキサート   脳転移を有する乳癌患者50例を対象にcarmustineとメトトレキサートの併用療法  

の有効性と安全性を検討したところ、死亡例が2例認められ、Grade3～4の貧血・  
好中球減少症・血小板減少症・疲労が認められた。   

435  メトトレキサート   新たに急性リンパ性白血病と診断された小児498例を対象に、初期治療にメトトレ  
キサート、寛解導入療法にprednisone、ビンクリスチン、ダウノルビシン、アスパラ  
ギナーゼを用いて、予防的全脳放射線照射を治療から除外可能かを調査する臨  
床試験を行った結果、死亡例として寛解導入中の敗血症2例、併用治療中の虫垂  
炎1例、再導入中の細菌性敗血症2例、肝不全1例、継続治療中の敗血症1例が認  
められた。   

436  イトラコナゾール   オランダ医薬品安全性監視センターLarebにおいてイトラコナゾールと膵炎の関連  
性についてのシグナルを検出した。オランダ医薬品安全性監視センターに報告さ  
れた4例の他、WHOのモニタ）ングセンターには37例、Eudravigilanceのデータベー  
スに15例の報告を受けていることがわかった。   

437  塩酸ノギテカン   2次化学療法としての再発小細胞肺癌に対する経口塩酸ノギテカンと静注ペパシ  
ズマブ併用療法の第lI相試験において、リスク・ベネフィット分析を実施した結果、  
経口塩酸ノギテカン単独投与群に比べて、ペパシズマブ併用群においてグレード3  
～5の重篤な感染症のリスクの増大が認められた。   

438  オキサリプラテン   切除術後のステージⅡもしくはⅢの結腸癌患者2246例を、術後療法として  
しV5FU2を行った群とFOLFOX4を行った群に無作為に割り付けた試験において、  
二次癌がLV5FU2群で6，1％、FOLFOX4群で5．1％発現した。   

439  エストラジオール   50～79歳のデンマーク人女性909，946例を対象としたプロスペクティブコホート研  
究において、ホルモン療法を受けたことがない女性と比較するとホルモン療法を  
受けている女性の卵巣癌罷患率は1．38倍であった。   

440  リンゴ酸スニチニブ   ヘミ接合体rasH2トランスジェニツクマウスを用いたリンゴ酸スニチニブの6ケ月が  

ん原性試験の結果、25mg／kg／day以上を投与した群のメスにおいて、同系統のマ  
ウスで自然発生する血管肉腫の発生頻度が上昇し、75もしくは50mg／kg／dayを投  

与した群では胃十二指腸の腫瘍が認められた。また、以前に同マウスで行った1ケ  
月がん原性試験で200mg／kg／day投与群に認められていた胃粘膜肥厚が本試験  
の25mg／kg／d8y投与群で確認された。   

441  レフルノミド   妊娠初期にレフルノミドに暴露された影響を新生児の先天異常の発現率において  
評価するため、レフルノミドを服用し、関節リウマチと診断された妊婦64例の患者  
群、妊娠中にレフルノミドを服用せず、催奇形性物質に暴露されていない関節リウ  
マチと診断された妊婦108例の比較群、およぴ、関節リウマチおよび他の自己免  
疫疾患と診断されておらず、催奇形性物質に暴露されていない健康な妊婦78例  

の比較群の3群間で比較したところ、先天異常の発現率に有意な差は認められな  
かった。   

442  レポホリナートカルシウム   未治療の胃癌患者48例に対してオキサリプラテンに続いてロイコポリンおよび5－  

フルオロウラシル持続注入を2週間毎に投与した試験において、47例中、1例が感  
染合併症で死亡し、Grade3～4の好中球減少症が36．1％発生した。   

443  マレイン酸フルボキサミン   30才以上の非糖尿病患者において、抗うつ薬と糖尿病のリスクの関連について症  

例対照研究を行った結果、過去2年間抗うつ薬を使用しなかった場合と比べ、最  
近24ケ月以上中・高用量の抗うつ薬を使用した場合、糖尿病のリスクが上昇した。   
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一般的名称   報告の概要   

444  ジクロフエナクナトリウム   人工股関節全置換術中の出血に及ぼす非ステロイド性抗炎症薬の影響につい  
て、手術前2週間にジクロフエナク（18例）、rOfecoxib（17例）、プラセボ（16例）を服用  

した群で調査した結果、手術後重篤な有害事象によりそれぞれ6例、5例、2例が  
試験を中止した。ジクロフエナク投与群の平均出血量はプラセボ群と比べ32％増加  
し、rOfecoxib投与群では7％増加した。   

445  エストラジオール   ホルモン避妊薬（HC）による静脈血栓塞栓症（VTE）の発現と鎌状赤血球形成傾向  
（SCT）との関連について検討した結果、VTE発症群は未発症群と比べHC使用者  

が有意に多かった。また、SCTを有するHC使用者のVTE発症リスクは、SCTを示さ  
ないHC使用者に比べて有意ではないものの高かった。   

446  マレイン酸フルボキサミン   30才以上の非糖尿病患者において、抗うつ薬と糖尿病のリスクの関連について症  
例対照研究を行った結果、過去2年間抗うつ薬を使用しなかった場合と比べ、最  
近24ケ月以上中・高用土の抗うつ薬を使用した場合、糖尿病のリスクが上昇した。   

447  塩敢リトドリン   母胎に投与された子宮収縮剤が新生児の骨代謝に及ぼす影響について、妊娠  
27－37遇に分娩した単胎妊娠管理症例91例（塩酸リトドリン投与群、塩酸リトドリン  
＋硫酸マグネシウム併用群）を対象に、母体血のCa値を比較した。その結果、塩酸  
リトドリン単独投与により母体Ca値の低下を認め、塩酸リトドリン＋硫酸マグネシウ  
ム併用ではさらに低下した。   

448  ポリコナゾール   ポリコナゾールの血中濃度モニタリングの有用性を評価するため、文献情報から  
メタ解析を行った試験lこおいて、6．OJノg／mLでcuto付値とした場合では肝機能障害  
の発現率に有意な差が認められた。   

449  ポリコナゾール   ポリコナゾールの血中濃度と肝機能障害発現リスクとの関連性について、文献調  
重から解析した結果、血中濃度と肝機能陣書発現率との間に相関が認められた。   

450  フルコナソール   人工呼吸管理をした早産新生児を含む50例の新生児を対象に、ミダゾラムの新  
生児における効能・効果および用法・用量の評価を検討したところ、フルコナゾー  
ルがミダゾラムの血中濃度低下要因として認められた。   

451  リスペリドン   統合失調症患者において、第2世代抗精神病薬の使用と死亡の関連を検討した  
結果、死亡のリスクは、ペルフエナジン投与群と比較して、クエチアピン投与群で  
最も高く、クロザピン投与群で最も低かった。   

452  ニコチン   ニコチン補充療法（NRT）が冠動脈バイパス術（CABG）後の院内死亡率に及ぼす影  
響をレトロスペクティブに検討した結果、CABG後にNRTを受けた場合は、NRTを  
受けなかった場合あるいは非喫煙者と比較して死亡率の上昇が認められた。   

453  エストラジオール  50～79歳のデンマーク人女性909946例を対象としたプロスペクティブコホート研究  
において、ホルモン療法を受けたことがない女性と比較するとホルモン療法を受け  
ている女性の卵巣癌羅患率は1．38倍であった。   

454  リスペリドン   スウェーデンの出生登録から、妊娠初期に抗精神病薬又はリチウムを使用した患  
者570人の子の奇形率を算出した結果、先天異常のリスクが有意に上昇した。そ  
の原因は主に心血管系異常（心房、心室中開欠損）であった。   

455  デカン酸ハロペリドール   スウェーデンの出生登録から、妊娠初期に抗精神病薬又はリチウムを使用した患  
者570人の子の奇形率を算出した結果、先天異常のリスクが有意に上昇した。そ  
の原因は主に心血管系異常（心房、心室中隔欠損）であった。  
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一般的名称   報告の概要   

456  酢酸テリパラチド   テリパラチドのラットにおける非臨床試験、ヒトにおける臨床試験・患者の治療歴  
を分析した試験において、重度の骨租髭症に対してテリパラチド投与を受けた患  
者において、2例日の骨肉腫発症が報告された。   

457  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  肝細胞癌患者に対する肝動脈化学塞栓療法（TACE）、綾皮的エタノール注入療法  
ル   （PEl）／ラジオ波焼灼療法（RFA）、TACE／PEl又はTACE／RFA併用療法について調  

査した結果、TACE群では急性胆嚢炎及び肝不全が、PE［／RFA群では腹腔内出血  

及び針穿刺経路播種が、併用群では胆汁性嚢胞、腹腔内出血及び肝不全が主  
に発現した。   

458  ヒトインスリン（遺伝子組換え）   465人の肝細胞癌患者を対象としたレトロスペクティブケースコントロール研究に  
おいて、インスリンを使用している糖尿病患者で発癌リスクの上昇が示唆された。   

459  硫酸アミカシン   アミノグリコシド系薬剤関連性腎毒性の発現率とリスク要因を検討するために、ア  
ミノグリコシド系薬剤療法を開始している360例を評価したところ、209例にアミドグ  

リコシド系薬剤関連性腎毒性が発現した。   

460  塩酸ドキソルビシン   非転移性骨肉腫患者71例に対して、メトトレキサート、シスプラチン、ドキソルビシ  
ン、イホスファミドで治療した試験のデータを、性差および年齢差による副作用発  
現の違いについて解析した結果、女性および4－14歳の小児においてグレード4の  
好中球減少症、血小板減少症、発熱性好中球減少症の発現率が有意に高かっ  
－0   

461  ノルエチステロン・エチニルエストラ  45歳以下の女性の生活因子・妊娠歴■経口避妊薬使用とエストロゲン受容体tプ  
ジオール   ロゲステロン受容体・ヒト上皮増殖因子陰性の乳癌発症リスクとの関連性につい  

て、2つの母集団ベースのケースコントロール研究から調査した結果、1年以上の  
経口避妊薬使用による乳癌の発症リスクが2．5倍、40歳以下では4＿2倍となること  
が示された。   

462  ジクロフェナクナトリウム   NSAtDsの使用と心血管リスクについて、基礎疾患として心不全のある患者で調査  
した結果、NSA（Dsの使用により、死亡、心筋梗塞、心不全のリスクが有意に上昇  
し、死亡及び入院のリスクは用量依存的に上昇することが示された。   

463  エストラジオール   乳腺腫癌形成モデルラットを17β－エストラジオール（E2）またはE2＋プチル化ヒド  

ロキシアニソール（BHA）で処理したinvivoの検討において、E2＋BHA処理のラット  
における腫瘍発生率は24％であるのに対し、E2処理のラットでは82％と高かった。エ  
ストロゲンを介する酸化ストレスは、エストロゲン依存性乳癌の発現に寄与してい  
ることが示唆された。   

464  インフリキシマブ（遺伝子組換え）  22歳以下の患者のうち、18歳以下でのインフリキシマブ暴露歴のある患者で20件  
の悪性腫瘍が報告されているが、インフリキシマフ以外にも免疫抑制療法の併用  
や合併の自己免疫疾患などが発現要因として考えられた。   

465  塩酸オクスプレノロール   β遮断薬未使用の患者において、非心臓手術の周術期にβ遮断薬を使用した際  
のリスクをメタアナリシスで評価した。結果、プラセポと比較して心筋梗塞発現は  
減少したが、卒中発作発現は有意に増加し、死亡率の増加傾向が見られた。   

466  クエン酸タモキシフエン   1298例の乳癌患者を対象に、CYP2D6阻害活性を有する薬剤とタモキシフエンの  

併用と、乳癌再発率との関連性をレトロスペクティブに解析した結果、タモキシフェ  
ン単独群I＝比べ、CYP2D6阻害剤併用群で2年間乳癌再発率が1．9倍高かった。  
CYP2D6阻害剤併用群のうち、中程度一強力なCYP2D6阻害作用を有する選択的  
セロトニン再取り込み阻害剤（セルトラリンリくロキセテン・仙oxetine）併用群の乳  

癌再発率はタモキシフエン単独群の2．2倍であった。   

467  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  ウサギの門脈圧冗進症モデルに、シスプラチン／本剤（CDDP／Lip）を肝動脈内投  
ル   与して血小板数の変動を検討したところ、門脈部分結集により軽度に低下した血  

小板数はコントロールでは変化しなかったが、CDDP／Lip投与により有意に減少し  

た。   



一般的名称   報告の概要   

468  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  

ル   用シスプラチン／本剤（CDDP／Lip）動注療法を行ったところ、3例で血小板減少  
（grade2）が認められ、全例で一時的な肝障害（gradel）および腹水が認められた。   

469  塩酸クロカプラミン   抗精神病薬を開始した66歳以上の糖尿病患者において、抗精神病薬と高血糖の  
リスクをケースコントロールデザインで検討した結果、抗精神病薬の開始により、  
高血斗掛こよる入院のリスクが有意に上昇した。このリスクは治療の初期過程にお  
いて高かった。   

470  デカン酸ハロペリドール   スウェーデンの出生登録から、妊娠初期に抗精神病薬又はリチウムを使用した患  
者570人の子の奇形率を算出した結果、先天異常のリスクが有意に上昇した。そ  
の原因は主に心血管系異常（心房、心室中隔欠損）であった。   

471  ホリナートカルシウム   直腸腺癌患者177例をUFT／し∨と放射線療法を併用したネオアジュ′くント化学放  
射線療法（CRT）90例および放射線単独療法（RT）87例に無作為に割り付け、第ⅠⅠⅠ  
相試験を行った結果、グレード4の下痢がCRT群で発現し、死亡がCRT群で1例、  
RT群で3例認められた。   

472  レポホリナートカルシウム   イリノテカンおよぴオキサリプラチン難治性の転移性大腸癌患者52例に対してセ  
ツキシマブ、イリノテカン、5－FU、ロイコポリンで治療を行った結果、1例が敗血症  
を伴う好中球減少症により死亡した。   

473  レポホリナートカルシウム   再発または転移性胃腺癌患者に対してイリノテカン／オキサリプラテン併用療法  
（IO）もしくはオキサリプラテン／フルオロウラシル／ロイコポリン併用療法（FOLFOX4）  

を無作為に行った結果、各群1例ずつ死亡した。また、グレード3／4の嘔吐、下痢、  
好中球減少、発熱性好中球減少がIO群で、貧血、グレード2の神経毒性が  
FOLFOX4群で高頻度に発症した。   

474  レポホリナートカルシウム   病期Ⅲの大腸癌患者3018例に対する術後補助療法として、フルオロウラシル／ロ  
イコポリンの投与に加えてイリノテカン投与群と非投与群に無作為に割付けた試  
験において、イリノテカン投与群で、グレード3／4の消化管関連有害事象および好  
中球減少の発現率が上昇し、イリノテカン非投与群の3例で死亡が認められた。   

475  アスピリン・ダイアルミネート   冠動脈ステントを留置しアスピリンとクロビドグレルで抗血栓療法を受ける1348人  

において、心有書事象（死亡、心筋梗塞、榛的部位での血管再建術）、大出血（頭  
蓋内出血、眼内出血、後腹膜出血）、局所血腫と男女差との関連を調査した結果、  
心有書手象及び大出血は男女で差が見られなかったが、ステント留置30日後の  
血腫の発現率は女性は22％、男性は5．8％であった。   

476  アルプロスタジル   プロスタグランジンEl製剤を用いた動脈管依存性先天性心疾患患者258例を対象  
とし、低ナトリウム血症に関して後方視的に検討したところ、低Na血症は中等度79  
例、重度47例であった。また、低出生体重、早産児、心房性ナトリウム利尿ペプチ  
ド高値例で低Na血症を来しやすい傾向にあった。   

477  アセトアミノフ工ン   アセトアミノフエンと喘息又はアレルギー性鼻炎との関連を分析するため、18617  
人を年齢ごとに3群（6－7歳、13－14歳、20－44歳）に釧ナ、アンケート形式で調査を  
行った結果、少なくとも月1回以上アセトアミノフエンを使用した場合、3群とも喘鳴、  
日中安静時の息切れ発作、アレルギー性鼻炎の発現のリスクは有意に上昇し  
ー．．．0   

478  アセトアミノフエン   アセトアミノフエンと喘息又はアレルギー性鼻炎との関連を分析するため、18617  
人を年齢ごとに3群（6－7歳、13－14歳、20－44歳）に分け、アンケート形式で調査を  
行った結果、少なくとも月1回以上アセトアミノフエンを使用した場合、3群とも喘鳴、  
日中安静時の息切れ発作、アレルギー性鼻炎の発現のリスクは有意に上昇し  

479  デカン酸ハロペリドール   静脈血栓症のリスクファクターのない患者において抗精神病薬の使用と肺塞栓症  
の関連をケースコントロールスタディで検討した結果、非使用群と比べて現在抗精  
神病薬を使用している患者で有意にリスクの上昇が認められた。定型抗精神病薬  
のうち、低力価抗精神病薬服用患者で最もリスクが上昇した。   
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一般的名称   報告の概要   

480  酒石酸トルテロジン   高齢者による抗コリン作用を有する薬剤の使用と認知機能低下・認知症のリスク  
こついて、65歳以上の4，128例の女性およぴ2．784例の男性を対象に前向きコホー  

ト研究を行った。その結果、抗コリン薬を使用している高齢者は認知低下や認知  
症の発症リスクが増大し、使用中止によりリスクが減少することが示唆された。   

481  トピラマート   トピラマートの急速漸増投与法（50mg／日で開始し、1．2週間ごとに50mgずつ増量）  

とうつ病の既往（HxDEP）、熱性疫学の病歴（FS）及び海馬硬化（HS）等のうつ病発  
症のリスク因子との関連についてレトロスペクティブな解析を行った結果、急速漸  
増投与法は通常漸増投与法と比較して、うつ病発症のリスクが5倍高かった。ま  
た、急速漸増投与法によりうつ病発症のリスクは、FSでは12．7倍、HxDEPでは23．3  
倍、およぴHSでは7．6倍増加した。   

482  メトトレキサート   二次性の悪性腫瘍（SMN）リスクに対するメルカプトプリン／メトトレキサート維持療  

法の潜在的な影響を探索するため、NordicSocietyforPaediatricHaematology  
andOncolo訂急性リンパ性白血病－92プロトコールに準拠した治療を受けた急性リ  

ンパ芽球性白血病小児患者1，614例中、20例にSMNが発現が認められた。   

483  プロピオン酸クロベタゾール   アトピー性皮膚炎（AD）と局所糖質コルチコイド（TCS）および局所カルシニューリン  

阻害剤の使用とリンパ腫発生リスクとの関連について検討したケースコントロール  
研究において、TCS使用によるリンパ腫発症リスクの増加が認められ、TCSの力  

価と投与期間に依存して増加することが示された。   

484  ミダゾラム   エフアビレンツの単回投与によるCYP3A4の影響を調べるため、健常な男女各6人  
こCYP3A4の基質であるミダゾラムを1、8、13、18、23、29日目に投与、エフアビレ  
ンツを7日目に投与し、ミダゾラムとその代謝体の血中濃度変化を調査した。その  
結果、ミダゾラムのAUCは1日目に比べ8日目、13日目では有意に減少した。   

485  リン酸オセルタミビル   英国にて、学校における公衆衛生措置についての知見を得るため、リン酸オセル  
タミビルの予防投与の効果と副作用発現率について、11－12歳の児童を対象に調  
査した結果、体調不良33．2％、頭痛24．3％、腹痛21．1％、疲労感17．0％、嘔吐10．9％、集  
中困難7．7％、下痢6．9％、皮疹1．2％であった。   

486  リン酸オセルタミビル   2009年4－5月にインフルエンザA（HINl）ウイルス確定例のあったロンドンの小中  
学校の児童を対象に、リン酸オセルタミビルの予防投与状況と副作用に関するオ  
ンライン調査を行った結果、オセルタミビル予防投与の児童85例中45例（53％）で副  
作用が認められ、40％で消化器障害が、18％で精神神経系障害が認められた。   

487  メルカプトプリン   二次性の悪性腫瘍（SMN）リスクに対するメルカプトプリン／メトトレキサート維持療  

法の潜在的な影響を探索するため、NordicSocietyforPaediatricHaematology  
andOncology急性リンパ性白血病－92プロトコールに準拠した治療を受けた急性リ  

ンパ芽球性白血病小児患者1614例中、20例にSMNが発現が認められた。   

488  非ピリン系感冒剤（4）   アセトアミノフエンと噛息又はアレルギー性鼻炎との関連を分析するため、18617  
人を年齢ごとに3群（6－7歳、13－14歳、20－44歳）に分け、アンケート形式で調査を  
行った結果、少なくとも月1回以上アセトアミノフエンを使用した場合、3群とも喘鳴、  

日中安静時の息切れ発作、アレルギー性鼻炎の発現のリスクは有意に上昇し  

489  セレコキシフ   1．660例を対象としたセレコキシブの腺腫予防に関するセレコキシフ無作為化試験  
において、CYP2C9＊2（R144C）およぴCYP2C9＊3（I359L）の遺伝子多型を有する患  

者群において心血管系障害、腎障害、高血圧等のリスクの有意な増加が認めら  
れた。   

490  エストラジオール   卵巣切除ラットにあらかじめ性ホルモン依存性腫瘍を誘発する化学発癌物質を投  
与した後に、17ベーターエストラジオール（E2）を投与した試験において、E2投与群  

では非投与群と比べて腫瘍数の有意な増加が見られた。   

491  ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステ  n－プチルシアノアグルートヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステルを用いた豚4頭  

ル   の上腸間膜動脈領域への塞栓術の結果、腸管は5分以内に肉眼的色調変化を認  
め、リピオドールの割合が高いほど色調変化が強い傾向が見られ、血流障害の  
程度が強くなった可能性が示唆された。  
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一般的名称   報告の概要   

492  塩酸ポリドロニウム   3種のマルチパーパスソリューション（MPS）と4種のシリコーンハイドロゲルコンタク  

トレンズ（SHCL）の組み合わせと角膜ステイニングの程度について調査した結果、  
SHCLの種類によらず、塩化ポリヘキサニドを含むMPS－3を使用した場合に、塩化  
ポリドロニウムを含むMPS－1、塩化ポリヘキサニドを含むMPS－2よりも有意に角膜  
ステイニングの発生とその重症度が高かった。   

493  染毛剤   28歳、原疾患として気管支喘息、アトピー性皮膚炎のある女性。本剤使用後に顔  
が腫れ、喘息圭積発作、皮膚癌痺症、寺麻疹を発現し、救急搬送された1例（本製  
晶使用前に／くッチテストは行っていない）。点滴処置を行い8時間後に軽快、退  
院。その後、血液検査及び皮膚検査を行ったが、本製品によるアレルギー反応と  
言える原因は認められなかった。併用していた薬剤にアスピリンあり。   

494  塩酸ポリヘキサニド   右眼にアカントアメーバ角膜炎を発現した1例。角膜に痛みがあり、角膜上皮混  
濁、角膜実質浸潤、結膜充血と診断（視力は5／20）され、治療後、患者視力は  
10／20に回復した。本製品がアカントアメー／く角膜炎のリスクファクターである可能  
牲が示唆された。   

495  染毛剤  59歳女性。これまで頭皮にトラブルを起こした経験lまなく、アレルギー歴もない。本  
製品使用後に顔面の腫れ、痔み、赤み、頭皮にブツブツを発現し入院され、点滴  
処置を行い5日後に軽快した。なおパッチテストは行っていない。   

496  シャンプー   本剤を3回ほど使用したところ、家族4人全員が首に発疹を発現した。うち、小学生  
女児は、約2週間後に発熱と全身の発疹のため入院。その後、回復。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

山  A型肝炎  Eurosurveillance  チェコ共和国PHPAによると、2008年にA型肝炎確定症例が1616例報告されたが、これは2003  
2009；、14：19091  ～2007年までの年間平均報告数153例（70～322例）と比べて10．6倍であった。この感染拡大  

は、初期には薬物静注濫用者と関係しており、約1／4の症例はヒトーヒト感染によるものと考えら  
れたが、年の後半では恐らく長期間に亘るA型肝炎罷患率の低下で感受性の増大した一般住  

民において拡大したと考えられた。   

2  A型肝炎  VoxSanguinis  加熱及び高静水圧の物理的不活化処理法で4株のA型肝炎ウイルスの不活化を行ったとこ  
2009；96：14－19  ろ、それぞれの処理はHAV感染性を3～5loglOの範囲で低下させた。また、血液製剤のウイル  

ス汚染に対する安全性を評価するのにもっとも適した株は、耐熱性のKRM238であった。   

3  B型肝炎  TransfusionMed．  
2008；18：379－381   

4  B型肝炎  日本肝臓学会第  日本の首都圏において、HBVの中でも慢性化率の高いgenotypeAは急速に増加しており、新  
37回東部会 0－  規日本人キャリアからの二次感染が疑われることが急性B型肝炎症例の検討から明らかに  
85   なった。   

5  B型肝炎  日本小児感染症  母親がHBsAg陰性かつ家族内に患者以外のHBVキャリアが存在する成人及び小児HBVキヤ  
学会第40回総会■  リアである7家族を対象とし、HBV全遺伝子解析に基づく分子系統樹を用いて感染源を検索し  
学術集会 ト20  たところ、3家族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分子疫学的に感染  

経路を証明できた。   
6  B型肝炎C  ProMED－   パキスタンSindh地方、BadinにおいてB型及びC型肝炎が増加している。Badin及びその周辺の  

型肝炎  mai120081201．377  
3   ルス検査無しの輸血と述べられている。   

7  B型肝炎C  日本輸血細胞治  2004～2007年の4年間に確認された輸血ウイルス感染症は、HBV50例、HCV3例、HEV4例、ヒ  
型肝炎  療学会誌 2009；  トパルボウイルスB19が4例である。輸血細菌感染症はRC－MAPによるY．enterocolitica感染2  

55：Y－1－2   例、PCによるS．aureus感染1例であった。   

8  C型肝炎  第32回日本血液  1999年7月～2008年3月までにNATで検出された111本のHCV－RNA陽性検体のGenotype解析  
事業学会総会  の結果、Genotype2aが最も多〈、1bと2bがほぼ同数であった。   

9  C型肝炎  日本輸血細胞治  本邦で20プールNAT導入後、NAT陰性献血血液由来の血液製剤からHCV感染が初めて報告  
療学会誌2009；  
55：0－054   

10  E型肝炎  AABBAnnual  2005～2007年に北海道で実施したプールNATによるHEV－RNAスクリーニングの結果、献血者  
Meetingand   の約1／8．300はHEV－RNA陽性であった。ほとんどの献血者は動物内臓を摂取しており、無症候  
TXPO2008   性であったが、ウイルス血症は数ヶ月問持続した。   

皿  E型肝炎  ClinInfectDis  急性白血病の33歳の男性がE型肝炎を発症し、HEV遺伝子検査の結果、重複する時期に同じ  
2009；48：373－374  病棟に入院していた別のE型肝炎患者から感染していたことが示唆された。   

12  E型肝炎  Transfusion2008：  日本全国でALT高値のため献血不適となった献血者の血液検体に、HEVマーカー（HEV－RNA  
48：2568－2576  及び抗HEV抗体）が認められ、いずれのマーカーとも東日本の方が西より高かった。   

13  E型肝炎  日本ウイルス学会  HEVGenotype3型の感染が確認されている豚舎周辺のドブネズミの感染保有状況の調査。  
第56回学術集会  9／56匹のドブネズミからHEV－RNA（Genotype3）が検出され、11／56匹からHEV抗体が確認され  

2PO21  ・■－○   

14  E型肝炎  日本ウイルス学会  タイの養豚場における蓄菌類のE肝ウイルスの検出。養豚場に生息するラットから、ブタから  
第56回学術集会  分離されたHEV－RNAと一致するHEV－RNAが分離された。ラットがE型肝炎ウイルスを蓄積す  

2PO22   る宿主となっている可能性がある。   

15  HHV－8感染  Transfusion2008；  米国の供血者のヘルペスウイルス8（HHV8）ゲノム陽性率について、高感度定量RT－PCR法  
48：SuppIement  （検出限界8コピー）より684名の検体を分析したがHHV8ゲノムは検出されず、健康な供血者に  
105A   おけるHHV8陽性率は非常に低かった。   

16  Eurosurve‖ance  ヨーロッパにおいて報告された人口100万人当たりの新規HIV感染率は、2000年以降ほぼ2倍  
2008；13（50）：   となった。2007年は、当該地域53カ国中49カ国から合計48．892例のHIV感染が報告され、エス  

I I 19066   トニア、ウクライナ、ポルトガルとモルドバ共和画で感染率が最も高かった。   

中国におけるHIV感染者70万人、AIDS発症者8万5千人と推定。  2007年、   Lancet2008；372：  

1791－1793  
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N0．  感染症（PT）   出典   概要   

18  HIV   Nature2008；455：  2007年10月、中国における川∨感染者は70万人を記録。以前は感染有病率は0．04～0．07％と  
609－611   低推移を示していたが、2006年以降は8％と増加し、雲南、新瓢ま4～6万人、広西、広東は3  

～4万人を記録している。   

19  川V   Retroviology  シエラレオネ共和国から米国への移民男性においてHIV－2の新たなグループ（HIV－2－NWK－  
2008；5：103   08F）が分離された。シエラレオネのサルの一種で確認されているサル免疫不全ウイルスと系  

統学的に類似している。感染者はサル接触歴、刺青、針刺し、輸血歴もなくヒトヒト感染が疑  
われている。   

20  インフルエ  CCDRFIuwatch  カナダにおける季節性インフルエンザ流行状況報告。米国で、ブタインフルエンザA（HINl）の  
ンザ   2008－2009  ヒトへの感染例が1例報告されたことも述べられている。   

weekO9  

21  インフルエ  CDCWeekly   米国アイオワ州で、2009年2月22′・■28日に、ブタインフルエンザA（HINl）のヒトへの感染例が1  
ンザ   Repo止川∪  例報告された。   

summary update 
2009Mar6  

22  インフルエ  CDCWeekly   2009年2月22日から28日の8週間において、米国での季節性インフルエンザ発生は概ね前の  
ンザ   Report／仙   過と同じ水準であった。インフルエンザA（Hl，H3，UnSubtyped）およぴBlこついて、米国地域ご  

SummaryUPdate  
weekO8   

23  インフルエ  CDC／MMWR   米国におけるインフルエンザの活動性に関する報告。2008年12月にサウスダコタにおいてブタ  
ンザ   2009；58：115－119  インフルエンザA（HINl）に感染した症例1例（19歳）に関する報告。   

24  インフルエ  CDC／MMWR   2009／4／17米CDCはカリフォルニア南部の小児2例の熱性呼吸器疾患をブタインフルエンザA  
ンザ   2009；58：1－3   （HINl）感染であると特定した。アマンダジン、リマンダジンに抵抗性があり、2症例から検出さ  

れたウイルスは、米国やそれ以外の国でも報告されたことがないブタ又はヒトインフルエンザ  
ウイルスの遺伝子片を併せ持っていた。いずれの小児もブタとの接触はなく、感染源は不明で  
ある。   

25  インフルエ  CDC／MMWR   新規のインフルエンザAウイルスに関して、2009年2月28日にアイオワ州からブタインフルエン  
ンザ   2009；58：369－374  ザA（HINl）の3歳男児への感染例が報告された。ブタへの密接な接触が確認されている。男  

児は回復している。米国における今シーズン3例日のブタインフルエンザ感染例である。   

26  インフルエ  EmerglnfectDis  米国で2005年12月にインフルエンザA型と診断された17歳少年の鼻洗浄検体から分離された  

ンザ   2008；14：1470－  ウイルスは、CDCで決定されたウイルスの全ゲノム配列から、ブタインフルエンザA（HINl）トリ  
1472   プル再集合体ウイルス（A／Wisconsin／87／2005日INl）と同定された。患者は発症の3日前にブ  

タの屠殺を手伝っており、ブタの呼吸器分泌物が感染源として最も疑われた。   

27  インフルエ  Eurosun／e＝ance  2008年11月8日、スペイン北東部、家内養豚場勤務の50歳女性がインフルエンザ様症状を発  
ンザ   2009；14：1－2  症し、ブタインフルエンザAHNlが検出された。近縁者、同僚等での症状は認められていな  

い。   

28  インフルエ  ProMED－   スペインにおいて2008年11月、養豚場で働く50歳女性がインフルエンザ種痘状を呈した。2009  

ンザ   mai120090220．071  年1月13日国立インフルエンザ研究所より、ブタ由来のインフルエンザA（HINl）の可能性があ  
5   ると報告された。   

29  インフルエ  NEnglJMed  米国での2005年から2009年における調査の報告。3種（トリ、ヒトおよぴブタ）が再集合したブタ  
ンザ   2009；360；2816－  

25   

30  インフルエ  ProMED一   CDCはインフルエンザ活動性の最新情報で、ブタに数回接触後にブタインフルエンザA／HINl  
ンザ   mai120081125．371  

5   ヒト症例がある。この患者は10月中旬に病気になったと、テキサス州保健サービスは報告して  

いるが、詳細は不明である。患者の家族や接触者では発症しなかった。   

31  インフルエ  VirusRes．2009；  中国のブタからヒト様HINlインフルエンザウイルスが検出され、ブタがヒトにおけるパンデミツ  
ンザ   140：85－90   クを引き起こす古典的なインフルエンザウイルス保有宿主である証拠が示された。   

32  インフルエ  日本ウイルス学会  タイで分離された豚インフルエンザウイルス12株の遺伝子について系統解析を行い、9つの遺  
ンザ   第56回学術集会  

2EO5   

33  
ルエンザ  エンザに感染した例はこれまで報告されたことが無く、新型インフルエンザについても報告され  

I I t   ていない。現時点で、輸血のメリットは新型インフルエンザの理論的リスクをはるかに上画る。   

なお、血策分画製剤については製造工程におけるクリアランスが十分であることが確認されて いる。  
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

34  新型インフ  CDC／NMWR   2009年4月24B、CDCはテキサス州とカリフオルニア州にて、ブタインフルエンザA（HINl）ウイ  
ルエンザ  58（17）；470－472  ルス感染確定症例8例を報告した。米国患者から同定されたウイルスはメキシコ患者のものと  

2009年5月8日  遺伝的に類似していると確認された。4月24日移行、米国およぴその他の国々においてブタイ  

ンフルエンザA（HINl）ウイルス感染症例は増加し続け、4月28日時点の米国症例の約半数（45  
例）はニューヨーク市の高校生と職員であった。   

35  新型インフ  CDC2009／06／26  2009年6月25日までに米国で確認された新型インフルエンザA／HINl感染確定例及び可能性  
ルエンザ  NovelHINIFlu  

SituationUpdate   

36  新型インフ  CDC／MMWR   ブタインフルエンザA（HINl）ウイルスに感染した追加の6症例について。カリフォルニアのサン  
ルエンザ  2009；58：1－3  ディエゴで3例、インペリアルで1例、テキサスのグァダルべで2例報告された。これらの患者か  

（dispatch）   ら分離されたウイルスはメキシコの患者から分離されたウイルスと同じであった。   

37  新型インフ  CDC／MMWR58  2009年3月から4月上旬にかけてメキシコで呼吸器疾患のアウトブレイクが発生した。3月1日か  

ルエンザ  （dispatch）   ら4月30日までに合計1918例の重症呼吸器疾患症例が報告され、うち286例がインフルエンザ  
2009／4／30   A陽性、97例がR‾トPCRにより新型インフルエンザA／HINlと確定された。死亡例は合計84例  

が報告された。このインフルエンザウイルスはカリフオルニアの小児患者2例から同定されたウ  

イルスと同一の株であることが判明した。   

38  新型インフ  CIDRAPNews  2009年4月24日、CDCはメキシコでの致死的な呼吸器疾患発症例から分離されたウイルスは  
ル工ンザ  2009／04／24   米国の患者のブタインフルエンザA／HINl株と一致したと発表した。米国での感染例は現在8  

例である。メキシコ政府の公式発表では、メキシコシティーにおいて854例以上の肺炎患者が  

発生し、そのうち59例が死亡している。   

39  新型インフ  Hea旺hCanada  カナダ政府はカナダにおけるブタインフルエンザA（HINl）のヒト感染を確認した。NovaScotia  

ルエンザ  newsrelease  で4例、BritishColumbiaで2例であり、米国及びメキシコのブタインフルエンザA（HINl）と同一  
2009／04／26   株であった。   

40  新型インフ  1BTimes   新型インフル工ンザA／HINl感染例が国内で初めて確認された。米デトロイト発成田行きの飛  

ルエンザ  2009／05／09   行機に搭乗しており、帰国時に発熱等を呈していたため簡易検査を行い、A型インフルエンザ  
陽性反応が出たためRT，PCR検査を実施し、新型インフルエンザA／HINl陽性が確認された。   

41  新型インフ  lD〉〉R2009第16  2009年4月29日現在、9カ国が合計148例のブタインフルエンザA／HINl感染を公式に報告して  
ルエンザ  過   いる。米国では91例の確定症例を報告しており、1名の死亡者がいる。メキシコは7例の死亡例  

を含む26例の確定症例を報告している。他、オーストリア（1例）、カナダ（13例）、ドイツ（3例）、  
イスラエル（2例）、ニュージーランド（3例）、スペイン（4例）、英国（5例）である。   

42  新型インフ  MHLW（平成21年4  メキシコや米国で発生している豚インフルエンザ（HINl）を、感染症法に規定する「新型インフ  
ルエンザ  月28日健感発  

0428003号）   

43  新型インフ  MMRW2009；58：  05～06年、06～07年、07～08年の季節性インフルエンザワクチン接種コホートの保存ペア血  
ルエンザ  521－524   清を用いて、新型インフルエンザウイルスの交差反応性を検討した。18－64歳ではワクチン接  

種前に6～9％、60歳以上では33％が交差反応を示した。ワクチン接種後には交差反応を示し  

た例が18－64歳で2倍程度に増え、60歳以上では全く増えなかった。   

44  新型インフ  NEnglJMed  4月15日から5月5日の間、米国の41州において、総計642症例からヒトにおける新規ブタインフ  
ルエンザ  2009；360；2605－  

15   

45  新型インフ  ProMED－   カナダCFIAの検査員2名が、2009年4月下旬にA［bertaのブタにおけるインフルエンザアウトブ  
ルエンザ  mai120090723，260  レイクについて調査中にブタインフルエンザA／HINlに感染したことが発覚した。カナダにおけ  

3   る最初の新型インフルエンザ感染例である。   

46  新型インフ  Sience2009；   新型インフルエンザA（HINl）ウイルスは世界中に急速に広まっている。パンデミックの可能性  
ルエンザ  10．1126／SCIENCE  を判断するのはデータが限られているため難しいが、適切な保険対応を伝えるには必須であ  

．1176062   る。メキシコでの大流行、国際的な広がりの早期情報およびウイルス遺伝的変異について分  
析することにより、感染力と重症度の早期評価を実施した。   

47  新型インフ  

ルエンザ   

48  新型インフ  

ルエンザ   
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49  新型インフ  

ルエンザ   

50  新型インフ  WHODisease  2009年4月24日以降、米国及び他の国々における新型インフルエンザA／HINl感染症例は増  
ルエンザ  OutbreakNews  加し続け、6月24日現在WHOに報告された確定症例数は累計55867例（死亡238例）である。米  

2009年6月24日  国は21449例（死亡87例）、メキシコは7847例（死亡115例）、ブラジルは334例（死亡0例）。   

51  新型インフ  WHO／EPR2009年  t米国、メキシコにおけるインフルエンザ様疾患について：米国政府は米国内の7人の豚インフ  
ルエンザ  4月24日．2009年4  ルエンザA／HINl確定症例（5人がカルフォルニア、2人がテキサス）と9人の疑いがある症例を  

月27日   報告した。死亡症例は報告されていない。メキシコ政府は3つの別々の事例を報告しており、メ  
WHO／Media   キシコ連邦区ではインフルエンザ様疾患が挙がり始め、4月23日までに854人以上の肺炎が発  
Gentre2009年4月  生し、うち、59人は死亡している。  
27日   ・豚インフルエンザupdate3：豚インフルエンザA（HINl）の発生状況は刻々と変化しており、2009  

年4月27日現在、米国では40症例（死亡例なし）、メキシコでは7症例の死亡を含む26症例で同  
ウイルスヘの感染が確認された。  
・豚インフルエンザ：国際保健規則（2005年）の元設立された緊急委員会が2009年4月27日、2  

回目となる会合を開催した。   

52  新型インフ  WHO／EPR   2009年4月30日現在、11の国がインフルエンザA（HINl）に感染した257の症例を公式に報告し  
ルエンザ  update62009年4  

月30日   

53  新型インフ  WHO／EPR2009年  2009年5月21日現在の世界における新型インフルエンザ（HINl）感染状況。41カ国、11034例  
ルエンザ  5月21日   （死亡85例）が確定されている。   

54  新型インフ  WHO／WER2009；  新型インフルエンザ（HINl）が発生し、警戒レベルは2009年4月29日にフェーズ5まで引き上げ  
ルエンザ  84：173－184   られた。5月12日時点では、30カ国、5251例の感染例がWHOに報告されている。   

55  新型インフ  

ルエンザ   
事務連絡2009年4  
月26日   

56  新型インフ  厚生労働省 新型  兵庫県神戸市における新型インフルエンザ（インフルエンザA／HINl）が疑われる患者発生  
ルエンザ  インフルエンザに  こついての報告。国内最初の新型インフルエンザ患者が確認された。患者は10代後半の男  

関する報道発表  性。本人に渡航歴はない。国立感染症研究所からの検査の結果、A型（＋）、ヒトHl（－）、ヒト  
資料 2009年5月  H3（－）、新型Hl（＋）であったため、新型インフルエンザ（インフルエンザA／HINl）が否定でず、新  
16日   型インフルエンザが疑われる患者として神戸市に届出があった。患者は感染症法に基づき、神  

戸市内の感染症指定医療機関に入院した〈   
57  鳥インフル  ArchVir012009；  ブタから分離されたH5Nlインフルエンザウイルスの病原性を検討した。ブタ由来H5Nlウイルス  
エンザ   154：677－681   ま鶏卵胚およぴMDCK細胞でよく増殖することが確認された。また、マウスに対する病原性で  

は、ニワトリ由来のH5Nlウイルスに比べて病原性が低い或いは弱毒であることが示された。   

58  鳥インフル  AvianDiseases．  ニワトリに実験的にH5Nlインフルエンザを感染させ、気管と種々の組織におけるウイルスの局  

エンザ  V0l．52．No．1，P40－  在について解析した。と畜前の気管スワップの抗原検出試験は発症または死亡した感染ニワ  
44．2008   トリを同定するには役立ったが、発症前の検出感度は低かった。   

59  鳥インフル  EmergInfectDis  2007年のドイツで発生したH5Nlウイルスの家禽農場でのアウトブレイクの起原と、食物連鎖へ  

エンザ  2009；15：272－279  H5Nlウイルスが侵入した疑いを調査するために、系統学的分析と疫学的分析を実施した。そ  
の結果、市販の冷凍貯蔵されたアヒルの肉が原因である可能性が示唆された。アヒルが高病  
原性H5Nlウイルスに感染しても臨床的に無症候であることが示された。   

60  鳥インフル  Emerging   2006年2月から8月にHN51型インフルエンザウイルスのアウトブレイクが起こったカンボジアの  
エンザ  1nfectious   3つの村で土壌表面のスワップ、貯水池の水中植物、死亡した家禽等の環境調査を実施した。  

Disease＄   14せ帯領域から採集した77サンプル中27サi／プル（35％）がrR十PCRによりH5Nl陽性であるこ  

Vol．14．No．8．1303－  
1305．2008   

61  
エンザ  

183 2008 合と凝集による濃縮を行い、鶏卵胚で培養後ウイルスを検出した。検出感度と確率をPCR法と  

I I l  比較した。  l   

2009年2月27日、愛知県豊橋市のうずら農場においてトリインフルエンザウイルス（H7N6）が検  

出された。感染農場、周辺地域では家畜の移動制限、殺処分が実施され感染拡大防止措置  
が取られている。ヒトヘの感染は認められていない。感染源は不明。  

鳥インフル エンザ  
0IE／Worldanimal  

health information 

V0l．22No．10  

2009／03／05  
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63  鳥インフル  ProMED一   中国における鳥インフルエンザ感染情報。2009年1月の感染例は、Hunan省の16歳男性（1月  
エンザ  mai120090121．026  

3   

64  鳥インフル  ProMED－   2009年2月、愛知県豊橋市において、1925年以来検出されていないH7トリインフルエンザウイ  

エンザ  maり20090228．082  ルスのウズラヘの感染が確認された。その後の調査で、このウイルスは国内では初のH7N6亜  
6   型であることが判明した。感染農場、周辺地域では家畜の移動制限、殺処分が実施され感染  

拡大防止措置が取られている。ヒトヘの感染は認められていない。感染源は不明。   

65  鳥インフル  WHO／EPR2009年  中国衛生部は、中国において新たに鳥インフルエンザ感染例1例（2008年12月24日発症、2009  
エンザ   1月7日   年1月5日死亡）を報告した。   

66  鳥インフル  WHO2009年1月  中国保健省はH5Nl鳥インフルエンザのヒト感染例を3例報告した。1例日は山東省27歳女性  
エンザ   19日   で1月5日に発症し、17日に死亡。2例日は山西の2歳女児で1月7日発症し重篤である。3例目  

は湖南省16歳男性で1月8日に発症し重篤である。   

67  鳥インフル  WHO／EPR 2009  WHOに報告された鳥インフルエンザ（H5Nl）ヒト確定症例数。2003～2009年の症例数及び死  

エンザ   年1月22日   亡数。2008年はバングラデッシュで症例1例、カンボジアで症例1例、中国で症例4例（死亡4  
例）、エジプトで症例8例（死亡4例）、インドネシアで症例24例（死亡20例）、ベトナムで症例6例  
（死亡5例）。   

68  鳥インフル  厚生労働省HP  2009年2月27日、愛知県豊橋市のうずら農場においてトリインフルエンザウイルス（H7N6）が検  

エンザ  2009年2月27日  出された。   

69  鳥インフル  日本ウイルス学会  インドネシアにおいて鳥インフルエンザH5Nlの豚への感染状況が調査され、系統解析のた結  

エンザ  第56回学術集会  果、遺伝的に異なる3種類のH5Nlウイルスが感染しており、ヒト型レセプターを認識する変異  
3FO3   を有するものも確認された。   

70  ウエストナ  CDC（http：／／wvvw．  2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州から1356例が報告され、うち  
イルウイル  
ス   vbid／westnile／sur  

v＆controICaseCo  
untO8＿detailed．htm  

71  ウエストナ  EmerglnfectDis  米国カリフオルニア州カーン郡ベーカーズフィールドにおける2007年夏のWNV確定症例は140  
イルウイル  2008；14ニ1747－  例で、2004－2006年に比べて205－280％の増加が認められた。この増加には、住宅ローン滞納  
ス   1749   により放置された住宅のプールが関係している。   

72  レトロウイ  日本ウイルス学会第  日本でのXMRV感染のスクリーニングを行い、前立腺がん患者では2／30例、献血者では5／120  
ルス   56国学術集会  名が抗体陽性であった。さらに抗体陽性前立腺がん患者血清1検体よりウイルス核酸を検出し  

2Plll   た。日本国内の前立腺がん患者集団中にXMRV感染の存在が示唆された。   

73  ウイルス性  CDC／MMWR   米国ウエストバージニアで妊婦における初めてのラクロス脳炎ウイルス（しACV）感染が見つ  
脳炎   2009；58：4－7  り、その後、分娩時の臍帯血からuCV抗体が検出され垂直感染が疑われたが、出生後6ケ月  

までuCV感染兆候は見られていない。親が子の血清検体採取を拒否しており感染は確定で  
きていない。   

74  ウイルス性  ProMED－   ヒトにおける初のシカダニウイルス感染例の報告（出典NEJM）。ニューヨークの62歳男性がシ  
脳炎   mai120090515．182  

75  日本脳炎  ProMED－   インド当局はBRDMed．CoLI．Hosp及び隣接する地区の病院において最近24時間のうちに小児  
mai120081115．360  4例が脳炎により死亡し、死亡例の合計は447例になったと述べた。2008年11月14日、脳炎の  
9   新規疑い例が14例入院し、122例が脳炎疑いで加療されており、2008年11月以降、脳炎症例  

が2，426例記録されている。（ただし、日本脳炎の確定診断はなされていない）   

76  日本脳炎  第40回日本小児  2007年度感染症流行予測調査事業より、国内のヒト及びブタの日本脳炎抗体保有状況の報  
感染症学会総会・  告。調査された32都道府県のうち、川価1：10以上のブタ抗体保有率が50％を超えた地域は、  

学術集会F－13  高知県（7月下旬までに）、中国・四国・九州地方（8月下旬までに）、富山県、山梨県、静岡県（9  
月までに）に広がリ16県に及んだ。   

77  BSE   BMCVetRes  スクレイピー高感受性のプリオン蛋白質遺伝子型（VRQ／VRQ）保有の子羊に、VRQ／VRQを保  
2008；4：14   有するスクレイピー感染雌羊の乳を与えたところ、子羊のリンパ組織から疾患関連プリオン蛋  

白質が検出された。また、スクレイピー感染雌羊の乳を与えた子羊を与えていない子羊と混合  

飼育したところ、与えていない子羊において疾患関連プリオン蛋白質が検出された。   
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78  BSE   CFIA（2009－04－  カナダで15頭目のBSE牛の確認。当該牛は94ケ月齢のホルスタイン乳牛。一緒に飼育された  
09）   187頭のうち22頭は当該農場で生存しており屠殺処分された。122頭は既に死亡、屠殺を確  

認。24頭は死亡あるいは屠殺と推定され、5頭は輸出されている。14頭は記録不足により追跡  

不可能。   

79  BSE   0！E  1987年以前から2008年までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告されたBSEの報告であ  
（http：／／www．oie．in  

t／eng／info／en＿eSb  

ru．htm．）  

80  BSE   0IE   1989年から2008年までに、世界各国（英国を除く）から国際獣疫事務局（0IE）に報告された  
（http：／／www．oiejn  
t／eng／info／en．esb  

mondeムtm．）   

81  BSE   PLoSPathogens  米国アラバマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規  
2008；4：elOOO156  の遺伝子変異を同定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られるE200K病因性変異と  

同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告であ  
る。最近の疫学的試弓削こよるとK211アレルは6062頭のウシで全く検出されず、E211K変異は極  
めて頻度が低い（2000例中1例未満）。   

82  BSE   ProMED－   2008年11月17日、カナダにおいて新たにBSE感染牛が1例確認された。これはカナダにおける  
mai120081119－  
3648   

83  BSE   ProMED－   ニュージーランドのヒツジにおいて非定型スクレイピーを確認したとの報告。英国へ送られた研  
mait20090220．071  
4   

84  クロイツフエ  Emerg］nfectDis  孤発性CJD（sCJD）と医学的処置との関連性を解明するために、日本における1999～2008年  
ルトヤコブ  
病   症前に施行された医学的処置によりプリオン病が感染した証拠はみつからなかった。   

85  クロイツフエ  Transfusion2008；  米国で、古典的CJDを発症した供血者計35名に由来する血液成分の受血者430名の遡及調  
ルトヤコブ  
病   33A  ー○   

86  クロイツフエ  Transfusion2009；  米国での調査研究の結果は、輸血によるCJD伝播については根拠に欠けるとしている。2004  
ルト・ヤコブ  
病   の伝播のリスクについて懸念が高まってきた。1995年、米国赤十字社はCDCと共同で輸血に  

よるCJD伝播の懸念を評価する詳細な疫学的データを得るために、供血後にCJDと診断され  
た供血者（CJDドナー）の長期後ろ向き調査を開始し、CJDドナーの血液成分を投与された受  
血者を特定した。本給黒からは、CJDの輸血による伝播を示す根拠は示されなかった。CJDド  
ナ一による異常プリオンの輸血伝播のリスクは、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて顕著  
に低いことを後押しする結果となった。   

87  クロイツフエ  TransfusionEpub  米臥輸血のCJD伝播リスクについて。後にCJD発症した供血者36例と受血者436例を調査。  
ルトヤコブ  受血者のうち生存91例、死亡329例、不明16例。受血後にCJDを発症した例は特定されず。   

病   

88  異型クロイ  BMCVetRes  スクレイピー高感受性のプリオン蛋白質遺伝子型（VRQ／VRQ）保有の子羊に、VRQ／VRQを保  
ツフェルト・  2008；4：14   有するスクレイピー感染雌羊の乳を与えたところ、子羊のリンパ組織から疾患関連プリオン蛋  
ヤコブ病  白質が検出された。また、スクレイピー感染雌羊の乳を与えた子羊を与えていない子羊と混合  

飼育したところ、与えていない子羊において疾患関連プリオン蛋白質が検出された。   

89  異型クロイ  Departmentof  血友病患者の脾臓中に異常プリオン蛋白質が発見されたことを受け、CJD事故委員会の要請  
ツフェルト・  Health   により「vCJDRiskAssessmentCaIcuJationsforaPatientwithMultipleRoutesofExposure」  
ヤコブ病  2009／06／05   報告書がDepartmentofHealthによって作成された。感染可能性のある種々の経路を設定し、  

それぞれの相対的な感染確率を検討した報告であるふ   

90  異型クロイ  Emerging   典型的BSEプI）オンと非典型的プI）オン（H型・L型）の脳への伝播をMet129ヒトPrPトランスジ工  
ツフェルト  InfeGtious   土ックマウスを用いて比較した。典型的BSEプリオンとは異なり、L型非典型的プリオンは伝播  

ヤコブ病  Diseases．∨0l．14．  のバリアーを示さず蓄積された。H型では伝播・感染しなかった。L型プリオンに関連する人獣  
No．12．1898－   共通感染症のリスクはMet129PrP対立遺伝子対をもつヒトにおし＼ては、典型的なBSEよりもリ  
1901，2008   スクが高い可能性が示唆された。   

91  異型クロイ  FEBSLetters  実験的にプリオンを感染させ、看病期にあるハムスターの約80％の尿中に異常プリオン  
ツフェルト  2008：582：316ト  （PrPSc）が検出された。対照群での偽陽性は観察されなかった。また尿中PrPSc値は血中の  
ヤコブ病  3166   約10分の1と推定された。尿中PrPScは感染性を維持しており、尿はプリオン伝播の原因となり  

うることが示唆された。   
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92  異型クロイ  HeaIthProtection  2004年にHeaIthProtectionAgencyは扁桃腺に蓄積されたvCJD関連プI）オンタンパク質の大  
ツフェルト  Agency   規模な調査により、無症候性vcJD保有率を検討するNationaIAnonymousTissue  
ヤコブ病  2009／05／22   Archive（NÅTA）を開始。既に63000例の扁桃腺組織の収集・解析を行っており、100000例まで  

収集する計画であるが、現在のところ陽性サンプルは一つもなかった。   

93  異型クロイ  FDATSEadvisary  英国でvCJDに関連した凝固因子製剤を11年前に投与された血友病患者のvCJD感染の報告  
ツフェルト・  committee   を受けて、米国におけるリスク管理戦略を再評価した。その結果は、米国で承認されている第  
ヤコブ病  2009／06／16   Ⅷ因子製剤からのvCJD感染のリスクは極めて低いと考えられるが断言はできない、という従  

来と同様の評価である。   

94  異型クロイ  HPA／News 2009  HPA（英国）からの報告。1996年に血策を提供し、その6カ月後にvCJDを呈したドナーの血祭由  
ツフェルト  年2月17日   来の第8因子製剤を使用した血友病患者について、検死によりvCJD感染が報告された。この  

ヤコブ病  患者はvCJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD又は他の神経学的症状を示していな  

かった。血菜分画製剤によるTSE伝播の可能性を示唆する初の報告である。   

95  異型クロイ  HPSWeekIy   1996年に血兼を提供し、その6カ月後にvCJDを呈したドナーの血菜由来の第8医仔製剤を使用  
ツフェルト  Report2009；43：  した血友病患者について、この度、検死によりvcJD感染が報告された。血焚分画製剤による  

ヤコブ病  78   TSE伝播の可能性を示唆する初の報告である。  

96  異型クロイ  J．Hosp．Infect，  新規のプリオン不活化法として、Bac‖uslentusサブチリシン遺伝子を変異させて得られたアル  
ツフェルト  2009：72：65－70  カリブロテアーゼ：MC3の報告。MC3はプロティナーゼKよりも高い分解能を示し、MC3消化の  

ヤコブ病  感染性マウス脳ホモジネート（iMBH）投与マウスの生存率は、非分解iMBH投与マウスと比較し  
て極めて高かった。   

97  異型クロイ  LancetNeurology  BSEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した。PRNP遺伝子座はプリオン病のい  
ツフェルト  2009；8：57－66  くつかのマーカーと全てのカテゴリーを通じてリスクに強く関連していた。疾病リスクヘの主な寄  

ヤコブ病  与はPRNP多型コドン129であったが、別の近傍のSNPによってvCJDのリスク増大がもたらされ  
ー○   

98  異型クロイ  Nature2009；457：  最近、非定型BSEが日本、カナダ、米国、複数のヨーロッパ諸国で発生している。非定型BSE  
ツフェルト  1079   の可能性があるプリオン遺伝子の突然変異は豪州や新西南でも発生する可能性があり、反翁  
ヤコブ病  動物の厳密な飼料管理等、将来のアウトブレイクの防止に必要な規制を緩和すべきではな  

い∩  

99  異型クロイ  News－Medica［．Net  Am。rfixLifeSciences社（カナダ）が開発した血焚中におけるvCJDプリオンタン／iク質の検査  
ツフェルト  法。脳ホモジネートを1／1．000．000まで希釈した検体を検出することに成功した。   

ヤコブ病   

100  異型クロイ  PLoSPathogens  スクレイピー潜伏感染し、マレディレンチウイルス感染による乳房の異所性リンパ濾胞が認め  
ツフェルト・  2008；4：elOOO238  られた雌羊の乳管及び乳腺房から異常プリオン蛋白質が検出された。ただし、乳腺に病変の  

ヤコブ病  ないスクレイピー潜伏感染雌羊の乳にもプリオン感染性が認められた。TSEが潜伏感染する反  

妾動物の乳が、直接又は飼料中の乳由来成分を通して動物間のTSE伝播に関与することが  
示された。   

101  異型クロイ  ProMED－   英国CJDサーベイランスユニットの統計によると、2009年1月5日時点でvCJD死亡患者数総数  
ツフェルト  mai120090108．007  

6   致する。   

102  異型クロイ  ProMED－   オランダにて2009年1月初旬に、4年間で3例目となるvCJDによる死亡例が報告された。この患  
ツフェルト・  
ヤコブ病   

103  異型クロイ  ProMED－   2009年1月、スペインSantander北部の都市にて、同国で5番目となるvCJDによる死亡例が確  
ツフェルト  

ヤコブ病   

104  異型クロイ  ProMEDr   スペインで2009年3月28日、VCJDの研究を専門としている病理医の男性がvcJDの疑いで死亡  

ツフェルト・  mai120090406．133  

7   調査している。   

105  異型クロイ  VoxSanguinis  1995年から3回／週でⅠ∨IG治療を受けていた61歳女性は、1997年1月～1998年2月の期間に、  

ツフェルト  2009；96：270  後にvCJDを発症した供血者由来の製剤を使用していた。この女性の死亡後、剖検により牌  

ヤコブ病  臓、リンパ節、脳内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。   

106  異型クロイ  農林水産技術会  ウシ及びマウスの消化管上皮細胞株を樹立し、濾胞随伴上皮に存在するM細胞のinvitro分  
ツフェルト  議事務局研究成  化誘導系を開発するなど、経口摂取した異常プリオン蛋白の生体への初期侵入機構の解明を  
ヤコブ病  

ほ1   

英国の8SEを伝達した結果と同様の結果が  国内初発のBSEをマウスへ伝達・継代した結果   農林水産技術会  
議事務局研究成  
果2009；468：99－  
103  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  得られ、ウシでの解析結果と一致して、日本初発のBSEが英国のプリオン株と同じである可能  
性が示唆されたという報告。また、BSE、羊スクレイピーをマウスヘ初代伝達した際の病変形  
成・発症について病理学的に検討を行った研究の報告。  
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108  エボラ出血  IDWR2009第14  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  

熟   遇   体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の抗体陽性者が確認された。2月16日にさらに1例  
の抗体陽性者が確認された。2008年12月以降141例が抗体検査を受け、6例が陽性となった。  
6例全員が職業的にブタとの接触があり、感染源と考えられている。また6例全員が健康であ  

る。   

109  エボラ出血  OIE   2007～2008年フィリピンの養豚場でブタの死亡率が上昇し、政府が調査をした結果、2008年10  

熟   （December23．  月にブタでエボラレストンウイルス及びブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強毒性  
2008）   株の感染が確認された。エボラレストンウイルスのブタへの感染を示す初の報告。   

110  エボラ出血  ProMED－   フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで始めてエボラレストンウイルスが確認され、2009  

熟   mai120090123．029  年1月には当該農場の労働者少なくとも1名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタからヒトへ  
3   の感染を示す初の報告。   

111  エボラ出血  ProMED一   フィリピンにおいて1月30日に、新たに4例がEb0la－Restonウイルスに感染していたことが判明  

熟   maiI20090131．043  
7   

112  エボラ出血  ProMED一   2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  

熟   mai120090203．048  体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体陽  
2   性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月以内に主だった症状を呈していない。   

113  エボラ出血  WHOEPRDiseas  フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで始めてエボラレストンウイルスが確認された後、  
熱   0utbreak   2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1名で抗体陽性を示し、今回さらに4例の抗体陽性  

News（FebruaⅣ3，  
2009）   

114  エボラ出血  Science2009；  フィリピン。2007～2008年に養豚場のブタの死亡率が上昇したことをうけ、政府の調査が実施  
熟   323：451   され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強毒株およぴEboIa－Restonウイルスの感  

染が確認された。ブタからEboIa－Restonウイルスの検出は初めてである。   

115  エボラ出血  PLoSPathogens  2007年11月、出血熱の複数症例がウガンダ西部のブンデイブギョ地方で報告され、新たに発  
熟   2008；4：elOOO212  見されたエボラウイルス種（ブンデイブギョエボラウイルス）によるエボラ出血熱であることが確  

量野土山ナ＿   

116  クロストリジ  EmergInfectDis  動物からヒトヘのClostridiumdifficileの異種間伝播を調査するため、ヒトの疾患に関連する  
ウム感染  2008；14：1039－45  ToxinotypeV株、動物及びヒトに由来するToxinotypeV株の遺伝的関連性、invitroのこれらの  

株の毒素産生性を調べた。その結果、ヒトとブタから分離されたToxinotypeV株間で高い類似  
性が認められた。全ての分離株で39bptcdC欠損が見られ、大部分がバイナリー・トキシンを産  
生した。   

117  コレラ   CDC／TraveIers  ジンバブエ保健当局からのコレラアウトブレイクの報告。2008年8月26日から2009年1月31日ま  

Health2009年2月  でに61，304例の感染疑い、3．181例の死亡。また、ボツワナ、モザンビーク、ケニヤ、マラウイ、  

4日②   ナミビア、ナイジェリア、ギニアビサウ及びトーゴといった周辺国からも発生が報告されている。   

118  コレラ   JMedMicrobiol  2007年8－9月に、インド東部のオリツサでコレラが大流行した。流行地域で収集された糞便検  

2009；58：234－238  体からEITor型の01コレラ菌が単離され、コレラ毒素Bサブユニットの遺伝子（ctx8）解析の結  
果、致死性の高いclassical型のコレラ菌のctxBと同一のアミノ酸配列になっていることが確認  
さ加▲ト▲   

119  コンゴ・クリ  ProMED－   パキスタンのChest病院にクリミア・コンゴ出血熱症例3例が入院した。なお、最近2ケ月間にク  
ミア出血熱  mai120081027．339  リミア・コンゴ出血熱症例数十例が入院し3例が死亡している。当該地区における過去2年間の  

2   クリミア・コンゴ出血熱感染症例は約100例である。   

120  マールブル  CCDRweekly  米国CDCは2008年にコロラドの病院で治療を受けた1例がマールブルグ出血熱に感染してい  
グ出血熱  2009．2．13138304  たことを2009年1月末に確認した。米国における初の症例。当該症例はウガンダを訪問中にオ  

オコウモリが生息する洞窟を訪問し、感染したとされている。   

121  サルモネラ  CDC／MMWR   2007年6月、ミネソタ州においてSalmone”aMontevideo（PFGEpatternl）が初めて2例確認さ  
2009；58：25－29  れ、両者とも同じ鰐化場のニワトリに暴露しており、その後さらに7例が確認されたため、全米  

で調査が行われ、65件が確認された。またS．Montevideo（PFGEpattern2）についても、最初に  
2004年に確認された後、64件の分離が確認され、これは別の2箇所の静宇化場からのニワトリ暴  

l一丁い十㌧   

122  サルモネラ  Eurosun／e‖ance  2008年5～6月、スイスでSaIrnone”aTyphimurium患者報告数が増加し、72例の患者を対象に  

2008；13：19020  調査が行われた。FGEタイピングの結果から、複数のアウトブレイク株が同定された。そのうち  
の1つの株”株2”が43例を占めていたが、 
から分離されど’株1”及び6例から分離されだ’株3”は食肉製造業者の豚肉検体から一致する  
株が分離された。   

123  サルモネラ  ProMED－   フィリピン・サマル州において2008年12月以降ブタでサルモネラ感染が流行し、84頭が死亡、  

mai120090209－  約772頭が罷患した。その他25頭が感染疑いでと殺された。2月9日現在、感染は制御された  
0582   と、同地域の農業省職員が述べた。   

8／15ページ  

r ▲   



No．  感染症（PT）   出典   概要   

124  大腸菌性胃  日本公衆衛生雑  埼玉県における2002年1月～2007年12月の腸管出血性大腸菌の患者・保菌者372例と非発症  
腸炎   誌 第67回日本公  者477例を対象とした牛肉の喫食状況のリスクを調査したケースコントロール研究である。20～  

衆衛生学会総会  
13－019   

125  細菌性胃腸  ProMED－   中国、Hubeiの学校で生徒81人が感染した腸チフスのアウトブレイクは制御されたと地元当局  
炎   m扇120081229，409  

5   

126  チクングニ  ProMED－   インドにおいてテクングンヤ症例が増加しており、2008年は現在までに70，740例（2007年：  

ヤウイルス  
感染   0   

127  テクングニ  ProMED－   インドネシアのKepuIauanRiauのPangkeにおいて村民5．200例はチクングンヤに感染し、また  
ヤウイルス  mai120081014．325  

感染  9   受けたと述べている。   

128  テクングニ  ProMED－   マレーシア保健当局は、2008年マレーシア全域においてチクングンヤ疑い例が4．000例に上っ  

ヤウイルス  
感染   8   

129  チクングニ  ProMED－   2008年末のテクングンヤのアウトブレイク以降、mOneragala地方から報告された患者数は1300  
ヤウイルス  mai120090112．012  

感染  5   発生し、流行地域で約3000例の患者が確認された。   

130  テクングニ  ProMED－   モルディブLaamuAto”の島々においてテクングンヤやデング熱のアウトブレイクが2008年12月  
ヤウイルス  
感染   0   

131  黄熟   ProMED－   サンパウロ奥地において2009年2月より黄熟が流行しており、その中で母子感染が確認され  
mai120090402．121  
7   

132  黄熟   Trinidad＆Tobago  トリニダード・トバゴで多数のサルの死亡が確認されている為、念のため黄熟ウイルスに対す  
Express2009Jan  
12   

133  黄熟   Trinidad＆Tobago  トリニダード・トバゴ保健省は、森林で死亡して発見された2頭のサルの剖検の結果、黄熟ウイ  
MinistryofHealth  ルスの感染が認められたことを報告した。過去に1988年、1995年、1999年にサルの黄熟感染  
web2009Jan19  が確認されているが、ヒトでの黄熟ウイルス感染はなかった。   

134  デング熱  International   ブラジル当局は、リオデジャネイロにおける2008年のデング熱による死亡例は106例で、2007  

HeraldTribune  年の27例比べて4倍であり、デング熱に羅患者数についても2007年の2．5万人に比べ、2008年  
2009／01／11   は12．7万人であると述べている。   

135  デング熱  ProMED－   フィリピン保健当局は、2008年1月から8月2日までにデング熱による死亡195例、症例19．658例  
mai120080909．282  

136  デング熱  ProMED－   インドにおいてデング熱の発生率は減少しており、2007年の症例数5，634例、死亡数69例に対  
mai120080929．307  
8   

137  デング熱  ProMED一   パキスタン、ラホールにおいて最近24時間にさらに17例がデング熱の診断を受けたと保健当  
mai120081207，384  
0   これまでに1，149例が報告され、Punjab州で報告された合計は1，219例である。   

138  デング熱  ProMED－   インドネシア、東カリマンタンでは、2008年1～11月にデング熱で101例が死亡し、この死亡率  
mai120090105．004  （172／10万人t月）は国内平均（20／10万人・月）の8倍である。カンボジアでは、2008年のデング  

熟羅患者数及び死亡者数は大幅に減少し、2008年の現在までの死亡例は65例（2007年：407  

例）、羅患者数は9，300例（2007年：39，851例）である。   

139  デング熱  ProMED－   台湾において2008年1月1日～2009年1月6日の間に報告されたデング熱症例は1．419例であ  

mai120090119．024  
2   

140  デング熱  ProMED－   シンガポール環境庁は、同国において2009年1月最初の3週間でデング熱感染症例509例が登  
mai】20090204．048  
了   

141  デング熱  ProMED－   マレーシアにおいて2009年の最初の5週間で国内のデング熱症例が倍増した。Selangorでは  

mai120090210．060  
1   

142  デング熱  ProMED一   ベトナムでは2009年の現在までのデング熱症例は約3，000例と、前年同時期と比較して20．5％  
mai120090216．065  増加している。一方、タイでは2009年の現在までのデング熱症例は用75例（死亡2例）であり、  
0   前年同時期（1．553例、死亡2例）に比べ若干増加している。   
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143  デング熱  ProMED一   2009年の1月から5月22日までの、ブラジル／くイーア州における古典的デング熱症例数は  
mai120090608．212  

あった。   

144  デング熱  ProMED一   ブラジルのエスビリト・サント州保健当局は、2009年は6月1日までにデング熱症例数が43536  
mai120090622．228  

145  デング熱  Transfusion2008：  高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンおよび免疫グロブリンの各種製造工程  
48：1342－1347  （低温エタノール分画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およびウイルスろ  

過）前の検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE6細胞培養における  
TCID50アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ程が不活化・除去に有効であ  
ることが示された。   

146  アメリカ・ト  ÅABBAnnual  米国で2007年から開始された供血者に対するT．cruziスクリーニング検査の結果、2007年1月  
リバノソー  Meetingand   29日～20伽年1月28日の陽性率は1／30，000であったが、受血者には明白な感染症例はなかっ  
マ症   TXPO2008－3  た。最も陽性率が高い地域はフロリダ南部であった。   

1ヰ7  アメリカ・ト  CBER   CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細胞・組織由来製剤の  
リバノソー  （http：／／vw．fda．g  Trypanosomacruzが伝播する危険性を低減するための血清学的検査実施についてのガイダ  

マ症   OV／cber／gdlns／ch  

agas．htm）   

148  アメリカ・ト  EmerglnfectDis  ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・トリパノソーマ症のアウトブレイク（178症例）に  
リバノソー  2009；15：653－655  ついて、調査の結果、アサイ一乗実を潰す隙に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入した  

マ症  可能性が考えられた。   

149  アメリカ・ト  FDAGuidancefor  Trypanosomacruzi抗体検出用のELISA検査システムがCBERにより許可されたことをうけ、米  

リバノソー  IndustrY（draft）  国において、全血、血液成分及びHCT／Psにおけるトリ／くノソーマ症伝播のリスク低減のため  

マ症   〝useof   のドナースクリーニングについて、FDAよりドラフトガイダンスが公表された。最終版発表後1年  
SerologicalTests  
toReducethe  
Risk of 
Transmission of 
TrvDanOSOma   

150  アメリカ・ト  ProMED－   ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるアメリカ亘り／くノソーマ症のアウトブレイクが発生  

リバノソー  
マ症   8   

151  ニパウイル  

ス   2008：14：1974－  遺伝子及び糖タンパクの検出を行った。その結果、692標本中33模本（23匹中9匹）で陽性を示  
1976   した。特に、雲両省からのホオヒゲコウモリの抗体が突出していた。   

152  バベシア症  2009Feb23；New  2008年9月以降の6ケ月間、ニューヨーク市において輸血関連バベシア症の報告急増。市衛生  
YorkCity，   局は医療従事者に対し、3ケ月以内に輸血又は臓器移植の既往歴があり、発熱／溶血性貧血  
Departmentof  
Health   

153  バベシア症  AABBAnnual  輸血を介したバベシア症死亡例の報告。1998年の1例以降しばらく無かったが、2006年1～10  
Meetingand   月にはFDAに5例が報告された。生物学的製品逸脱報告サマリーでは、過去10年間にバベシ  
TXPO2008－2  ア症関連報告が68件あり、近年この報告が増加傾向にあることは、バベシア症伝播に係る輸  

血関連リスクが増加していることを示している。   

154  バベシア症  CIin［nfectDis  FDAはBPDR（生物学的製剤逸脱報告システム）により、2005年に2例、2006年に3例、2007年  
2009；48：25－30  に3例の輸血によるバベシア症感染報告を受けていた。受血者は輸血後2，5～7週で症状が進  

行し、2ケ月以内に死亡した。   

155  ロタウイル  

ス   80：1666－1674  査が実施された。生後～3歳まで追跡された小児30例の糞便検体から17検体でブタRVCが検  

出された。また、VP6遺伝子の配列分析から14株は完全に相同であり、同一のブタRVC株がベ  
レンで流行していることが示唆された。   

156  ブドウ球菌  UgeskrLaeger  デンマークにおいて職業上のブタ接触者2例で、MRSA感染が確認された。ST398及びto34とい  
感染   2008；170：3436－  

3437   

157  ブルセラ症  CDC／MMWR   2008年5月及び7月に米国SouthCarolina及びPennsylvaniaからブタの狩猟に関連するブルセ  
2009：58：618－621  ラ症症例が2例報告され、その後の調査で2例はB．Suisへの感染によるブルセラ症であること、  

また、うち1例の兄弟もブルセラ症の可能性があるとされた。上記2例は暴露後4～6カ月症状が  
なかった〈   

158  ブルセラ症  ProMED－   ロシアのZameIetenovka州、LyubinskiyとSherbakulskiyの2地方で、ヒツジ、ウシ、ブタにおける  
mai120090701．238  
0   ルセラ症と診断された。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

159  ペスト   ProMED一  中国林芝地区の朗県において肺ペストに感染した2例が死亡した。症例は35歳男性と38歳の  
maiは0081001．309  
■  

160  
Meetingand   療歴・渡航歴の収集から、リスクへの暴露を特定した時から最低4ケ月間のマラリア抗体のスク  

TXPO2008－4  リーニングを実施する代替戦略を導入した結果、既存の供血者に由来する輸血可能な製剤の  
製造効率は著しく向上し、輸血伝播マラリア症例の報告もなかった。  

161  マラリア  AmJTropMed  1997年より韓国軍はヒドロキシクロロキン及びプリマキンを用いた予防的化学療法を実施し、  
Hyg2009：80：  マラリア患者の急増を防ぐことができたが、調査登録患者484名中2名にクロロキン耐性  
215－217   Plas汀－OdiリmVivaxを確認した。   

162  マラリア  CDC／MMWR   近年、5番目のマラリア原虫として、サルマラリアであるPlasmodiumknowlesiのヒトヘの感染例  
2009；58：229－2  がマレーシア及びその周辺において多数確認されており、人畜共通感染症の病原体として新  

興している可能性が示されている。   

163  マラリア  ProMED一   インドのベンガル州保健当局によると、2008年8月29日までの報告では、25，109例がベクター  
mai120081111．355  
3   データでは、41．223例がベクター媒介疾患に罷患し、そのうち4，781例が熱帯熟マラリアであっ  

たハ   
164  マラリア  ProMED－   シンガポール、フィリピン、マレーシア、タイでのPIasmodiurnknowlesり京虫感染によるヒトマラリ  

mai120081114．359  

165  マラリア  ProMED－   中国において、2008年5月から2009年1月10日の間にアンゴラから帰国した労働者において14  
mai，20090114．015  
《   

166  リケッチア  CDC／MMWR   米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手術後の輸血を受け、敗血症および多  
症   2008；57：1145－  臓器不全をきたした後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、11月3～5日の血  

148   液検体からPCR及び抗体検査でアナプラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA，  
phagocytoph‖um陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血液ドナーに感染源が確認された初の  

事例となった。   
167  リケッチア  JAMA2008；300ニ  中国安徽省でヒト顆粒球性アナプラズマ症（HGA）と症状が一致する患者は、2006年10月30日  

症   2263－2270   こ発症し、11月5日に死亡した。確定診断はされなかったが、発症する12日前にタニに刺され  
ていた。11月9－11日に、この患者の血液および呼吸器分泌物との直接接触によると疑われる  

症例9例が報告され、HGAと確定診断された。中国におけるHGA症例の初めての報告である。   

168  リケッチア  ProMED－   オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熟の症例報告数が急激に増加し、2008  

症   mai120080728，230  
6   数は報告された症例数の10倍であると思われる。2007年まではQ熟はオランダではほとんど存  

在しなかった。   

169  リケッチア  第83回日本感染  平成20年8月、仙台市においてリケッチア症を疑う患者が発生した。生検材料を用いたPCRに  

症   症学会総会 2009  より陽性であったが、シークエンス解析により、ロシアや中国の患者から報告されている  
年4月23・｝24日  R．heilomgiangensisに一致した。国内に、日本紅斑熟とは異なる紅斑熟ケッチア症が存在する  

ことが示された。   

170  リケッチア  日本細菌学会第  AnapIasmaphagocytophilumによるアナプラズマ症の本邦初の症例。2002～2003年の高知県  
症   82回総会 P2－  で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅から、2例で、A．phagocytophilumに特異的なp44／msp2  

182   外膜蛋白遺伝子群のPCR産物が検出された。   

171  レプトスビラ  JpnJlnfectDis  ヒトでのレプトスピラ感染が発生した2006年夏の宮崎県北部における動物の保菌状況を調査  

症   2008；61：465－468  した。患者の血清は、特に各々の患者が発生した地域周辺で捕獲された野ネズミから分離さ  
れるレプトスピラ菌株と一致し、野ネズミが人間のレプトスピラ感染症の原因であることを示唆  
した。また、猟犬からも抗レプトスピラ抗体が検出された。ハンターや食肉加工業の労働者で  
の潜在的危険を示している。   

172  レプトスビラ  ProMED－   スリランカにて2008年8月末までに報告されたレプトスピラ症は3，825例であり、死亡例は117例  

症   mai120080922．298  
4   

173  レンサ球菌  CDC／MMWR   米国におけるActiveBacteriaICoreSurveillanceの2006年のデータより、新生児のB群連鎖球  
感染   2009：58：109－112  菌疾患に関する分析結果。2000～2006年の間に早発性疾患は1199例、遅発性疾患は1005例  

に発症し、2006年では、早発性疾患179例、遅発性疾患137例の発症が報告された。   

174  レンサ球菌  EmergMedJ  イギリスで35歳の精肉店勤務の男性がブタ連鎖球菌性髄膜炎を発症した。業務上負った手の  
感染   2008；25：607－608  切り傷からの感染と思われる。   

175  レンサ球菌  EpidemiolInfectJ  2003年1月1日～2005年7月31日の期間に香港の公立病院に入院し、ブタ連鎖球菌感染症と  

感染   2008；136：169卜  診断された患者は21例であり、半数が65歳以上、大半が夏に発症であった。5例がブタや豚肉  
1697   への職業的接触があり、4例は発症前に生の豚肉を調理していた。   
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176  レンサ球菌  JInfect2008；57：  オランダで3．5年間の観察コホート研究において696例の細菌性髄膜炎患者が同定され、うち4  

感染   158－161   例がブタ連鎖球菌性髄膜炎であった。全4例でブタへの暴露が関係していた。3例が重度の難  

聴の後遺症を呈した。   

177  レンサ球菌  JInfect2008；57：  ブタ連鎖球菌感染症の死亡のリスク因子を特定することを目的とした後ろ向きコホート研究  
感染   392－396   が、2005～2007年のタイ北部のターシャリーケア病院のブタ連鎖球菌感染症患者を対象に実  

施された。Cox，s回帰分析により、敗血症性ショック、ALT上昇が死亡のリスク因子であることが  
明らかになった。   

178  レンサ球菌  ProMEDmai120081  香港のTaiPoHospitalの男性精神科病棟で患者15例がStreptococcuspyogenes（A郡β溶血  
感染   231－4135   性連鎖球菌）検査に陽性であった。   

179  レンサ球菌  Transfusion2008；  米国。ルーチンの細菌培養スクリーニングを実施したプール血小板の輸血を受けた患者が、C  

感染   48：2177－2183  群連鎖球菌感染症により死亡した。遡及調査の結果、無症候性の供血者が原因と考えられ  
た。現在の検査法の限界を示す報告。   

180  レンサ球菌  日本化学療法学  50代後半の男性が右母指のウオノメをカッターで自己切除したところ黒変し、その範囲は急速  

感染   余業57回総会  ＝拡大。右下肢の腫脹が起こり入院。右母指には悪臭と壊症を伴う重度の蛭巣炎、X線所見  
201   で右大腿部にガス像を認めた。Streptococcusdysga［actiaesubsp．dysgalactiaeによる初めて  

のヒト感染例と考えられる。   

181  レンサ球菌  日本感染症学会  StreptococcusDysgalactiaesubsp．DyigaLactiaeに起因した、劇症型A群連鎖球菌感染症  
感染   総会学術集会第  

83回0－173   

182  レンサ球菌  病原微生物検出  日本において精肉加工業の68歳男性がブタ連鎖球菌性髄膜炎を発症した。敗血症、急性腎  
感染   情報2008；29：  

257－258   

183  感染   BMJ2008；337：  欧州における2006年の感染症の発生報告はクラミジアが最も多く、以下、ランプル鞭毛虫症、  
a2622   カンピロ′くクター症、サルモネラ症、結核、流行性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵襲性肺炎球  

菌疾患、HlVの順であった。   

184  感染   http：／／www．fda．go  2007年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。受血者76件、供血者17件  
∨／cber／btood／fata  の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52件が輸血関連もの、11件が輸血関連性否定できないも  
107．pdf．   の、13件が輸血と関連しないものであった。   

185  感染   http：／／www．fda．go  2005～2008年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。2008年度は、受血  
∨／cber／blood／fata  者72件、供血者10件の死亡報告。受血者死亡の内訳は、46件が輸血関連もの、8件が輸血関  
108．p（帆   達性否定できないもの、18件が輸血と関連しないもの。微生物感染はバベシア症5件、  

Staphylococcusaureus、StaphyLococcusepidermidisがそれぞれ1件。05～08年度の微生物感  
染28件中、10件をバベシア症が占めている。   

186  感染   ProMED2009Jan  ドイツで2008年前半より”馴00dswe∂tingdisease”セ仔牛が死亡している。原因は不明である。  
29   この疾患はドイツ各地で発生しており、／くバリアでは40頭の症例が確認されている。ミュンへン  

大学のc（inicforruminantsも同様の症例を報告している。主に、生後2～3週間の仔牛が感染  
している。   

187  ウイルス感  CDC／Travelers  日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGagに対する特異的抗体反応が認めら  
染   Health2009年2月  れ、そのうち1例からはXMRV（XenotropicMuLV－relatedvirus）核酸を検出した。また、献血者  

4日   120例中5例でもGagに対する特異的抗体反応が認められた。日本国内の前立腺がん患者集  
田中にもXMRV感染が存在することが示唆された。   

188  ウイルス感  Eurosurve‖ance  アフリカ南部における初のアレナウイルス感染症例。ザンビアで発症した患者が南アフリカ・ヨ  

染   2008；13：卜2  ハネスブルクに移送されたが発症10日後に死亡。移送した救急隊員1名及びヨハネスブルクで  
看護を担当した看護婦1名も約1週間の潜伏期間の後発症し死亡。   

189  ウイルス感  PLoSPathogens  2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、30年ぶりに新規の旧世界  
染   2009；4：elOOO455  アレナウイルスが分離された。発見された地名（Lusaka，Johannesburg）より、Lしiiovirusと命名  

された。   

190  ウイルス感  IASR2008；29：  2007年11月22日、急性呼吸器症状を呈した東南アジアからの帰国者（38歳男性）が高病原性  
染   310－312   鳥インフルエンザの要観察例と判断され、インフルエンザH5Nlの検査が依頼された。検査の  

結果、インフルエンザH5Nlの感染は否定され、オルソレオウイルスが分離された。これまで本  

ウイルスに日本人が感染した報告はなく、国内への侵入も初めてと考えられた。   

191  ウイルス感  NEnglJMed  NewYorkの62歳の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの唆傷後に髄膜脳炎で死亡  
染   2009；360；2099－  した。これまでシカダニウイルスのヒト感染は報告されていないが、この症例はシカダニウイル  

2107   スが致命的脳炎の原因でありえることを示している。   

192  ウイルス感  

染   14124－14129   
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193  ウイルス感  ProMED－   ずっ菌類を宿主とし、これまでヒトには感染しないと考えられていたcardiovirusがヒト糞便検体  

染   mai120080911．284  
5   

194  ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすことが知られているが、疫学的  

染   mai120090129．040  
0   

195  ウイルス感  ProMED－   中国における豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生。中国北部Shanxト省Hongdong県でブタ  

染   mai120090210．059  
h   

196  ウイルス感  ProMED－   ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラツサ熱感染疑い患者が報告され、  

染   mai120090218．066  
9   それぞれ60％及び80％増加している。   

197  ウイルス感  VetMicrobioI  ブタ及びヒツジの糞便検体のノロウイルススクリーニングをmu［tiplexrea卜timeR■トPCRで実施  

染   2009；133：184－  した。ブタでは2／23検体で遺伝子群Ⅱ、ヒツジでは8／33検体で遺伝子群Ⅲが陽性であった。臨  
189   床的異常は認められていない。ゲノム配列分析から、ヒツジで検出された株は新たなGⅢ遺伝  

子群であることが示唆された。   

198  ウイルス感  日本輸血細胞治  1985年にBSE、1997年に高病原性トリインフルエンザ（H5Nl）、1999年にウエストナイルウイル  

染   療学会誌 2009；  ス、2003年にはSARSが発生。2006年にはテクングニヤウイルスの発生。2007年には、未知の  
55：Y－1－3   新ウイルス（新規のアレナウイルス）等の存在が明らかとなり、血液を介した感染リスクが存在  

するか検討されている。   

199  原虫感染  日本寄生虫学会  昨年、新種のアメーバが分離され、Entamoebanutta”iとして報告された。木原虫は動物実験で  
第64回西日本支  病原性を示し、Entamoebaspp．にE．histoIytica以外の病原種の存在を示唆する知見である。イ  
部大会 32   ンインドネシアのカニクイザルの感染状況を調査した結果、糞便52検体中1検体で検出され  

ナー｛   

200  狂犬病  ProMED－  Shandong省Yanta市で狂犬病患者が増加しているとの報告。   
mai】20090114．015  

7  

201  狂犬病  ProMED－   Charlotte酪農場においてウシ2頭が2009年2月9日及び10日に狂犬病によって死亡した。農場  
mai120090215．064  のイヌに殺されたアライグマから感染した可能性がある。また、EastValleyMiddleSchool近く  
4   のネコ1匹において狂犬病症例を確認した。   

202  狂犬病  ProMED－   米国、Linv＝e付近の農場のウシ3頭が狂犬病に感染していた。また、この農場で発見されたア  
mai120090220．072  
4   

203  狂犬病  ProMED－   米国バーモント州の農場でウシ5頭が狂犬病検査陽性であったことを受けて、当局はウシのワ  
mai120090410．138  
3   

204  狂犬病  ProMED－   米国ノースカロライナ州の農場で、2009年4月6～10日の週に仔牛1頭が狂犬病に感染し死亡  
mai120090418．147  
0   

205  結核   No止hland   ニュージーランドにおいて、ウシ結核菌に感染したウシ（1頭）が発見され、感染拡大防止のた  
Norしhern  め、感染牛は屠殺処分され、当該牧場の家畜に移動制限が行われた。   
Advocate  

206  結核   ProMED－  米国インディアナ州南東部の牛の群においてウシ結核が1例確認され調査中である。   
mai120081205．382  

207  結核   ProMED－  米国ミネソタ州のBeltramiCountyにおいて、ウシ結核が3頭で確認された。   
mai】20081207．010  

208  結核   ProMED－   米国ミネソタ州ノースダコタは1976年以降ウシ結核フリーであったが、今般、ウシ結核の発生を  
mai】20081208．385  
6   

209  結核   ProMED－   中国における結核菌の薬剤耐性率は世界平均の約2倍であった。多くの患者が副作用やコン  
mai120090114．015  

210  結核   ProMED－   米国インディアナ州BoardofAnima＝1eaJth（BOAH）は、州南部のウシの群におけるウシ結核  
mai120090215．064  
4   

211  結核   ProMED－   米国ミネソタ州BoardofAnimalHeaLth（BOAH）は、20O8年12月3日にBeitramiCountyのウシの  

mai120090220．072  
4   

212  結核   ProMED－  米国テキサス州西部において乳牛がウシ結核に感染していることが明らかになった。   
mai120090423．153  
‘ミ  
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213  ロ蹄疲  0IE（November13，  中国におけるロ蹄痩：発生日 2008年11月6日、最初の確定日 2008年11月8日、報告日  
2008）   2008年11月12日、原因・ロ蹄疫ウイルスアジア1型。2008年11月6E］にGANSU省Tianshu地  

区Ganguで口蹄疫のアウトブレイクが発生した。疑い例はウシ238頭、ヒツジ3頭およぴブタ56  

頭、確定例はウシ102頭、死亡例0頭であった。疑い例は全て処分された。   

214  細菌感染  CDC／MMWR   Chlamydiatrachomatis感染症は米国で最も発症頻度の高いSTDであり、年間280万人が羅患  
2009；58：362－365  している。2007年には110万人のクラミジア感染症例がCDCに報告され、その半数以上は15～  

25歳の女性であった。   

215  細菌感染  JAMA2008；300：  中国安徴省でヒト顆粒球性アナプラズマ症（HGA）と症状が一致する患者は、200¢年10月30日  
2263－2270   に発症し、11月5日に死亡した。確定診断はされなかったが、発症する12日前にダニに刺され  

ていた。11月9－11日に、この患者の血液および呼吸器分泌物との直接接触によると疑われる 
症例9例が報告され、HGAと確定診断された。中国におけるHGA症例の初めての報告である。   

216  細菌感染  ProMED－   中国、Hubeiの学校で生徒81人が感染した腸チフスのアウトブレイクは制御されたと地元当局  
mai120081229－  
4095   

217  細菌感染  Transfusion2008；  全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるためには、初流血除去及び細菌培養によるスク  
48：2348－2355  リーニングが有効な方法であることを示す報告。   

218  細菌感染  日本感染症学会  本邦で初のEnterococcushirae感染例の臨床報告。化膿性胆管炎疑い患者の血液培養より分  

西日本地方会学  
術集会第78回  
2008年12月5－6  
日063   

219  細菌感染  日本感染症学会  bctococcusgarvieaeが起炎菌と考えられる腰椎錐体炎の1例。当該菌による骨髄炎は2000  
東日本地方全学  
術集会第57回  
2008年10月23－24  
日058   

220  細菌感染  日本細菌学会第  AnapIasmaphagocytophilumによるアナプラズマ症の本邦初の症例。2002～2003年の高知県  
82回総会 P2－  で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅から、2例で、A．phagocytophilumに特異的なp44／msp2  
182   外膜蛋白遺伝子群のPCR産物が検出された。   

221  コクシジオ  CDC／MMWR   カリフオルニア州におけるコクシジオイデス症の報告数及び入院数は2000～2006年の間毎年  
イデス症  2009；58：105－109  増加しており、1995～2000年の3倍以上（8／10万人）となった。米国のコクシジオイデス症全体  

の約60％を占めるアリゾナ州でも同様で、2006年には5，535例（91／10万人）と増加している。米  
国全体でも、1996年の1朋7例から2006年には8，917例（6．97／10万人）に増加しており、流行地  

への訪問や居住歴のあるインフルエンザ様症状や肺炎、播種性感染症の患者では本症が鑑  
別されるべきである。   

222  神経系障害  Feed＄tU斤   2007年に、米国の豚肉製造工場で脳摘出のために圧縮空気を使用していたミネソタ州、イン  
BreakingNews  ディアナ州、ネブラスカ州の3つの工場の作業員において慢性的な炎症性の脱髄性多発性神  
（2009／3／3）   経障害が発生している。すでに自主的にこの作業は中止されている。   

223  ハンセン  EurekAlert   散在性らい腫性ハンセン病で死亡した患者の検体の遺伝子分析より、ハンセン病の唯一の病  
病、らい腫  November24．  因菌と考えられていたMycobacteriumlepraeに加えて、新書の病因菌、M．lepromatosisを確認  
型   2008   した。   

224  髄膜炎菌感  ProMED－   髄膜炎菌性髄膜炎が流行・拡大しているバングラディッシュに国境を接しているインド北東部に  
染   maiI20090211．062  

225  旋毛虫症  VetParasit0l   1990年～2006年のブルガリアにおける旋毛虫症の疫学調査結果である。145件のアウトプレイ  
2008；∈pub：4590  クと238例の散発症例が確認され、総計7544例が旋毛虫に汚染された肉を摂食し、4108例が  

感染し、2237例が発症したと判断された。そのうち入院は1014例、死亡は2例であり年間発症  
率は人口10万人あたり0．27－7．40であった。アウトブレイクの主な原因はイノシシ肉（57件）と豚  
肉（67件）であった。   

226  炭症   ProMED一   ケニアのManyata地区の叫ukiir挿寸で炭痘感染牛の処分を行っていた28歳の男性が炭祖菌感  
mai120090110．010  
0   

227  炭痘   ProMED－   ジンバブエにて2008年11月以降に炭痘により死亡したウシやヤギの肉を食したことにより200  
mai120090116．018  

7   
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228  炭痘   ProMED－   2007年後半におよそ70年ぶりにオーストラリアのHunterVa”eyにおいてウシの炭痘のアウト  

mai120090510．174  ブレイクが発生した。オーストラリアにおいて、洪水により長期間埋もれていた炭痘菌芽胞が姿  
7   を現し、農村部で炭症が再興していると、NewSouthWaIesの研究者らが報告した。   

229  炭痘   ProMED－   南インドのAndhraPradesh州Visakhapatnamにおいて、過去2カ月間に17例が炭症により死亡  

mai120090511．176  
3   

230  中毒   BBCNews 2009  中国でクレンブテロールに汚染された豚肉の摂取により、70人以上が発病した。豚肉は広東  
Feb23   省・広州の市場から流通したもので湖南省の農家で飼育されたもの。   

231  中毒   ProMED2009Jan  メキシコ、Zapotolan毎0市でクレンブテロールによる中毒と確定診断された患者9例が報告され  
17   た。発生源の精肉店は直ちに閉鎖され、現在、ウシの肝臓の売買が禁止されている。2008年  

にも21人のクレンブテロール中毒が発生している。   
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